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「よし。この本を買った愚ぐ民みんどもに告ぐ──」


　と、動画サイトにアップされた映像に、一人の、冷たい顔をした少年が現れて言う。


　年のころは十六くらい。


　漆しつ黒こくの髪かみに、鋭するどい瞳ひとみ。


　詰つめ襟えりの制服をきっちりと首まで締しめたその少年は、腕うでに生徒会長と書かれた腕わん章しようを着け、さらに腰こしのベルトに、フェンシングの剣けんのようなものを吊つるしている。


　そしてその少年がこちらを見つめて、


「本を買ったからにはもうわかってるな？　おまえら全員、いまから俺の奴ど隷れい……」


　とそこで、


「違ちがうだろ月げつ光こう！」


　どうやらこの動画の撮さつ影えい者らしい少年の声こえがあがる。


　それに月光は鬱うつ陶とうしげにその撮影者のほうを見みて、


「なんだクズ」


「なんで俺がクズなんだよ！」


「クズ顔だろうが」


「おまえぶっ飛とば……と、言い争ってる場合じゃなかった……ええとこれ、おまえ、宣伝動画だぞ？」


「そうだな」


「じゃあ本買ってくれたみんなに、ありがとーとか言えよ。これはおもしろおかしい生徒会室がなんか、ええと、まあよくわかんねぇけどとにかく毎日すっごい楽しいでーすとかさ」


「うん？　よくわからないのにとにかくヘラヘラ毎日すごく楽しい？」


「いやなんかちょっと違ちが……」


「やはりな。その馬ば鹿か面づらを見ていて前から思っていたのだが、鉄くろがねおまえ、いかがわしい薬でラリ……」


「そういう話じゃなくて!?」


　と、鉄と呼ばれた撮影者が叫さけぶ。それから一度ため息をついて、


「ああもう、とりあえず一度カメラ止めっから。んでおまえは笑顔の練習からだ。にこやかに笑って買ってくれてありがとーとか言ってくれりゃ、あとは俺が生徒会の説明……」


「雑ざ魚この分際で俺に命令するな」


「おっまえ」


「いいから続けろ。にこやかに笑えばいいんだろう？」


「そうそう。できるか？」


「俺を誰だれだと思ってる？」


「俺様生徒会長……」


「そう。俺は天才だ。不可能はない」


「ええと」


「さあ撮とれ。サクっと終わらせるぞ」


　と、月光はカメラを見つめる。彼には珍めずらしい、にこやかな顔になる。


　それに鉄と呼ばれた撮影者が驚おどろいたように、


「おお、やりゃできんじゃん。よし、ほいじゃやってみ」


「うむ」


　と、月光はうなずいてから、


「この本を買った雑魚どもに告ぐ。いまからおまえらは俺の奴隷──」


「違ぁあう！　もう、もうおまえほんとぶっ殺……」


　が、鉄がそう言いかけたのを遮さえぎって、月光が言う。


「死ぬのはおまえだ、クズが。殺すぞ」


「だから」


「それから立ち読みをしているそこのおまえもだ！　殺されたくなければいますぐカウンターに買いにいけ。さもないと三秒以内におまえの頭上に不幸が訪れる呪のろいを……」


「かけないかけない！　そんな呪いかけな……」


　が、そこで画面の外から、透すき通とおるような少女の声が響ひびく。まるで呪じゆ文もんのようなものを呟つぶやく声がして、


「へ？　なんだ？」


　と、鉄はカメラをそちらに向ける。


　するとそこはなんの変へん哲てつもない、ごく普ふ通つうの生徒会室で。


　その生徒会室の隅すみに、セーラー服を着た、とても人間とは思えないほど美しい薄桃ラベンダー色の髪を持った少女が立っているのが映る。


　悪戯いたずらっぽい吊つり気味の真しん紅くの瞳に、華きや奢しやな体。


　細く、しなやかな指を彼女はくるくる回しながら、なにか呪文のようなものを唱えていている。するとその指先に、どす黒い霧きりのようなものが生まれて。


　それに鉄が聞く。


「え、えと、ヒメア、いったいなにやってるの？」


　するとそれにヒメアと呼ばれた少女が、嬉うれしそうにこちらを見て、


「あ、大たい兎と[image: ]　私も映すの？」


「いや、映す予定はなかったんだけど……じゃなくてその、黒い霧みたいなの、なに？」


　というその問いに、少女があっさり答える。


「呪いだよ♪」


「呪いって……」


「あれでしょ？　この本に呪いかけて、下等な人間どもを皆みな殺ごろしに……」


「しないしない！　なに言いだしてんのよ」


「でも人間が全部死んだら、もうこの世界には大兎と私だけになるんだよ？　二人っきり[image: ]　なんかそれ、それ、ちょっとよくない？」


　なんて、少しだけ恥はずかしそうに顔を赤らめて言うヒメアに、


「いやいや全然よくないから！　顔赤らめながらすげぇ怖こわいこと言っ……」


　が、それを遮って月光が言う。再びカメラ目線になり、


「いまの《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の言葉を聞いたか？　ならもうわかったろう。俺たち生徒会は、この本を読んだ愚民どもに呪いをかけて奴隷化する準備を……」


「するなよ！」


　と、鉄は怒ど鳴なる。


　それに月光がこちらをにらみ、


「……おまえはさっきからうるさいな。美み雷らい、鉄を一度殺せ。こいつ抜ぬきで撮影しなおす」


　するとそれに、


「ほいほーい」


　また別の少女の声が響いた。


　その声のほうへとカメラが向く。


　すると小こ柄がらな、童顔の少女が立っている。


　なぜか強気そうに見えるたれ目に、ポニーテール。とても高校生には見えないが、しかし彼女はセーラー服を着ている。


　その、美雷と呼ばれた少女がにこにこ顔でこちらを見て、


「ミライだよー！　ええとええと、自己紹しよう介かいしまー……」


「いいから早くこいつを殺せ」


「ちょ、ゲッコー、いまあたし自己紹介……」


「おまえのことを知りたい奴やつなんているか」


「えええええええ」


「早くやれ。おまえの悪あく魔まの力を見せてやれ」


　するとそれに、美雷は嬉しそうにこくこくうなずいて、


「そーだ！　あたしは偉えらい雷かみなりの悪魔なんだぞー！　がおーってやっちゃうぞー！」


　と、両手をあげる。


　そのままぴょんっと跳ちよう躍やくする。


　すると彼女の体は一いつ瞬しゆんで天てん井じようまで飛びあがり、その天井を蹴けってこちらに向かって襲おそいかかってこようとして。


　しかしそれに、ヒメアが呪いの霧を美雷に向かって放つ。その霧にまとわりつかれて美雷が、


「きゃああああ、呪われたぁあああ!?」


　と叫び、それに月光がヒメアをにらみつけて、


「魔ま女じよめ……裏切ったか」


　なんて言う。


　ヒメアがそれに妖よう艶えんな真紅の瞳を細めて月光をにらみ、


「あんたこそ、私の大切な大兎になにをするつもりだったのよ。人間の分ぶん際ざいでちょっとはしゃぎすぎじゃない？」


　すると月光も笑みを浮うかべ、腰の剣に手をかけると、


「誰にものを言ってる？」


「下等な人間に」


「はっ、死ぬ覚かく悟ごはできてるだろうな？」


「どっちが～？」


　その、次の瞬しゆん間かん。


　月光が剣を抜き、ヒメアがなにか魔ま法ほうを唱えようとしたが──





　そこでくるっと、カメラが回転した。


　そしてカメラに、さっきまでこの生徒会室の様子を撮影していた、鉄くろがね大たい兎とと呼ばれていた少年の姿が映る。


　茶色がかった髪に、困ったような顔。


　その少年が引きつったような笑顔で、


「え……ええっと……そ、そんなこんなでですね、この本は仲がいい僕らが、楽しく生徒会の活動をす……」


「死ね！」


「あんたこそ死になさい！」


「……ええとその……と、とにかく、よろしくお願いしま……」


「あ、うそ!?　ごめん大兎、魔法がそっちに……」


「え？」


　と、大兎が振ふり返かえったところで、ががっと画面が激しく揺ゆれて落ち、なにも映らなくなる。


　それから楽しそうな美雷の声で、


「おお～、不死身君、あっさり死んだ～!?　首ちょんぱ」


「だからそういうこと言うなって！　スプラッタものだと勘かん違ちがいされ……ああもういいや、俺、首くっつけるまで映れないから、美雷、挨あい拶さつしといて」


「あたしが!?」


　と、驚くような声とともに、カメラが床ゆかから持ちあげられ、美雷の顔のドアップが映る。そのまま美雷が緊きん張ちようしたような顔で、


「あ、あたしです！　えと、えと、なんて言えばいいんだっけ？」


「本編が始まるから、よろしくお願いしますって」


「ほうほう」


「早く」


「えと、は、ハンペンが始まるから……」


「ちがぁあああう！」


「え、違ちがうの？　えとえと、じゃあ不死身君が……」


「ああああだめだめ、俺、いま首繫つなげ中だから、その、そうだな……とりあえず始まります！」


　それに美雷もにっこり笑って、


「はじまりまーす！」


　と、元気よく言ったところで。








　物語は、始まった。
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　朝。


　幼おさな馴な染じみのかわいい女の子が。


「一いつ緒しよに学がつ校こういこうよ～！」


　とかなんとか言って起こしにきてくれる、な～んていう展開を、漫まん画がやなんかで読んだことはあった。


　で、自分にもそんなことが起きたら楽しいだろうになぁ、なんて、ぼんやり考えたこともあった。


　ってか、健全な体を持った高校一年生男子なら、誰だれもがそんな妄もう想そうをしたことがあるはずだ。


　高校デビューして。


　かわいくて優しい彼女ができて。


　そしてその彼女が朝、家まで起こしにきてくれて、一緒に登校しちゃったりなんかした日には、そりゃもう楽しい高校生活が広がっているんだろうなぁとかね、そんなことを思ったり思わなかったりしていたのだが。


「…………」


　コンコン。


　と、部屋の、窓ガラスのほうから音が鳴る。


　続いて、


「ほらほら大たい兎と、もう朝だよ～。学校遅ち刻こくしちゃうよ～」


　なんていう、女の子の声がする。


　それに。


「…………」


　それに鉄くろがね大兎は、うらめしそうな目で、窓ガラスのほうを見つめた。


　少し茶色がかった髪かみに、少しだけ吊つり気味の、強気な瞳ひとみ。中肉中背──というよりは、もうほんの少しだけ鍛きたえられた体。その体に着ているのは詰つめ襟えりの学生服だ。


　そう。


　もう、朝だというのに、彼は制服のまま部屋のベッドに横になっていた。


　その、着たまま寝ねてしまったせいでしわくちゃになっている制服を大兎は見る。


「…………」


　さらに部屋にある、掛かけ時ど計けいを見る。


　現在時刻は、朝七時。


　ちなみに朝のホームルームは八時二十分からなので、


「こんな時間から起きて、どうやって遅刻すんだよ！」


　と、叫さけびながら彼は起き上あがる。


　そのまま眠ねむそうにひょいっと立ち上がり、さらにコンコン、コンコンと音がする窓のほうへと近付き、カーテンを開ける。窓も開ける。するとその窓の外──一戸建ての二階に位置する大兎の部屋の窓から見下ろした家の門の外に、一人の少女が立っていた。


　綺き麗れいな黒くろ髪かみのミディアムに、黒目がちな大きい瞳。プリーツスカートにセーラー服を着て、優しげな微び笑しようを浮うかべている一人の少女。


　時雨しぐれ遥はるかだ。


　彼女は小六からずっと家がお隣となりさんで、おまけにこの春から入学した宮みや阪さか高校では、同じクラスの隣の席という、もう、これ以上のお約束な間あいだ柄がらはないでしょう？　といわんばかりの腐くされ縁えんな幼馴染みなのだが。


　その、遥が、どういうわけか手に持った小石を、こちらにえい！　と投げてくる。


　それを大兎は受け止めると、


「いや遥、おまえさぁ、窓に向かって石投げる悪戯いたずらが許されるのは、五歳のガキまでっていう法律、知らねーの？」


　と言った。


　するとそれに遥が心外だと言わんばかりの顔で、


「えー、悪戯じゃないよー」


「悪戯じゃなきゃ、なによ？」


　と、大兎が聞くと、彼女はなぜか、妙みように嬉うれしそうな顔になる。そして手に持った小石を振りながら、


「ほらほら、映画とかでよくあるじゃん？　夜中に恋こい人びとの家の窓にさ、石投げてさ、『出て来いよ～！』とか、あれあれ！」


　とかなんとか言いながら、遥は再び、小石をこちらに投げる。


「いやだから石投げるのは危な……」


「出てこいよ～！」


「ってうぜぇ～。朝から超ちよううぜぇ～」


　と、大兎はうめくように言った。


　かわいい幼馴染みの女の子が、朝、起こしにきてくれるのが、こんなにもうざいとは夢にも思わなかった。


　いやだいたい、大兎が家に帰りついたのはついさっき、朝の六時だったのだ。


　いくつかの奇き妙みような事件と。


　異常な事件。


　そしてもうわけのわからない、説明するのもめんどくさい奴やつらの相手をしていたらあっという間に朝になって、帰宅したのがほんの一時間前。で、着がえる間もなく制服のままベッドに倒たおれたと思ったら朝七時に幼馴染みが学校遅刻しちゃうよ～とか言ってきて、


「……育ち盛りの十六歳がこんな睡すい眠みん不ぶ足そくなのは、非常に問題があると思うなぁ」


　と、大兎はうめくように言った。


　すると遥が心配そうな顔でこちらを見つめてくる。


「……あ、もしかして大兎、生徒会の仕事で昨日も遅おそかったの？」


「…………」


　しかしその問いに、大兎は首を振ふった。


「……あ～、いや、全然。超ちよう早はや寝ねしたよ？」


　するとそれに、遥は安心したような顔になって、


「もう、大兎は寝ぼすけさんなんだからぁ」


　とか、言ってくる。


　寝ぼすけさん。


　寝ぼすけさん、ね。


「ってか、そんな死語、江え戸ど時代ぶりに聞いたよ」


「あ、あ、馬ば鹿かにしたなぁ～！」


　と、彼女は怒おこったように言って、笑う。


　なにも知らない、純じゆん粋すいな顔で笑う。


　本当になにも知らない。


　昨日、いったい、大兎がなにをしていたのか？


　昨日、いったい、大兎がナニと殺し合いをしていたのか？


「…………」


　そんなことはなにも知らない、汚けがれのない、かわいらしい、普ふ通つうの女子高生の顔で笑う。


　大兎はその、遥の笑顔を見るのが好きだった。


　彼女は『現実』の象しよう徴ちようだから。


　普通に中学を卒業し、ふわっと高校デビューして、ごくありふれた高校生活を送ると思っていたのに、ある日突とつ然ぜん、なにもかもが驚おどろくほど歪ゆがんで、妙なことになってしまった自分の人生を、彼女はぎりぎり普通の世界に繫つなぎとめてくれている象徴だから。


　だから大兎は、彼女の笑顔を見て、笑う。眠そうな、疲つかれた微笑を浮かべて笑う。


　それから一つあくびをし、


「……んぁ～、仕方ねぇなぁ、学校いくか。んじゃ、ちょっと待ってて。いま、ガッコいく用意してくるわ」


　と言う。


　それに遥はうんっとうなずく。超特急でね！　とか言ってくるのでうるせ、と答えておく。


　そして大兎は、窓から離はなれようとした。


　その、離れようとした彼の目の端はしに、それは映った。


「…………」


　それは、部屋の窓まど枠わくに、はさまるようにして置かれていた。


　一枚の、白い封ふう筒とう。


「なんだこれ？」


　と言って、大兎はそれを手に取る。そして封筒のオモテを見る。するとそこには、


『鉄大兎へ[image: ]』


　なんてことが書いてある。


　鉄大兎へ[image: ]
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　[image: ]だ。


　それに大兎は顔をしかめ、


「なにこれ。ラブレター？」


　そう呟つぶやいてから、封筒の裏を見る。しかし差出人は書かれていない。


　その、ラブレターのような封筒を不ふ審しん気げな目で大兎はしばらく見つめてから、下でこちらを、なにやってるのかな～といわんばかりの目で見上げてきている遥のほうへと目を向けて、言った。


「なあ遥」


「うん？」


「その、あ～、おまえさ」


「うん」


「俺に手紙とか、書いた？」


　が、彼女はそれに小さく首をかしげ、


「手紙？　書いてないけど。え？　なんでなんで？」


　という言葉に、しかし、大兎は答えない。再び手に持ったラブレターを見つめ、それからそれがはさまっていた窓枠に目をやる。


　家の、二階の、窓枠。


　普通の女の子がどこぞのハリウッド映画の蜘く蛛も男のように家の塀へいをぐいぐいっと登って、さらに窓枠に飛び付いておりゃっとこのラブレターを窓にはさんでいく──なんて姿は、ちょっと想像できない。


　つまりこれは、普通の女の子からのラブレターではない。


　なら。


　ならこの手紙は、どこからきたんだ？


「…………」


　と、そこで。


　かさっという音とともに、ラブレターの封ふうが外れ、勝手に開こうとした。


　ラブレターが、勝手に開こうとした!!


　それに大兎は、


「んぁ？」


　と、うめく。


　ラブレターを見る。


　するとラブレターの封が開き、中からなにか、黒い、うねうねとした虫のようなものが這はいだしてこようとしていて。


「うおわ、なんだよ!?」


　大たい兎とはラブレターを放そうとする。


　しかし。


「おいおい勝手に捨てるんじゃねぇよ」


「そうよそうよ。捨てるなんてひどいわよ」


　なんていう男女が言いあう声とともに、ラブレターの中から黒い、ゴキブリのような触しよつ角かくを頭につけ、背中に羽をはやした、二人の小さな虫人間のような奇妙な生き物が突然飛びだして──


「…………」


　二人の虫人間のような男女が飛びだして──


「…………」


　いや、違ちがう。出てきたのは、小さな一人の虫人間だった。だが体の中心から右側が男、左側が女という姿の、ひどく、ひどく、ひどく不気味な見た目で。


　それに大兎は、


「……あ～、ええと、ちょっと突つっこみどころが多すぎて、どこの部分からまず驚けばいいのか戸と惑まどうんですけど？」


　思わずそう聞いた。


　するとそれに、半分男、半分女の虫人間が、


「ああ？　馬鹿かおまえ。ここは、うわ、ラブレターの中から、妖よう精せいでてきたぁあああ!?　って驚くとこだろ？」


「そうよそうよ。そして、ああ、なんて綺き麗れいなんだ……って、嘆たん息そくするとこでしょう？」


　なんてことを言う。


　虫人間が、そんなことを言う。


　もう、どっからどう見ても、妖精というよりは、ゴキブリの化け物にしか見えない虫人間がそんなことを言ってくるので、大兎は思わず、


「……よ、妖精？　冗じよう談だんだろ？　おまえら、ゴキ……」


　しかしその瞬しゆん間かん。


「てめぇそれ以上言ったら殺すぞ」


　男が言った。続いて、


「いいから殺しちゃいましょうよ。私たちはそれをしにきたんだから」


　女がそう言った。


　それに大兎は、


「はぁ？　なんだよそりゃ？　なんでいきなりそんな展開に……」


　が、彼の言葉は完全に無視で、すぐに状じよう況きようは悪化する。


　男が突然言った。


「死ね、人間ムシケラ」


　女が突然言った。


「死になさい、人ク間ズ」


　それからその、二人──妖精と名乗った、しかし見た目はあきらかにゴキブリ人間な化け物は、両手をこちらに向け、


『ア、アエア、アァアアアァァァアアア』


　人間の耳にはまるで聞きとれない、甲かん高だかい声で、なにか、呪じゆ文もんのようなものを唱え出す。両の手が光り始める。


　あきらかに。


　あきらかになにか、あまりよくない、魔ま法ほうか、呪じゆ術じゆつか、妖よう術じゆつか、とにかくそんな類たぐいのものを使おうとしている。


　それに大兎は顔をしかめ、


「まずいっ」


　と叫さけんだ。


　するとそれに、家の外から遥はるかが、


「え？　なにがまずいの～？」


　なんて聞いてきて。


　それに大兎は遥のほうを見る。不思議そうな顔でこちらを見上げている彼女のほうを見る。いま起こっている、この異常な状況にまるで気づいていない遥のほうを見る。


　そしてそれに、虫人間の男が振ふり向むいて、


「おっと、あっちにも獲え物ものが……」


　が、それに、大兎は虫人間を握にぎり、


「ざっけんな。遥に手ぇ出したら、殺すぞおまえ」


　と、小さく怒ど鳴なった。


　すると虫人間の女が笑って言う。


「だからぁ、死ぬのはあんただって」


　言って、こちらに手を伸のばしてくる。その手の先には、禍まが々まがしい、紫むらさき色いろの光が宿っている。それを見ただけでもう、大兎にもわかる。これはヤバい。


　ヤバい光だ。


　が、そんなヤバい状況にはまるで気づかず、遥がのんびりした声で、


「ちょっと大兎、なに一人でひそひそ言ってるの？」


　と、不思議そうに言ってきて。


　それに大兎は。


「…………」


　彼は、笑顔で遥のほうを見て、


「な、なんでもない。ちょ、いま、すぐ学校いく用意するから」


　と言った。


　そして窓を閉める。カーテンも閉める。


　すると虫人間が、


「はは。学校なんて、もういけねぇよ」


「そうよ。あんたはここで死ぬんだから。さあ終わり。もう終わり。エスピルザの蜂はち針ばりを起動──その人間を殺しなさい」


　と、虫人間が言った。


　すると彼らの両の手の中心に、穴が開いた。その穴から、二本の、毒々しい紫色をした鋭するどい針のようなものが現れて。


　その、針が、大兎の顔面へと放たれた。
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「くそっ」


　と言って、大兎はそれをよけようとした。必死によけようとした。しかしまるで間に合わない。一本の針が大兎の頰ほおに当たる。頰を貫つらぬく。顔の中に入る。入ったところで止まる。さらにもう一本の針も、大兎の目に入る。脳に突き刺ささる。そこで止まる。


　そしてその針はさらに、一いつ気きに力を、周囲に向けて解放する。


　そして大兎の頭は。


「…………」


　彼の頭は、ドンッという鈍にぶい音を立てて、爆ばく発はつした。


「…………」


　爆発という文字どおり、彼の頭は四方に飛び散り、ちょっと大変なことになる。天てん井じようとカーテンとベッドが、真まっ赤かに汚よごれる。


　頭を失った体は、そのまま倒たおれる。一度ベッドに当たり、はね返されて床ゆかに落ちて──


「…………」


　鉄大兎は、死んだ。


　彼の人生は、あっさり終わってしまった。


「…………」


　それを虫人間は、部屋にあった勉強机の上に乗って、見下ろす。


「死んだか？」


「そりゃ死ぬでしょ。ただの人間が、頭を失って生きてられるわけがない。でも、ただの人間相手に、私たちがわざわざラブレターに擬ぎ装そうして忍しのびよる必要もないわ」


「そうだな。本当にこいつがただの、『人間』なら……」


　と、虫人間たちがそこまで言ったところで、突とつ然ぜん。


　大兎の、頭のない体がぴくんと動いた。続いて部屋中に飛び散っていた大兎の頭が、徐じよ々じよに床に倒れている大兎の体に集まり、修復し始める。死んでいるはずの大兎の体が、びく、びくっと痙けい攣れんするように動いてから、ぐいっと起きあがる。


　そのときにはもう、大兎の頭はほとんど、完全といっていいほど元の形に戻もどっている。


　そして彼は言った。顔をしかめて言った。


「痛いってぇええええええええええええ、頭爆発すんのすげぇええ痛いてぇえ！　て、てめぇら、なにすんだよいきなり！　あんまふざけたことすっと、まじぶっ殺すぞ？　妖精だろうがゴキブリだろうが容よう赦しやしねぇぞ!?」


　と、机の上の虫人間に怒鳴った。


　するとそれに、虫人間たちはこちらを見下ろし、ふむっとうなずく。


「……どうやら噂うわさは本当だったようだな。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアは目覚めたようだ」


「で、おまえがサイトヒメアの契けい約やく者か？」


　なんてことを言った。


　それに。


　その、言葉に。


「…………」


　大兎は目を細める。鋭く虫人間をにらみつける。


　そしていま、虫人間が言った言葉──


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアという言葉に意識を向ける。





　サイトヒメア。





　それは……


　が、そこで。


「あらあなたたち、私に用なの？」


　という、女の声が、部屋の中で突然上がった。


　それに虫人間が、大たい兎との背後を見る。


　大兎も慌あわてて振り向き、声がしたほうを見る。


　すると彼の後ろ。


　大兎の部屋のシングルベッドの上に、どこからどう現れたのか、いつの間にやら一人の、とんでもなく美しい少女が寝ね転ころがっていた。


　年のころは大兎と同じ、十五、六歳くらい。赤のプリーツスカートに、遥と同じ、宮みや阪さか高校のセーラー服を着ている少女。


　しかし彼女にはその、セーラー服がまるで似合っていない。というかそもそも、日本人以外にセーラー服って似合うものなんだろうか？　なんてことを、大兎は彼女を見るたびに、思う。


　日本人にはありえない、というよりも、普ふ通つうの人間には恐おそらくありえない、薄桃ラベンダー色の長い髪かみ。陰かげ一つない純白の肌はだに、つんと上を向いた鼻、ピンクに輝かがやく唇くちびる。華きや奢しやな、細い体。


　とても人とは思えない、あまりに美しいその姿。


　いや、あきらかに『人間』のものではない、美しい姿。


　その、異常な美び貌ぼうを持った少女の、真紅の瞳ひとみが大兎をとらえる。悪戯いたずらっぽく輝く真紅の瞳がこちらを見つめ、嬉うれしそうにうるむ。


　そして。


「大兎おはよ～」


　と、言いながら、彼女はベッドにあった枕まくらを抱かかえ、その匂においをかいで、


「あ、これ、大兎の匂いがする～」


　とかなんとか言いながら、枕を抱だいたままベッドの上をごろごろ転がる。


　その、異常に綺き麗れいな女の子が、自分の部屋のベッドで寝ねころがっているという光景を大兎は見て。いやそれどころか、自分の枕の匂いをかいでいる光景を見て、彼は慌てて、


「ちょ、ヒメア、いつの間に部屋に入っ……って、恥はずかしいから枕の匂いかぐのやめろって」


　ヒメアから枕を取りあげる。


　するとヒメアは不満そうに頰を膨ふくらませてこちらを見上げてくるが、それを無視して大兎は言った。


「だいたい、なんでおまえ、俺の部屋にいんのよ？」


　すると彼女は笑って、


「だって大兎、学校くるの遅おそいんだもん。私生徒会室でずっと待ってたんだよ？」


　という言葉に、大兎は、はぁ？　という顔になる。


「遅いっておまえ、俺、朝六時まで生徒会室で仕事して、ついさっき家に帰ってきたばっかなんだけど」


「一時間も会ってない！」


「いやいやいや、その感覚おかしいでしょ。一時間前に、会ったばっか、だろ？」


　が、ヒメアはそんな言葉はまるでどうでもいいとばかりに立ち上がる。嬉しそうに大兎の部屋を見回す。すーっと大きく息を吸って、


「この部屋全部が、大兎の匂いだ。私、生徒会室じゃなくて、ここに住もうかな～。そしたらもう、窓の外の、大兎につきまとう遥ちゃんとかいう黒くろ髪かみの女の子と浮うわ気きされたりしないしね～ん」


　なんてことをヒメアが言いだして。


「んなっ」


　なんて声を、大兎は思わず上げてしまう。


　それにヒメアが、笑う。いつもの、悪戯っぽい顔で笑う。


「冗じよう談だんよ、冗談。私、大兎の前から九年も消えてたんだもん。それくらいの浮気は、仕方ないって思ってるよ？　浮気なら。ただの浮気なら……ね」


　そう言ってから、彼女は小さく微笑ほほえむ。すると彼女の口の中に、少しだけ尖とがった牙きばが一本、光る。普ふ段だんその牙は伸のびていない。牙が伸びるのは、彼女が『毒まじゆつ』を使うときか、もしくはもの凄すごく、とっても、思いっきり、感情が高ぶっているときだけだということを、大兎は知っている。


　その、綺麗なピンク色の唇の奥で小さく伸びている牙を見つめ、大兎はごくりと唾つばを飲み込んだ。


「あ、あの、なんかちょっと、怒おこってる？」


「全然」


「いや、ヒメアはいろいろ、その、勘かん違ちが……」


「だから怒ってないって。好きよ、大兎」


　そう言って、彼女──《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアは、大兎の首筋を、そっと触さわってくる。


　九年前、彼女が『毒まじゆつ』を注ぎ込んだ首筋を。


　九年前、彼女が『契約』を注ぎ込んだ首筋を。


　その『毒まじゆつ』によって、大兎は条件付きで死ねなくなった。


　９００秒間──つまり十五分間に連続して七回殺されない限り、決して死ぬことがないという、奇き妙みような呪のろいを体に施ほどこされた。


　そして彼は《犠ぎ者しや》として彼女を守るはずだったのだが、どういうわけか彼女は攫さらわれ、囚とらわれ、おまけにその間、大兎は彼女のことを忘れてぼんやり毎日を生きているうちに九年がたってしまい、なにやらいろいろ複雑な事件が起きたり起きなかったりするうちに、あのむかつく生徒会長の紅くれない月げつ光こうやら、よくわからんカミナリ娘むすめの安あん藤どう美み雷らいやら、呪いやら魔ま術じゆつやら悪あく魔まやら竜りゆうやら妖よう獣じゆうやらおよそ普通の高校生とは縁えんのないわけのわからない異世界に放りこまれてしまったのだが。


「…………」


　しかしそれはいまは関係ない。


　まるでいまは関係ない。


　いま、一番問題なのは──


　大兎は、うろたえながら言った。


「あ、あのな、ヒメア。ちょっと前から言おう言おうと思ってたんだけど」


「うん？　なぁに？　私のことが好きってこと？」


「い、いや、そうじゃなくて、えーと、遥はるかとはその、そういうんじゃないし」


「うん」


「そ、それに、俺はおまえともまだ再会したばっかで、そのぉ、いまいち気持ちの整理がそのぉ……」


　が、そこで突然。


「てめぇら俺らを無視するんじゃねぇええええええええええええええええええ!?」


　という、もっともな叫さけび声ごえを、机の上で虫人間が上げた。


　それに大兎は振ふり向むく。


　ヒメアも虫人間のほうへと真紅の目を向ける。


　そして彼女はその、虫人間を見て、


「……あら珍めずらしい。妖よう精せいじゃない。とっくに絶ぜつ滅めつしてるものと思ってたけど」


　という言葉に、大兎はヒメアのほうを見る。


「あ、ヒメアにはこれ、妖精に見えるんだ」


　すると彼女は不思議そうな顔でこちらを向き、


「え？　大兎には見えないの？」


「見えないなぁ」


「じゃあなにに見える？」


「ゴキブリ人間」


「ごき……なに？」


「ゴキブリ」


「なにそれ？」


「知らないの？」


　するとヒメアはこくりとうなずくと、


「うん。知らない。なにそれなにそれ？　それすごい奴やつ？　私が世界から離はなれてる間に、新しく生まれた新種？」


　なんてことを、妙みようにわくわくした顔で言ってくる。


　それに大兎は、少しだけ困ったような顔になって、


「いや、すっごい昔からいるから、新種とかじゃないと思うけど……あ～、でもまあ、そんなわくわくしないほうがいいよ。見ないでいられるなら、それにこしたことな……」


　するとそこでまた、


「だからてめぇら、俺らを無視すん……」


　が、そこで。


「制止アルト」


　と、ヒメアが言った。


　刹せつ那な、虫人間に制止の呪いがかかる。虫人間は動けなくなったまま、口をぱくぱくするだけになる。


　その、虫人間を見つめ、ヒメアは優しく、微笑んだまま、


「……なぁに、あなたたち。大たい兎とが喋しやべってるのにうるさくするなら、殺しちゃうわよ？　あなたたちの王国が誰だれに滅ほろぼされたか、知らないわけじゃないでしょう？」


　と、言った。


　それに虫人間が、顔を蒼そう白はくにする。


　その横で、大兎も恐きよう怖ふで顔を蒼白にしながら、


「い、いや、ヒメア……別に、いいよ。俺もたいした話してなかったし」


「そんなことないよ。大兎の話はいつも楽しいよ。九年、大兎の声聞いてなかったんだもん。声聞いてるだけで私、嬉しい」


「って、あの、いやでもね、ゴキブリの話とか、いまはどうでもいいから、ちょ、こいつらの話、聞いてやろうぜ？」


「そう？」


「うん」


「そっか。大兎がそう言うなら……」


　そう言って、ヒメアは指をぱちんっと鳴らす。すると虫人間が再び動きを取りもどして、


「こ、殺されるかと思った」


「だ、だから、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》は嫌きらいなのよ」


　なんてことを男女で言いあっていて。


　それに大兎は、もう一度ヒメアを見る。


「なぁヒメア」


「うん？」


「それでその、さっきの話、ほんとなのか？　妖精の王国を滅ぼしたのって……」


　すると彼女はいつもの、女子高生とはとても思えない妖よう艶えんな笑みを浮うかべ、


「私じゃないよ。滅ぼしたのは他の《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》。それももうずっと前の話だし、いろいろと事情があったんだけど……でも」


　と言ってから、彼女は虫人間──というか、妖精を見つめて、


「……でも、私もあなたたちが苦手にしてる《毒まじゆつ》は使える。さて、その上で、話を聞きましょうか？　悪戯いたずらが大好きなあなたたち妖精が、私になんの用？　なにを企たくらんでるの？」


　その問いに、妖精がなにかを話そうとした、その直前に。


「ちょっと大兎～」


　窓の、外から遥の声がする。


　それに大兎が、


「やべ。そういや遥を外で待たせてたん……」


　と、言いかけてから、やめる。続いてヒメアのほうを見る。すると彼女はやはり、にこにこと嬉うれしそうな顔でこちらを見てきていて。


　大兎はそれに。


　それにちょっと緊きん張ちようしながら、


「えと、あ～、と、とにかく、このままだと遅ち刻こくしちゃうし、その、妖精も含ふくめて、みんなで一いつ緒しよに登校するっていうのはどうかな？」


　と、そう言おうとしたところで、


「ちょっと大兎。いまケータイに家から連れん絡らくがきたんだけど、学校今日、緊きん急きゆう学校閉へい鎖さだって～」


　なんてことを、遥が言ってきた。


「んぁ？　緊急学校閉鎖？」


　と、大兎が小さく呟つぶやいたところで、ポケットに入ったままになっていた彼のケータイも突とつ然ぜん、ブルブルと震ふるえ始める。


「うん？」


　と、大兎はそちらを見る。ポケットから折おり畳たたみ式のケータイを取り出す。それを開く。着信画面を見る。すると着信は、我らが宮みや阪さか高校の生徒会長様──紅月光君からで。


　歳としは大兎と同じ十六歳。


　つまりつい二か月前の四月に、大兎と一緒に高校デビューしたばかりの新入生のくせに、どういうわけかいきなり生徒会長の座についてしまった有名人。


　おまけにスポーツ万能、成績優ゆう秀しゆう、女の子に馬ば鹿かモテという、おまえは少女漫まん画がのヒーローかよ!?　と突つっこみを入れたくなるような奴なのだが。


　いま、電話をかけてきているのはその月光君だった。


　もう、ほんのついさっきまで、生徒会室で一緒に仕事をしていた月光君からだった。


　で、この電話に出るとまた、ちょっと次元の穴の向こう側で妙な悪魔が暗あん躍やくしているから殺しにいくぞとかなんとかわけわかんないことを言ってきそうだったので、大兎はケータイの『現在車運転中ドライブモードなので電話に出られません』のボタンを押して、


「……これで、よし」


　と言った。


　するとそれに背後から、


「ふざけるな。ガキがいったいどの車を運転するつもりだ？」


　なんていう、聞き覚えのある声がして、大兎は振ふり返かえる。するとベッドの向こう側の白い壁かべの中央が、ゆらゆら揺ゆれ始めるのがわかる。空間とか、次元とか、なんかそんなよくわからないものが不安定になっていき、歪ゆがんでいくのがわかる。


　そして突とつ如じよ、壁の中央に黒い穴が開き、穴の向こう側から黒の革かわ靴ぐつが飛びだしてきたかと思うと、それが大兎の顔面を蹴けりつける。鼻が折れるほどの勢いで蹴りつける。っていうか実際に鼻の骨が折れる。ぎゃああと叫んで大兎は吹ふっ飛とぶ。


　そしてその蹴りを放った主ぬしは、大兎が吹っ飛んだのを確認すると、ゆっくりとその穴の中から出てくる。


　漆しつ黒こくの髪かみに、大兎と同じ詰つめ襟えりの学生服を規律正しく首まで締しめている。とても高校生とは思えない、鋭するどすぎるほど鋭い冷たい瞳ひとみに、整った顔だち。そしてその理知的でいながら鋭い瞳を大兎へ向けて、


「……俺の奴ど隷れいの分際で、着信拒きよ否ひとはどういうつもりだ？」


　なんてことを言ってくる。


　こいつが。


　こいつが、次元の歪みと、その歪みの先の、異常な世界のすべてを《軍》から管理することが許されている、宮阪高校生徒会長の地位に十六歳にして君臨している男──


　紅月光だった。


　月光はそのまま、黒い革靴のままさらに一歩、前に進む。


　土足のまま、ゆっくりと大兎のベッドを踏ふみしめる。


　それに大兎は、


「なにてめぇ土足で俺のベッドに乗ってんだよ！」


　と怒ど鳴なると、月光は自分の足下を見る。目を細める。わざわざ枕まくらを探して、さらにそれを踏んでから、


「奴隷のねぐらの心配などできんな」


「うあ、枕まで……だいたい、誰が奴隷だよ誰が！」


「おまえだ」


「ぶっ殺すぞてめぇ」


「ははっ。笑わせる」


　そう言って、二人はにらみあう。一いつ触しよく即そく発はつで殴なぐりあいに発展しそうになる。というかいつ顔を合わせてもすぐにこいつとはこうなる。


　だが、なぜか今回は月光がすぐに目をそらし、


「まあ、だが、いまは雑ざ魚この相手をしている暇ひまはない。それよりもそいつだ。その、妖よう精せいに用がある」


　そう言って、彼は妖精を見る。


　妖精がそれに、


「誰だよこいつ」


　と言う。


　するとそれに月光はあっさり、


「天才だ」


「はぁ？」


「だがいまはそんなことはどうでもいい。問題はおまえだ、妖精。《軍》がおまえを追っている。おまえの早急な抹まつ殺さつを、俺と、そして生徒会に命令してきている。よって、おまえをこれから抹殺するわけだが──」


　という言葉に、当然のことながら妖精の表情が変わる。


「くそが。もう追っ手がかかったか」


　と、うめくように言う。そして再び両手を広げ、大兎に放ったのと同じ能力を使おうとする。


「エスピルザの蜂針を起……」


　が、月光はそれを、笑う。


「させるか。美み雷らい、剣けんをよこせ」


　と言う。すると部屋の壁に開いた黒い穴の向こうから、


「ほ～い」


　という声がして、さらにひょこっと、一人の女の子がこちら側に顔を出す。


　背の低い、ちょっととぼけたような顔だちのかわいい少女。おっとりたれ目に、長いポニーテール。紺こんのプリーツスカートに半はん袖そでのセーラー服という宮阪高校の制服姿。


　しかし彼女は実はまだ十四歳で、高校生ではない。


　というよりも、どうも人間ですらない。


　だがもう、どうしてそんな人間ではない輩やからばかりがこの、普ふ通つうの学校の生徒会に溢あふれているのかという話は、長くなるのでここではしない。


　とにかくその、人間ではないセーラー服少女──安あん藤どう美雷が、壁の黒い穴から出てくる。手にはフェンシングで使うような剣、そして足にはやはり、茶色の靴ローフアーをはいたまま大兎のベッドを踏み付け、続いて周りをきょろきょろ見回すと、


「おー、ヒメアに不死身君、さっきぶり！　で、ここどこ？」


　それに大兎は答えた。


「俺の部屋だよ。ってか、俺の狭せまい五畳じようの部屋に、いったい何人くりゃ気がすむんだ？」


　という彼の言葉に答える者はいない。


　月光が、


「黙だまれ雑ざ魚こども。いいから俺に剣をよこせ」


　言って、美雷のほうへと手を伸のばす。


　すると美雷が持っていた剣を月光へと渡わたす。月光はその剣を鞘さやから抜ぬく。


　鞘から抜きだされたのは細く、長い剣だった。


　刃はのない、突くためだけに鍛きたえあげられた漆黒の刀身。月の形イメージが装そう飾しよくされた、シンプルな形状の柄守カツプガード。


　それはいわゆる、フェンシングで使われる刺突剣エペ・ラピエルのような武器だった。


　だがエペとは違ちがう。


　細剣レイピアとも違う。


　いや、そもそもそれは。


「……五う月る蠅さい糞蠅ようせいを、黙らせてやる」


　それは、人を相手にした武器ですらなかった。


　妖精が言う。


「エスピルザの蜂針を起動──その人間を殺っ……」


　が、月光はそれに、足を一歩踏みだした。剣を引き、凄すさまじい勢いで突きだす。


　剣が妖精に突つき刺ささる。


　それに妖精は笑い、


「はは。馬鹿め。俺たちに物理攻こう撃げきは効かな……」


「馬鹿はおまえだ、雑魚」


　と、月光が言った瞬しゆん間かん、妖精の表情が歪んだ。痛みに泣なき叫さけびそうな顔になり、だが、その叫び声ごえは放たれない。


　その声を、剣が奪うばってしまっている。


　その動きを、剣が奪ってしまっている。


　その、禍まが々まがしい、漆黒の光を放つ、凶剣スペル・エラーと呼ばれる剣が、妖精の存在のすべてを拘こう束そくしてしまっていて。


　月光が言う。


「さて、主導権はいま、すべて俺にある。いつだってすべての主導権は俺にある。で、素直に質問に答えてもらおうか。おまえらの逃にげた主あるじが使った呪のろいの血はどこのものだ？　三秒だけ、声を発する権利をやる。答えろ」


　するとそこで、妖精の声が戻もどる。


「な、な、なんだこいつ。なんなんだこい……」


「三秒」


「ぎゃぁああ…………………………」


　そこでまた、妖精の声が失われる。悲鳴の声が剣に奪われる。


　その、もう、突然現れたドＳな生徒会長にいたぶられまくって、絶望の表情を浮うかべる妖精を見て、


「ちょ、ちょっとおまえ、弱い者いじめはそのへんにしとけよ」


　と、大たい兎とは言った。


　それに月光が冷たい瞳をこちらに向け、


「弱い者いじめだと？」


「ああ」


「はっ。それはこいつらが俺の学校でなにをしたのか、知ってて言ってるのか？」


　という言葉に、大兎は首をかしげる。


「んぁ？　俺らの学校？　って、学校でなにかあったのか？」


　と、聞きつつ、そういやさっき、遥はるかが『緊きん急きゆう学がつ校こう閉へい鎖さになった～』とか言ってたなぁとか思いだし、続いてうわまずい遥外で待たせっぱなしだ!?　とか思ってカーテンのほうを見たらいつの間にやらカーテンを少し開いて、ヒメアと美雷が嬉うれしそうに遥のほうに手を振ふっていて、ってちょっと待ったあああああと大兎は叫ぼうと思ったが、時すでに遅おそし。遥があきらかになにか勘かん違ちがいしまくった泣きそうな顔になって遠くへ駆かけだしていくのがカーテンの隙すき間まから見えてしまいってうそーんってね。


　ちょっと待ってよ～んってね、言おうと思ったけど、もう、なにもかもが遅そうなので、とりあえずいまは、いろいろ、めんどくさいことは考えないことにした。


　とにかく一度、


「はふぅ」


　と大兎はため息をついてから、再び妖精と、月光のほうを見た。


　すると月光が続ける。


「いま、学校に登校した生徒は、謎なぞの奇き病びようにかかって全員意識不明だ。緊急で学校を封ふう鎖さしたが、すでに犠ぎ牲せい者しやは二百人以上出ている」


　という言葉に、はぁ？　と、大兎はうなった。


「え、じゃあいま学校は……」


　すると美雷が言った。


「すっごいよ～！　みんなパタパタ倒たおれちゃって！　人間ってびっくりするくらい弱いね～」


　と、ほんとに驚おどろいているような顔で言う。


　それに大兎は顔をしかめると、


「じゃあ、その原因が……」


　すると月光はうなずく。


「そいつだ。いや、そいつと、その主だな。《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》に王国を滅ほろぼされた妖精の王が、復ふく讐しゆうするためにその体に呪いをかけ、再び復活した《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメアを殺しに、学校内の次元の歪ゆがみからこちら側へ侵しん入にゆうしてきた」


　というようなのが、普ふ段だん、大兎や、そして生徒会長である紅月光が日々、やらされている生徒会室の仕事だった。


　壁かべを歪ませる次元の裂さけ目め。


　いくつもの別の世界へと続く奇き妙みような穴。


　宮みや阪さか高校はその、奇妙な次元の穴と、その向こう側に広がる無数の世界や、向こう側からやってくる化け物、呪い、異物を管理するためだけに設立された、施し設せつだった。


　どういうわけかその、次元の裂け目を往き来できるのが十八歳までの子ガ供キだけだったので、《軍》が子供たちを操って、その次元の裂け目を管理させるために学校の体てい裁さいにして建てたのだという。


　もちろん表向きは普通の高校ということになっている。他国の目から、この場所にこんな特とく殊しゆな、危険な、しかし魅み力りよく的な、《聖地》と呼ばれる場所があることを知られないように、普通の学校のような顔をして、この街の中に建っている。


　真実を知っているのは、ごくわずかの者たちだけだ。


　学校の地下にある、見たこともない軍服を身に纏まとった《軍》と呼ばれる奇妙な組織と、そして大兎たち、生徒会に所属している者たちだけ。


　教師も真実を知らない。


　生徒も真実を知らない。


　いや、その生徒会に所属している大兎すら、この、クソみたいにくだらない真実なんか知らなきゃよかったとよく思うのだが。


「…………」


　でも、知ってしまったのだから、仕方がない。


　で、今回起きているこの事態も、どうやらその、次元の裂け目が関わっているようだった。


　かつて《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》に国を滅ぼされた妖よう精せいの王が、復讐を誓ちかい、その体に呪いをかけて、次元の裂け目からこちら側へ侵入してきた。


　そしてその呪いの影えい響きようを受けて、無む駄だに早く登校していた真ま面じ目めな生徒たちが倒れているという。


　その、学校の生徒たちが全員意識を失って床ゆかに倒れている光景を思い浮かべて、


「……うわぁ、なんかこれ、わりとすごい事件なんじゃねぇの？　学校はやっぱ、朝早くから登校するもんじゃねぇなぁ」


　なんてことを、大兎は呟つぶやいた。


　とそこで、ヒメアが言う。カーテンから離はなれ、とても普通の女子高生のものとは思えない、妖よう艶えんな目を妖精に向けて、


「へぇ～。じゃああなた、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》の私に復讐しにきたってわけ？　それはそれは……ずいぶんと命知らずねぇ」


　と言ってから、手を伸ばす。華きや奢しやな指先に、なにやら赤い光が点ともる。そしてその光を妖精へと向けようとするのを、


「そいつを殺すのはあとだ、サイトヒメア」


　そう言って、月光が止めた。


「そいつはおまえに復讐しようとしている王じゃない。王の従者だ。王のほうは《軍》の張った結界によってすでに学校内に閉じ込めてある。でなきゃいまごろ、街中死人だらけだ」


　という言葉に、大兎は月光のほうを見て言った。


「うお、死人だらけって、まじで今回は、かなりヤバい状じよう況きようなのな」


　するとその言葉に、月光は面めん倒どうそうにうなずく。


「そうだ」


「でも、それはなんとか防いで、学校閉鎖したと」


「ああ」


「で、その妖精の従者のほうもいま、捕つかまえたと」


「ああ」


「なら、もうほとんど問題解決なんじゃん？　なにおまえ、必死こいてんだよ？」


　と、大兎が言ったところでもう、月光の面倒そうな表情が、さらにぐぐっと歪む。その歪んだ顔でこちらを見る。そしてまるで、ミジンコかなにかを見下すような目でこちらを見下ろして、


「……………………………………」


　しかし、なにも言わない。ひどく。ひどくなにか、汚きたない言葉を吐はきたそうな顔をしているが、しかししばらくなにも言わないまま、少しだけ疲つかれたような顔になって、


「……まあ、いいさ。ミジンコと会話しても時間の無駄だからな。とりあえず馬ば鹿かは黙だまってろ」


　なんて言いだして、大兎は顔をしかめる。


「はぁ？　なんだよそれ。黙ってろじゃねぇよ。人の部屋に土足でどかどか入り込んできて、事情説明できませんですむと思ってんのか？」


　と、月光をにらみつけると、それに月光は答えた。


「……ふむ。で、それは何語だ？　ミジンコ語か？　いくら天才の俺でも、微び生せい物ぶつの言語はわかりかね……」


「ぶっ殺す」


　と言って、大兎は拳こぶしを振るおうとする。


　それに月光も反応して、妖精から剣けんを引ひき抜ぬき、


「はっ。なんだそれは？　ミジンコパンチか？　そんなもの当たるか」


　言いながら剣をこちらに振るってくる。大兎の腕うでが切り飛ばされる。しかし大兎はその切り飛ばされた腕を左手でつかみ、さらに蹴けりを月光の顔面へと放とうと。


「…………」


　放とうとしたところで。


　ドンっという、なにかが爆ばく発はつするような音が背後からした。


　それは月光が出てきた、次元の裂け目から。


　部屋の壁に開いた、次元の歪みから。


　月光が生徒会室から、《聖地》の力を使って次元を歪めて作りだした裂け目から、その音は響ひびいてきた。


　その音に、大兎は攻こう撃げきの手を止め、振ふり返かえる。


　月光も剣を引き、穴のほうへと目を向ける。


　するとその穴の向こう。


　穴の向こうには、あまり整理されていない書しよ類るい棚だなとホワイトボード、それに長方形の会議用机が見える。


　これが、宮阪高校の生徒会室だ。


　本当に普ふ通つうの、なんの変へん哲てつもない、学校の景色の一つ。


　だがその、学校の景色の中に、いま、とんでもない異常事態が起きていた。


　ドンっという、お腹なかに響くような音とともに、生徒会室の床を突つき破やぶって、巨きよ大だいな、トラックくらいありそうなイモムシの化け物が飛びだしてきたのだ。


　そのイモムシには、気色の悪いことに腹の部分に何百本もの、人間の手のようなものがついていて、わしゃわしゃ動いている。その動いている腕が、何人かの宮阪高校の制服を着た男女をつかんでいる。その男女を、イモムシの腕がわしゃわしゃ、わしゃわしゃと撫なでまわすと、白い、繭まゆを作る糸のようなもので人間がくるまれてゆき、やがて大きな繭玉のようなものになって、床にごろりと転がされる。


　一人、二人、三人と、人間が繭玉の中に捕とらえられて転がされていく。


　そしてイモムシは周囲を見回す。まるで獲え物ものを探しているかのように周囲を見回す。生徒会室の壁に開いている、次元の裂け目を見つけ、こちらにいる、大たい兎と、月げつ光こう、ヒメア、美み雷らいの姿を見つける。


《……カカカカカカ……カカカカ……》


　と、聞こえる、奇妙な咆ほう哮こうを上げて、イモムシがこちらへと突とつ進しんしてこようとしたところで。


「閉じろ」


　月光が、言った。すると次元の裂け目が、一気に閉じる。生徒会室と、大兎の部屋を繫つないでいた空間の歪みが、一気に閉じる。


　そしてイモムシの化け物の姿は消える。目の前にあるのは普通の、なんの変哲もない、見み馴なれた白い壁かべ紙がみになる。


「…………」


　大兎はそれを、しばらく呆ぼう然ぜんと見つめてから、


「………………ええええ～!?」


　と言った。


「ってか、ええええ？　あの、あんなん、ありか？　あんな、あんななんか、ゲームのモンスターみたいのが現実にガガーっと出ちゃっていいの？」


　と言うと、月光がまた、こちらを馬鹿にするような顔で言う。


「出てるんだから仕方ないだろう」


「いや、仕方ないけど……でもあれはちょっとないだろう？　とにかくあれだよな。学校であんなのが暴れまわってるとなると、あれだ。ええと、すげぇヤバい」


「当然だ。さっさと始末する必要がある。おまえが」


「だよな。やっぱ俺たちで殺やらないとまず………………ってちょっと待って。え？　いま、なんか聞き捨てならない発言が聞こえたような気がしたんだけど……ええと、いま、おまえなんつった？」


　すると月光はその問いにもう一度、


「だからさっさと暴走した妖精の王を始末する必要がある」


「うん」


「おまえが」


「そこぉ！」


　と、大兎は怒ど鳴なった。


「そこ、あきらかにちょっとおかしいだろ？　はぁ？　なんで？　なんで俺が一人であの化け物相手するみたいな話になってんのよ？　全然状況が呑のみこめないんだけど？」


　しかしその大兎の言葉に、なにやらもう、完全に忘れ去られていたゴキブリにしか見えない妖精が、


「……攻撃すると、爆発するからだよ」


　なんてことを言った。


　それに大兎は、妖精のほうを見て、


「……爆発？」


　聞くと、妖精はうなずく。そして男のほうが、


「……王は《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》を殺せるだけの呪じゆ術じゆつを自分にかけたんだが」


　続いて、女のほうが泣きそうな顔で言う。


「……その呪術のあまりの強大さに負けて、暴走してしまったんです。もう、王の意識はあそこにはない。優しかった王の意識はあそこにはない。ただ、周囲に呪のろいをまき散らすだけの化け物に成り下がってしまった」


　さらに月光が続けた。


「……おまけにあの妖精の王が使っているのは、世界的に《教会》が禁じている呪いの一種だ。まあ、まるで世界が自分のものかのように振ふる舞まう《教会》の傲ごう慢まんな取り決めを守る必要は感じないが……しかし力ない、国を失った妖精どもには《教会》は手ごわい相手だろう。で、そいつは考えた。妖精の王本人が禁呪を使ってしまったことを裁かれるのは仕方がない。だが、その呪いを他の者に感染させたとなると……妖精全体の殲せん滅めつを《教会》が考えかねない。こいつらはそれを防ぐ必要がある。そこで──」


　そう言ってから、月光はヒメアのほうへと目線をうながして、


「そこでかつて妖精の王国を滅ほろぼし、そして妖精の王が復ふく讐しゆうしようと願った《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》に、なんとか、狂くるった王を始末してくれないかと頼たのみにきた……というのが、妖精どもがおまえをここに寄よ越こした動機だろう？」


　そう言って、月光は妖よう精せいを見る。


　すると男と女、半々の姿の妖精はうなだれるように頭を下げて、


「……お、俺たちだって王を殺したくないんだ」


「で、でも、他の議会委員たちが……」


　しかしそれを、月光は遮さえぎって言った。


「おまえらの事情など興味はない。途と中ちゆう、くだらんミジンコのせいでいらん邪じや魔まが入ったが、そろそろ答えてもらおうか。おまえらの狂った王が使ったのは、どの呪いの血だ？」


　なんていう妖精と月光の会話の内容が、しかし、いまいち理解できなくて、大兎はおまえらいったいなんの話してんのよ？　と、聞こうとしたら、そのなにもわかってない顔を見て、ヒメアが嬉うれしそうな顔で、


「あ～、その顔、大兎全然わかってないでしょ？」


「へ？　あ～、いや、わ、わかってるよ？」


「ほんとにぃ？」


「ほんとほんと」


　と、見栄を張って言う大兎を、やはり嬉しそうな、愛いとおしそうな顔でヒメアは見つめてから、言った。


「でも、説明してあげる。あの妖精の王が使った呪いは、《ゲルニの魔類あくま》って呼ばれてる古い悪あく魔まの血を使って契けい約やくするものなの。で、その血の種類がわかれば呪いを解くこともできるんだけど、でも通常は……」


　するとそこで、こちらの話を聞いていたのか、妖精がうなずいて言う。


「そうだ。王は呪いを決して誰だれにも解かれないために、どの悪魔の呪いの血と契約したのか、俺たちにも明かさなかった」


　それに大兎は聞く。


「んじゃ、呪いは解けないってこと？」


　すると月光はうなずく。


「そういうことだな」


「まずいじゃん」


「そうだ。おまけに繭まゆに包まれた人間は、あのまま放っておけば同じ呪いが感染して、化け物に変へん貌ぼうする。しかし妖精の王をヘタにつつけば爆発して、周囲のものを消し飛ばしてしまう。八はつ方ぽう塞ふさがりだな」


　そこで、月光はこちらから目をそらし、


「美雷」


　と、連れてきている童顔女子高生の名前を呼んだ。すると美雷はいつの間にやら部屋の隅すみで、大兎の本ほん棚だなから取り出した漫まん画がを読んでいて、


「なに～？」


　と言う。


「おまえ、さっきの化け物の姿を見たか？」


「見たよ～」


「《ゲルニの魔類》と同類のおまえなら、見えただろう？　悪魔が奴やつに与あたえた呪いの力はどれくらいだった？　もし攻撃して、爆発された場合、どれくらいの規模の破は壊かいが周囲に散らばる？」


　するとその問いに、彼女はなにかを思いだすような顔になってから、


「う～ん、たいしたことなかったかなぁ」


「具体的にはどれくらいだ？」


「この街が吹ふっ飛とぶくらいかな～？」


　という言葉に、


「それ全然たいしたことあるだろ！」


　と、大兎は突っこみを入れたが、美雷はそれに、


「そかな？　じゃあ大変だね～！」


　と、言いながら、再び真しん剣けんな顔で漫画を読み始める。続いて、


「この漫画おもしろいね不死身君！　二巻もある？」


　なんて言ってきて。その、もう、あまりの緊きん張ちよう感かんのなさに、


「……あ～、うん。確か、二巻は来月発売だよ」


「ええええ～待てなぁ～い！」


　あまりの緊張感のなさに、大兎は、ため息をついた。


　続いて月光のほうを見る。すると月光が、つまりはそういうわけだ、という顔でこちらを見て、


「つまりはそういうわけだ。おつむのない、馬ば鹿かなおまえにもさすがに状じよう況きようは呑みこめたろう？」


　と言った。


　それに大兎は、だからおまえはなんでそういちいちムカツク奴なのかねと言おうかとも思ったが、もう、めんどくさいのでやめる。


　でも、本当に状況は、大兎にもわかってきていた。


　いまの状況は、こう。





　このままほっとくと、繭まゆに包まれた生徒たち全員に呪いがかかってしまい、あのイモムシみたいな化け物が増えてしまう。





　でもってあのイモムシは、中に呪いを溜ためこんでいて、ヘタにつつくと爆ばく発はつして、街ごと吹っ飛ばしてしまう。





　だから安全にあいつを倒たおすには、呪いを解かなければならないのだが、しかしどうやら解く方法は見つからなそうだ。





　なら、どうする？


　どうすればいい？





　それに、大たい兎とは嫌いやそうに顔をしかめて、言った。


「で、俺の出番ってこと？　俺が周囲になんにもないような別の次元にあの化け物を誘おびき寄よせて、でもってそこで、攻こう撃げきする。するとあのイモムシは大爆発。俺も一いつ緒しよに死んで、でも、俺は復活できるから、めでたしめでたしってわけか？」


　するとそれに月光が、


「うむ。まあ、おまえが一緒に死んで生き返らなくても別にめでたいがな」


「うるせ」


　と、大兎は言ってからまた、ため息をついた。超ちようめんどくせぇと小さく呟つぶやいてから、でも、やらないことにはもっとめんどくさいことになりそうなので、


「ああもう、じゃあやるか」


　と言った。


　するとヒメアが横から、


「私も一緒にいってあげよっか？」


　なんて言ってくるが、大兎は首を振る。


「それでヒメアが怪け我がでもしたら、困るから」


　するとそれに。


　それに、ヒメアが急に、もの凄すごく嬉しそうな顔になって、


「あ、あ、いま、私の心配してくれた？」


　なんてことを言って、大兎の腕うでに、自分の腕をぎゅっと絡からめてくるが、いや、あの、いまってそういう状況じゃなくない？　とは、もう言わなかった。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》のヒメアも。


　そして部屋の隅で漫画を読んでる女子高生──しかし中身は雷かみなりの悪魔な少女も。


　いまいち、人間の常識は通じないのだ。


　だから、なんかちょっといろいろ言いたいこともあったが、とりあえずは、


「月光」


「呼び捨てにするな」


「ってか、おまえも、全然常識通じないよね、人間なのに……ああ、まあいいや。じゃ、いこか。次元の裂さけ目めを……《道み程ち》をも一度開いて」


　すると月光はうなずく。剣けんを構え、


「用意は？」


「できてないよ」


「だがおまえの用意などどうでもいい」


「ほんとうぜぇなおまえ」


　そんな会話を交わしながら、月光は言った。


「開け」


　すると開いた。


　再び部屋の壁かべの次元が歪ゆがみ、生徒会室へと繫がる。


「じゃ、いってくる。ヒメアはここにいて」


　言って、大兎はベッドを足場に、生徒会室へと飛ぶ。


　続いて月光も生徒会室へとやってきて、


「あれ、おまえもくんの？」


「俺がいかなければ、誰が妖精の王とおまえを閉じ込めるための次元の穴を開ける？」


「あ、そっか」


「そうだ馬鹿」


「だあもう馬ば鹿か馬ば鹿か言うんじゃねぇよ馬鹿」


「なんだと？」


「なんだよ？」


　と、ぶちぶち言いあいながら二人は生徒会室を見回す。しかし誰もいない。学校の校舎はいま、信じられないほど静まり返っている。部屋にある時計を見ると、すでにホームルームが始まってもいいような時間になっているのだが、人の声一つしない。本当に、あの、イモムシの化け物に、学校中の人間がやられてしまったのだろう。


　窓の外を見ても、景色はない。いつもならここから、校庭が見えるはずなのだが、それも見えない。見えるのは揺ゆらめく紫むらさき色いろの光だけで、それに、


「……あれが《軍》が張った結界？」


　大兎が聞くと、月光はうなずく。


「そうだ」


「ふむ。で、イモムシは？」


「さてな」


「じゃあ、いまのうちに準備しようぜ？　イモムシを誘さそい込む、爆発されても被ひ害がいがでないような空間に《道み程ち》を……」


　が、大兎の言葉はそこまでだった。


　背後から伸のびてきた白い糸のようなものが、思いっきり大兎の首に巻きついたから。


　大兎はそれに、


「やべ、いきなり捕まっ……」


　しかしその声も止まる。月光が剣を振ふるい、大兎の首を、イモムシが放った白い糸ごと刎はねる。飛んだ首をつかむ。再び大兎の体に押し付ける。そして、


「のろのろするな、間ま抜ぬけが」


　それに大兎は、自分の首が再び体に接合していくのを感じながら、


「いや、いまのは糸切るだけでよくない？　首飛ばす必要なくない？」


　と言ったが、月光はやはり聞いていない。


「開け。開け」


　と、二回、小さく呟く。すると生徒会室の壁に、二つの穴が開く。


　一つはさっきの、大兎の部屋に繫つながっている穴。


　もう一つはなにやら見たことのない、黄土色した煙けむりが立ちこめている奇き妙みような空間。


　それに大兎は、


「あそこにつれこみゃいいの？」


　すると月光はうなずいてから、大兎の部屋へと続いている穴へ一歩、足を踏ふみ入いれながら、


「じゃあ、あとはやっておけ」


「もういくのかよ。もうちょい手伝えよ」


「甘えるな」


「いや、甘えとかじゃなく……」


　とそこで、再び白い糸が数本、飛んでくる。


「うお、おわ」


　と、大兎はよける。


　振ふり返かえる。すると巨きよ大だいな、人の手のようなものを腹に数百本生やしたイモムシが、


《……カカカカ…………カカカカカカ……》


　と叫さけぶ。


　それに大兎は、


「なに言ってるか、全然わかんねぇよ」


　と言ってから、いまの時刻を確認しようと、ポケットの中のケータイを取り出す。時刻は八時十五分。でもって今朝、一番最初に自分が死んだ時間を思いだす。


　自分の特とく殊しゆ能力。


　９００秒以内に七回殺されなければ決して死なないという能力が、あと、何回残っているのかの確認をするために、自分が死んだ回数を思いだす。


　ちなみに朝、妖よう精せいに頭を吹ふっ飛とばされたところからは軽く十五分以上たってるから、体の再生回数はリセットされてるだろう。


　じゃあ次に、月光と喧けん嘩かして腕を切り飛ばされたときからは、どれくらいたったっけ？　いや、腕切り飛ばされたくらいじゃ死なないだろうから、あれは死んだ回数にカウントされないか。


　となると、いま、月光の馬鹿が無む駄だに首を飛ばしたところから数えればいいから、えー、あと、十二分くらいの間に、六回殺されなければ──


「俺は、死なない」


　そう呟いて、再びイモムシを見る。


　イモムシはどうやら口から糸を吐はいているようで、牙きばだらけの口の中で白い糸を生みだし、それをこちらへと吐きだしてくる。


　大兎はそれをよける。


　もう一発吐きだす。


　大兎はそれもよける。


　それにイモムシは大兎を捕とらえられないことに苛いら々いらしたのか、白い糸を吐くのをやめて、胸に生えている数百本の腕で一いつ斉せいに印いんを結び始めて、


《カエルグ〟〟〟スラベ〟》


　と、言った。


　それに大たい兎とは、


「え!?　魔ま法ほう使つかえんの!?　理性なくなってカカ、カカしか言えないんじゃ……」


　しかしその途と中ちゆうで、イモムシの魔法が発動した。数百の手によって組まれた、数百の印から黒い光が数百本放たれる。


　この、狭せまい生徒会室の中に、数百本の魔法の刃やいばが放たれる。


「あほか!?　んなもん、よけられるはずねぇえええええええええええええ!?」


　と叫びながら、やっぱりよけられなかった。


　光の一本が大兎の首に穴を開ける。


　もう一本が大兎の胸に穴を開ける。


　さらにもう一本が大兎の腹に穴を開け、


「……噓～ん。一気に三回殺され……」


　しかしその言葉の途中で、最後の一本が大兎の顔面を半分持っていってしまい、その半分になった顔面をみるみる回復させながら、


「……や、やべぇ、四回殺された」


　そう呟いて、大兎は震ふるえた。


　なぜなら死ねるのはあと一回だけになってしまったから。二回死んだら、もう生き返らないのだ。


　だから死んでいいのはあと一回だけ。


　でも、その死んでいいあと一回も、異次元にイモムシを誘いこんで一いつ緒しよに爆ばく発はつするという任務に使う必要があるから、つまり、


「わ、わ、ま、まじでやべぇ。ここでもうこれ以上死ねないってか、おい月光！　じゅ、十五分休ませて！　じゃないと失敗するかも!?」


　と、叫んでみるが、すでに閉じてしまっている次元の穴の向こうには伝わらない。


　それに大兎は、


「……ま、まじでぇええええええ!?」


　叫んでから、振り返る。するとまた、イモムシが数百の手で印を結び始めていてってちょっと待ったちょっと待った、


「ちょっと待てってぇええええええ。ああ、やばい。超ちようやばい。あああ、とにかく……お、お、俺についてこい！」


　怒ど鳴なって、大兎は走り始めた。


　生徒会室に開いている次元の裂け目に向けて。そのままその中に飛び込む。景色一面、黄土色の煙が地面から出ている、岩場のような世界に飛びだす。イモムシがそれを追いかけてくる。次元の裂け目に飛び込みながら、印をすべて完成させて、


《カエルグ〟〟〟スラ……》


「ってさきにその魔法完成されるのはまずぅうううううううい！」


　叫んで、大兎はもう一度踵きびすを返した。そして全力でイモムシに突つっこんでいく。


　しかしそんな間にもイモムシの魔法は完成。


　こちらはあと一回死んだらそれで計画はすべて終わりになってしまうのに、向こうの魔法はあっさり完成。


　そして黒い光の刃が一斉にこちらに放たれ。


　それを大兎はよける。よける。よける。よけきれずに右みぎ肩かたに穴が開くがそれは致ち命めい傷しようじゃない。さらに左ひだり腕うでが飛ぶがそれも致命傷じゃない。そこで大兎はジャンプする。その、ジャンプするときに使った左ひだり脚あしも切り飛ばされるがそれも致命傷じゃない。


　そして。


　そして大兎の右みぎ脚あしの蹴けりが、


「死ねや、とりゃぁ！」


　イモムシの顔面にあたる。眼球のような場所にめりこむ。


　そしてそれだけで。


　それだけでイモムシの中の何かが、大きく膨ふくれ始めるのが見えた。イモムシの中の呪のろいが、大きく膨れ始めるのがわかった。


　それを見て、


「お？　やったか？」


　と、大兎が言ったのと同時。


　イモムシの体が爆ばく裂れつして、なにも見えなくなった。





◆







　朝。


　幼おさな馴な染じみのかわいい女の子が。


「一緒に学校いこうよ～！」


　とかなんとか言って起こしにきてくれる、な～んていう展開を、漫まん画がやなんかで読んだことはあった。


　で、自分にもそんなことが起きたら楽しいだろうになぁ、なんて、ぼんやり考えたこともあった。


　ってか、健全な体を持った高校一年生男子なら、誰だれもがそんな妄もう想そうをしたことがあるはずだ。


　高校デビューして。


　かわいくて優しい彼女ができて。


　で、その彼女が朝、家まで起こしにきてくれて、一緒に登校しちゃったりなんかした日には、そりゃもう楽しい高校生活が広がっているんだろうなぁとかね、そんなことを思ったり思わなかったりしていたのだが。


「…………」


　コンコン。


　と、部屋の、窓ガラスをたたくような音──ではなく、ゴンゴンと頭を殴なぐられるような音がする。


　それに大兎は目を、見開く。するとそこは自分の部屋──ではなく、さっきの、黄土色の煙が立ち込める異次元で。


　あきらかにちょっとおかしい、異次元で。


「……ああ、生き返ったのか。ってか、異次元で目を覚ますとか、全然普ふ通つうの高校生活じゃないんですけど……一体俺の人生どうなっちゃったのかなぁ」


　と、うめくように言って立ち上がろうとしたところで、


「さっさと動け、ノロマ」


　という声とともにまた、ゴンゴンと頭を蹴られる。


「なに人の頭気安く蹴ってんだよ！」


　と、大兎は怒鳴って立ち上がる。するとそこにいるのは幼馴染みのかわいい女の子とかでは全然なく、むかつく、すかした顔の生徒会長で。


　さらにヒメアと、美み雷らいもいた。


　ヒメアが言う。


「さすが大兎。うまくやったね！」


　美雷が言う。


「なんかね、なんか不死身君の部屋に、すごいエッチな雑誌があったよ！」


　それに大兎が叫ぶ。


「はぁああああ？　ちょっ、待って。はぁあああ？　お、おまえなに人の部屋のベッドの下漁あさっちゃってん……」


　が、そこで、彼の言葉は止まる。美雷が真っ赤な顔でこちらに、エッチな雑誌──にはまるで見えない、グラビアが表紙のただの少年漫画雑誌を持っていて。


　いや、たしかにちょっと、その胸にその水着は小さすぎるような気はするが、


「えと、あ～そっち？　そっちね」


　という言葉に、しかしヒメアが横から、


「ベッドの下って？」


「え？」


「ベッドの下って？」


「いや、その、え～っと」


「ちょっと私、見てこよ～っと♪」


　と、走りだそうとするヒメアを、


「ちょっと待ったぁああああああああ！」


　大兎は追いかけようとする。しかしその大兎の髪かみを後ろから月光が無理矢理つかむ。引きずり倒たおす。さらに地面に転んだ大兎の顔を足で蹴ろうとして、


「なにすんだよ！」


　大兎はその、蹴りを受け止めて、怒鳴る。


　が、月光はこちらを見ないまま、


「おまえこそどこへいくつもりだ？　残ざん務む処しよ理りの時間だ。学校中の生徒どもを繭まゆから取り出し、記き憶おくを消す。そして学校封ふう鎖さを解くぞ」


「いや、それ俺らの仕事じゃないだろ？　そういうめんどい作業は《軍》がやっ……」


　が、そこで、ヒメアが生徒会室へ続く《道み程ち》へと抜ぬけたのを見て、


「そんなこと言ってる場合じゃねぇええええええ!?　ベッドの下はまじでやばいって!?　女の子があれ見るのは事件だぞ！　事件が起きようとしてますよっ!?」


　と、もうすでに、今日一番の、これ以上ないほどやばい状じよう況きようのはずなのに、さらにそこからもう一つ、問題が起きる。


　大兎の制服のポケットの中のケータイが、ブルブルと震え始め、それに彼は、


「んぁ？　うそ～ん？　異世界にもケータイの電波って届くのか？」


　と言った。それからケータイを取り出す。するとそれは今朝、あきらかに思いっきり、なにかを勘かん違ちがいした顔で駆かけ去っていった遥はるかからの着信で。


　それを大兎は見て、


「うぁ」


　と言った。


「や、や、やばい。ええと、なんか、その、言い訳しないとまずいよな」


　と言った。


「ど、どうしよ……」


　が、そこで突とつ然ぜん、月光が大兎からケータイを奪うばう。受話器が上がってるマークがついている着信ボタンを勝手に押す。すると電話口から、遥がちょっと緊きん張ちようしたような声で、


『あ、あ、あの、突然電話してごめん、大たい兎と。その、さ、さっきのあれ、私の勘違いかなぁ～とか、思って電話を……』


　しかしそこで月光が、またも勝手に受話器が下がってるボタンを押して通話を切断し、


「……さて、仕事の時間だ」


「っておまえはぁああああああああああああああああああああああああああああああ!?」


　というところで、今度はヒメアが、


「大兎ぉおおおおおおおおおおお!?　な、な、なにこれ、なにこ、こ、この、エッチな写真はぁあああああああああああああ!?」


　という、彼女にしては珍めずらしいほどうろたえた、怒いかりの声を生徒会室のほうから上げてきて。
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「………………」


　だが、もう、大兎はそちらを見なかった。


　ただちょっとだけ。ちょっとだけため息をつく。小さくため息をつく。


　生徒会室で怒鳴っているヒメアを見て、それから意味不明に黄色く澱よどんだ異次元の空を見上げて、言う。


「……俺、高校がこんなクソめんどくさいところだなんて、想像もしてなかったよ」


　するとその言葉に、月光がこちらを見る。大兎のひどく疲つかれた顔を見る。そしてなぜか、今日初めての微び笑しようを彼は浮うかべると、言った。


　この、悪あく魔まやら魔ま物ものやら妖よう魔まやらがはびこる宮みや阪さか高校の生徒会室を統すべる男がこちらを見て、ほんの少しだけ楽しげに、


「……地じ獄ごくへようこそ、鉄大兎君」


　その、地獄、という言葉に、大兎は少し前、まだこの生徒会に入る前に起きた出来事を思いだす。人生のすべてががらりと変わってしまった出来事を思いだす。そしてなにより、ヒメアが。彼女が味わってきたひどい苦痛について思いだし、


「……冗じよう談だんきついね」


　と、大兎は言った。するとそれに、


「ふふ」


　と月光が小さく笑って、踵きびすを返す。生徒会室へと戻もどろうとする。その背中を見て。それから大兎はうんざりしたような顔でもう一度ため息をついてから、


「……んじゃ、学校に戻りますか」


　そう言った。


　そして今日もまた、一日が始まる。


　そして今日もまた、クソ鬱うつ陶とうしい高校生活が始まる。







ケース１：終了
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　学校からの帰り道を、月げつ光こうと二人で歩くのが美み雷らいは好きだった。


　なぜならこの帰り道には、魔ま界かいでは見たことがないものがたくさんあるから。


　その帰り道をとてとて歩きながら、美雷は言う。


「ねねねねゲッコー、ゲッコー」


「…………」


「あれなにあれなに？」


「…………」


「ちょっとゲッコーってば！　ゲッコー！」


　と、美雷がゲッコーの腕うでをぐいぐい引っ張る。


　すると彼はいつものごとく鬱陶しげに顔を歪ゆがめてこちらを見下ろし、


「うるさい馬ば鹿かガキ」


「バカガキじゃなぁあああああ……って、それよりさ、それよりさ」


「なんだ」


「あれなにあれあれ？」


　と、美雷は言う。


　そして空を飛ぶ、巨きよ大だいな羽の生えたなにかを指差す。


　するとそれに月光も空を見上げて、


「なんだ、飛行機のことか」


「ヒコーキ？」


「おまえ飛行機も知らないのか？」


「うん。あんなの魔界にはないもん。すごいおっきーよねー」


「そうだな」


「で、で、あれ、なんなの？」


　と美み雷らいが聞くと、それに月光が答える。


「鳥だ」


「えええ～、あ、あれ鳥さんなの!?　人間の世界にはあんなおっきな鳥がいるの!?」


「驚おどろいたか？」


「うん！」


「あの鳥は、うるさいガキを喰くうぞ」


「うそ!?」


「ほんとだ」


「で、でも、あたしガキじゃないから大だい丈じよう夫ぶだよね？」


　と聞くと、月光はにやりと笑って、


「さてな」


　と、言う。


　それに美雷は震ふるえて、


「お、脅おどしても無む駄だからね！　あたしはもう大人だってママが言ってたもん」


「へぇ」


「ほ、ほんとだもん」


「へぇ」


「ちょ、鳥さーん！　あたしもう大人だからねー！」


　と、美雷は空に向かって叫さけぶ。


　するとそれが聞こえたのか、ヒコーキとかいう名前の巨大鳥は空の彼方かなたに飛んでいって。


　それに美雷は、月光のほうを見上げてにんまりと笑う。そして小さな胸をぐいっと張って、


「ほら、や～っぱりあたしってばもう大人……」


　が、それを言い終わる前に月光はさっさと歩きだしてしまって。


「無視すんなぁああああ！」


　と、彼のあとを追いかける。


　そして、


「ねーねーゲッコーゲッコー」


「…………」


「あれなにあれなに」


「…………」


　と、再び月光の腕をつかんで引っ張ろうとしたところで、


「あ、あの、紅くれない君……」


　という、女の子の声がした。


　それに、


「ほえ？」


　と、美雷は顔を上げる。


　すると月光の前に、美雷と同じ、宮みや阪さか高校のセーラー服を着た女子高生が三人、立っている。


　その中の一人が言う。まず、美雷のほうをにらむように見下ろし、それから泣きそうな顔で月光のほうを見つめて、


「……あ、あの、紅君」


　それに月光が答える。


「どけ。俺の歩く道を塞ふさぐな」


「あ、あのあの……ちょっと聞きたいことがあるんです」


「俺にはない」


「え、えと……ちょ、私言えない……ゆみ子言ってよ」


「えええ、私も言えないよ。奈な、奈な央お子こ」


「わ、私？　えと、その……」


　とか言いあってる女の子を月光はにらみ、


「用がないなら……」


「いえ、いえ、あの、あります」


　と、奈央子と呼ばれた女の子が言う。


「ちょっと聞きたいことがあるんです」


「なら早く言え」


「ええとその……」


　とそこで、奈央子は美雷のほうを見下ろし、


「この娘こ、なんなんですか……？」


　なんて言ってきて。


　それに美雷は首をかしげて、


「なにってミライだよ～」


　と、答えた。


　するとそれにゆみ子と呼ばれた少女が、


「あんたに聞いてないのよ！」


　なんて突とつ然ぜん怒ど鳴なってきて、それに美雷は驚く。


「怒ど鳴なられた!?　ねねね、ゲッコー、なんであたし怒鳴られ……」


　が、それを遮さえぎって、月光が言う。


「なにかと思えばそんなくだらない話か」


　すると奈央子が言う。


「わ、私たちにはくだらなくないんです……というか、もう、学校中の女子たちが怒おこってるんですよ？　みんなの憧あこがれ月光様には、手を出さないって、女の子同士の協定ができてるのに……なのに会長は、会長はこの娘ことばかりいて……ちゃんと説明してください。この娘は……この娘は会長にとっていったい、なんなんですか？」


　なんてことを聞いてきて。


「…………」


　それでやっと、いま、ここでなにが行われているのか、いまいち人間の世界の出来事にうとい美雷にも、わかってきた。


　この子たちは月光のことが好きなのだ。そしてその月光といつも一いつ緒しよにいる美雷のことを気にしている。


　月光にとって。


「…………」


　月光にとって、あたしがいったいなんなのかを気にして。


「…………」


　え、でも、それに月光は、なんて答えるんだろ？


　契けい約やくを交わした悪あく魔ま？


　そ、それとも、えとえと、なんだろ、その、なんかちょっと、あれ、うそうそ、なんか胸がドキドキし……


　が、そこで、


「ペットだ」


　と、月光が言った。


　それに美雷は、


「ペットくなぁあああああああい！」


　と、怒った。


　だがなぜかそれに女の子たちが、


『ぺ、ペット……』


　と、顔を真っ赤にする。


　しかしそれを月光は無視して、


「話はそれだけか？」


「え、ええと」


「なら俺はもういくぞ。どけ。そして雑ざ魚こどもが二度と俺の道を塞ぐな。殺すぞ」


　と歩き始める。


　それに美雷は、顔を真っ赤にしてる女の子たちと月光の後ろ姿をきょろきょろと見比べる。


　すると奈央子が、急にまた怒ったような顔でこちらをにらみ、


「ちょ、ちょっとかわいいからって、いい気にならないでよね！」


「ほえ？」


「ペットだなんて、ペットだなんて、ふしだらすぎるわよ！」


　と、なぜか泣きそうな顔で走りだしてしまって。


「ま、待ってよ奈央子！」


　と、ゆみ子がそのあとを追いかける。そして最後に残った女の子が、月光の後ろ姿のほうを向いて、


「あ、あの月光様、私もペットに……」


「れい子！」


「あう……じょ、冗じよう談だんでーす」


　とか言って、れい子も走り去っていって。


　その後ろ姿を美雷は不思議そうな顔で見送る。それから、


「ふしだらって、なに？」


　と、呟つぶやく。


　それから彼女は、急に思い付いた！　という顔になって、いそいそと持っていた鞄かばんを開ける。そして中から国語辞典を、


「パパラパーッパラー！　こーくーごじてーん！」


　などという効果音を口で言いながら、取り出す。


「ふっふっふ、三さん国ごく志しの漫まん画が読むとき、わかんない言葉ばっかりだからゲッコーに買ってもらったんだもんねー」


　そう得意気に言って、国語辞典をぺらぺらめくる。


　は行の言葉が並んでいるページを開き、


「ふしだらふしだらふしだらら～」


　と、ふしだらを見つける。


　するとそこにはこうある。







　１、けじめがなく、だらしないこと。







「……こ、これ、あたしのことじゃん。ちゃんと部屋片付けなさいってママにいっつも……あれでも、なんであの子たちにそれがわかったんだろ。それともこの意味じゃないのかな？」


　と、次の行を見る。


　するとそこにはこうある。







　２、品行が悪いこと。身持ちが悪いこと。







「品行？　身持ち？　またわかんない言葉だ。ええと、ええと……」


　と、今度は身持ちについて調べてみる。


　するとそこにはこうある。







　１、日常の身の処し方。







「に、にちじょうのみのしょしかた……どゆこと？」







　２、妊にん娠しんすること。







「あたし妊娠してないよ!?　うむむむむ？　やっぱり人間語は難しいな～。ねねね、ゲッコー、辞書調べてもわかんなかったー？　ふしだらってなにー？」


　と、彼女は顔をあげる。


　だが、もう彼女の前には月光の姿はなかった。それにもう一度、


「あれぇ、ゲッコー！」


　と、呼ぶ。


　それから月光が歩き去ったほうへととてとて駆かけていくが、もう、彼の姿を見つけられなくて。


　それに美み雷らいはまた、なにかを思い付いた！　という顔になる。


　それから腕うでを組み、ちょっと困ったような、暗い表情になってから、


「んもー、うちの旦だん那なはいっつも肝かん心じんなときにいないのよね～」


　と、最近彼女がお気に入りのテレビドラマに出てくるラーメン屋の女将おかみが、旦那のことを愚ぐ痴ちるときのシーンを真ま似ねする。


　それからその声がけっこう似ていたのに、


「ふ、ふふふ、似てる似てる」


　と、一人嬉うれしそうに笑う。


「でもゲッコーさき帰っちゃったから、どうしよっかな～」


　と、辞書を鞄にしまって、一人ふらふらし始める。


「あ、そーだ、ゲッコーがいっちゃだめっていってた道で帰っちゃおうかなー」


　などと言って、彼女は手で口をおさえ、ぷぷぷ、と、悪戯いたずらっ子この顔で笑う。


　そのまま商店街を抜ぬけ、さらに車通りの多い大通りを抜け、ネオンがちらほらつき始めた繁はん華か街がいへと入る。


　この通りには絶対一人で入るな、と月光が言ってたのだが──


「なにがあるのかなー？」


　と、彼女はあっさり繁華街へと入っていく。


　月光が絶対に一人ではいくなと言っていた場所。


　人間なんかよりも遥はるかに強い、悪魔の美雷でさえ立ち入ってはならない場所。


　そこにはいったい、なにがあるのか？


「…………」


　美雷は全身を緊きん張ちようさせ、ドキドキしながらその場所へと足を踏ふみ入いれた。


　もしかしたらなにか危険な魔ま法ほうや呪のろいや魔ま物ものがいて、襲おそいかかってくるかもしれない、と、少しだけ緊張して前に進む。


　だが、その場所に入ってしばらく歩いても、呪いや魔物が襲いかかってきたりはしなかった。


　しかしその代わりに、信じられないものがそこにはあった。


　城だ。


　絵本でしか見たことがないようなお城がそこにはそびえ立っており、美雷はそれを見上げて、


「うおおおおおおおおお、なんだあれ！　なんだあれ！　お城？　お城!?」


　と、叫さけんだ。




[image: ]





　そして、目をぱちくりさせて目の前にそびえ立つ、城を見る。


　それからその城についている看板を見る。


　その看板は電気で文字が流れていく仕組みになっているようで、その言葉を美雷は読む。


「ええと、なになに……らぶらぶ、きゃっする、ふるーつぱふぇ──パフェ!?」


　と、彼女は目を、ぱっと輝かがやかせる。


「あたしパフェ好きだよ！」


　と、誰だれもいないのに言う。


　それからうむっとうなずき、


「入ってみよー」


　と、言う。


　入口を探し、中に入る。


　すると中は暗い。魔ま界かいのように暗い。しかし彼女は夜よ目めがきくのでへっちゃらだった。


　しばらく進むと突とつ然ぜん、


「ご休きゆう憩けいですか？　ご宿しゆく泊はくですか？」


　と、誰もいないのに聞かれ、


「ほえ？　だれだれ？」


　と、美雷は答える。


　するとおばさんの声が言う。


「受けつけはこちらです」


　その声のほうを見るが、やはり誰もいない。ただ、スピーカーのようなものがあるだけで。


　そのスピーカーが言う。


「ご休憩ですか？　ご宿泊ですか？」


　それに美雷は答える。


「んと、パフェは？」


「ルームサービスはお部屋で承うけたまわります」


「ふーん」


「お選び下さい。ご休憩ですか？　ご宿泊ですか？」


　その問いに美雷はまた、


「えと、えと」


　と、鞄から辞書を取り出す。そして、





　休憩──仕事や運動などを一時やめて、休むこと。





　宿泊──自宅以外の所に泊とまること。





　その二つの言葉を読んでから、彼女はうむっとうなずき、


「休憩でパフェ食べます！」


　と、言った。


　するとスピーカーが言う。


「それでは３０７号室へどうぞ。扉とびらは自動ロックで、時間まで開かなくなりますので御ご注ちゆう意いください」


「え、時間まで開かな……」


「パフェは部屋から電話でフロントに注文してください」


「パフェ!?」


「フロントの番号は９番です」


「９番９番！」


「隣となりのエレベーターで３０７号室へどうぞ」


「はいはーい」


　と、美雷はうなずく。エレベーターに乗り、三階にいく。廊ろう下かを歩いて３０７号室へと向かおうとしたところで突然、鞄かばんの中に入れていたケータイが鳴る。月光から渡わたされているケータイだ。そのケータイを取ると、向こうから、


『俺だ』


　と、月光が言う。


　それに美雷は頰ほおを膨ふくらませ、


「さきに帰るなんてひどいよー」


『ノロマを待つ趣しゆ味みはない』


「へーんだ。あたしは月光より足速いもんねーだ」


『ところでおまえ、金はいくら持ってる？』


「え？　お金？　ええと、今朝ゲッコーにお小こ遣づかい５００円もらったから……」


『５００円あれば十分だ。コーラが切れた。帰ってくるとき買ってこい』


「え、え、あたしも……」


『ポッキーでもなんでも買え。あとで小遣いやる』


「やったー」


『……ところでおまえ、いま、どこにいる？』


「え……あ、ええと……」


『なんだ』


「あ、あのあの、ゲッコーにいっちゃいけないっていわれてたとこなんだけど……」


『ふむ？』


「でもね、でもね、ここすっごいいいとこなんだよ！　ゲッコーもおいでよ！　パフェ食べれるんだからね！」


『パフェ？』


「うん！　お城でね！　パフェなんだよ！」


『城でパフェ……？　おまえ、まさかそれは……』


　が、そこでケータイが切れた。


　それに、


「あれー」


　と、美雷はケータイを見る。


「もしもしゲッコー」


　と言ってみるが、やはりケータイは反応しない。


「電池切れちゃった」


　と、彼女はケータイを鞄にしまう。


　それからきょろきょろ周囲を見回し、


「さんまるなな～、さんまるなな～」


　と言いながら部屋を探し、見つける。


　扉は鉄の扉で、その扉には『注意』だのなんだの書いてあったが、しかし彼女は気にしない。


　扉を開き、中に入る。


　すると中はすごく広くて、まるでお姫ひめさまが寝ねるような大きなベッドがあって、


「すっごーい!?」


　と、叫んだ。


　それと同時に、鉄の扉が閉しまる。


　ガチャンと、音を立てて閉まる。


　さらに機械で、ウィーンと扉がロックされる音が響ひびくが、


「すごいすごーい！」


　しかし美み雷らいはそれに、まるで気づかなかった。







放課後ノート二人目へ続く──
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　中学のころ、誰だれもが振ふり返かえるほどの美人になりたいと憧あこがれた。


　美人になるためならなんでもした。化け粧しようやファッションの勉強、整形、男の子の目に魅み力りよく的に映るための仕草の研究。


　高校デビューを果たすころには、街を歩くだけでほとんどの男の子が振ふり向むくような美人になっていた。二年で美人が多いと言われているこの、西にしアリア女じよ学がく院いんのミスの肩かた書がきまで手に入れた。


　もう手に入らないものなどない。欲しいバッグがあれば男の子からもらえばいいし。ちょっと好みな男の子がいれば、街中で声をかけるだけでほいほいついてくる。


　いまや私、こと佐さ藤とう早さ苗なえは、この世の春を完全なまでに謳おう歌かしていた。


　そして今日も、学校が終わったあと街に繰くり出だして男たちの視線に優ゆう越えつ感を十分に味わったあと、早苗は好みの男の子を見つけて、声をかけた。


「ねぇそこの君、ちょっとかっこいいね。私とどっかで遊ばない？」


　そしてその男の子がどんな反応をするのかを予想する。たいていは声をかけたのがあの、ミス西女である佐藤早苗だということがわかると、驚おどろき、感激し、最後には天までのぼるような顔になる。今日もきっとそうなるだろう。そしてその男の子たちの顔を見るたびに彼女の優越感は満たされるのだ。


　彼女は男の子が振り返る前に、いつも練習している笑顔を作る。はい、準備おっけーいつでもきなさい。私の美び貌ぼうで、あなたを昇しよう天てんさせてあげるわ──と、彼女は微笑ほほえむ。


　するとそれに男の子が振り返った。


　彼が着ているのは、宮みや阪さか高校の詰つめ襟えりの制服だった。彼はまじめなのか、その襟をきちんと上までしめている。腕うでには生徒会の腕わん章しよう。フェンシング部かなにかに入っているのか、ベルトからは漆しつ黒こくの剣けんをつり下げ、その剣と同じ漆黒の髪かみに、端たん整せいだが冷たい顔立ち。


　それに早苗は、あらっと、思う。あらあら、横顔だけじゃわかんなかったけどこれ、けっこう掘ほり出し物ものなんじゃない？　とか思う。


　そのクールな顔だちの彼に早苗は言った。


「あの、いま暇ひまかな？」


　かわいく首をかしげ、そう聞く。それで大たい抵ていの男はイチコロだった。で、今回のこの男も、そうなるはずだった。振り返り、え？　あ、あの、もしかしてあなた佐藤早苗さんじゃないですか？　西女のミスの……とか、そんな展開になるはずだった。


　その展開を、彼女は待つ。すると宮阪高校の生徒会の男の子が振り返る。早苗の顔を見て、それから上から下までなめるように見まわして、驚いた顔──にはなぜかならずに、やはりクールな表情のまま、


「……なんだ貴様は。雑ざ魚こが俺に、気安く声をかけるな」


　それに早苗はぺろっと舌を出して、


「あ、バレちゃった～？　そうなんだ。みんなが私がミスがいいって言うから。私ほんとは目立つの嫌きらいなん……嫌い……って、あれ、いま、あなたなんて言った？」


　すると男の子はそれに、


「はっ。脳みそまで雑魚か。人語が通じないのなら、最初から俺に話しかけるな」


　とかわけのわからないことを言って去っていこうとする。


　それに早苗は、


「え？　え？　なにこれなにこれ？」


　と、言う。しばらくきょとんとした顔で、いま言われた言葉の意味を考えてみて、でも、やはりいまいちわけがわからなくて、


「ちょ、ちょっと待ってよ」


　と言った。


　すると男の子がうるさそうな顔で振り返る。そして、


「なんだ。おまえは俺の知り合いなのか？」


「え、えと、違ちがうけど……」


「じゃあなんの用だ？」


「ええとこれ、逆ナンなんだけど」


「逆ナン？　ナンパのことか？」


「そう」


　するとそれに、なぜか彼は、ちょっとびっくりするくらい酷こく薄はくな笑みを浮うかべ、


「はっ、おまえごときが俺をナンパ？」


　なんてことを、言った。


　それに一いつ瞬しゆんまた、早苗はなにを言われているのかわからなくなるが、どうも、あきらかにいま、目の前の男はこちらを馬ば鹿かにしているらしいことに、気づく。それに早苗は顔に浮かべてあった男に媚こびるような微笑みを消して、


「な、なによそれっ！」


　怒ど鳴なった。


　しかし彼はそれも無視して、


「で、もういいか？　俺はいま急いでいる。愚ぐ物ぶつの駄だ弁べんに付き合っている暇はない」


　そう言って、彼女の横を通り過ぎようとする。


　ちなみにいま彼女たちがいるのは、このあたりでは繁はん華かな街の駅前だった。当然大勢の人がこちらを見ている。すごい美人が男を逆ナンパして、なんだよあいつうらやましいなおいっという顔でこちらを注目していた面々が、どうも妙みような展開になってきたぞと興きよう味み津しん々しんな顔に変わり始めている。あきらかにもう、早苗のほうが恥はじをかかされそうな状じよう況きようになってきていて、それに彼女は慌あわてて、


「ちょ、ちょっと待ちなさいよ。あの、あんた私が誰だかわかっ……」


「雑魚に知り合いはいない」


「だからちょっと待ちなさいって！　あんたその制服、宮阪の生徒でしょう？　じゃあ、じゃあミス西アリア女学院に選ばれた佐藤早苗の名前くらい知って……」


「知らん」


「え、知らないの？」


「知らん」


　その、言葉に、あ～そうか、と、早苗は思った。それからちょっとだけ勝かち誇ほこったような顔になり、


「そ、そか、知らなかったんだ。でもじゃあ、これでわかったよね？　あんたその、ミス西女に逆ナンされてんのよ？　そのすごい光栄さを、やっと理解できた？」


　と、言う。


　そしてその言葉にやっと、目の前の男にもいま自分がおかれているとんでもなく光栄な状況が理解できたのか、あらたまったようにこちらを見つめて、言った。


「……ああ。よくわかった。凡ぼん人じんの分際でミスを取ったことで天まで舞まい上あがった雑魚が、身の程をわきまえずに神に声をかけてしまったと、つまりはそういうわけか？」


「はぁ？　だから雑魚って誰の……」


「だが今後は気をつけろよ。雑魚はなにをしたところで雑魚だ。雑魚が話しかけていい相手は雑魚だけだ。せいぜい雑魚同士で戯たわむれているがいい。だが俺には声をかけるな。次に俺に声をかけたら……殺すぞ？」


　そう言って、そのまま歩きだそうとする彼に、早苗は追いすがる。もう、ふざけんなよという思いで彼の制服の裾すそをつかみ、


「ちょっと！　だから待てって言っ」


　が、そこで彼はその、彼女の手を振ふり払はらう。振り向く。鋭するどい目で彼女をにらみすえ、


「……だから殺すと言ったろう？」


　と、言った。
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　それに早苗は、震ふるえる。あまりの恐きよう怖ふに、震える。というか、


「ぎゃ、逆ナンしただけで、なんでそこまで言われなきゃいけないのよ」


　と、もっともな理由で震えた。


　しかし彼はそれを無視して再び歩き始める。その後ろ姿に向かって早苗は叫さけんだ。


「……ちょ、ふざけんなよおまえ！　私、不良にもいっぱい知り合いがいんだぞ！　私のためなら命も捨てるって馬鹿もいっぱい知ってるんだぞ！　私を馬鹿にしたら……馬鹿にしたら、痛い目みんだからね！」


　という言葉にも、彼は振り返らない。それにもう、早苗は半泣きで、


「謝るならいまのうちだぞ！　腕章見たかんな！　宮阪の生徒会委員、全員襲しゆう撃げきしろって命令だすぞ！」


　すると彼はそれに、やっと反応してくれた。当然だろう。このあたりの不良全員に襲おそいかかられて平然としてられる生徒会委員なんて、この世に存在するわけがない。だから彼は、応える。振り返らないまま、中指を一本立ててファックユー、って、


「なんなのよあいつはああああ！」


　と、早苗は叫ぶ。


　だがすぐに、彼は人混みの中に消えてしまう。それを呆ぼう然ぜんと見つめて。ミス西アリア女学院の美人で、もう、誰も逆らうことができないほど勝ち組中の勝ち組であるはずの佐藤早苗は、いま、街中で信じられないほどの恥をかかされてしまい、


「……絶対、絶対許さないんだから……」


　と、震える声音で呟つぶやいた。
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　宮阪高校の生徒会について、ちょっと調べてみた。するとどうも、この前街中でとんでもなく失礼なことをしてきたあいつは、実はけっこう有名な奴やつだったらしい。


　名前は紅くれない月げつ光こう──一年生にしてどういうわけか宮阪高校の生徒会長の座に君臨してしまっている彼は、スポーツ万能、学力トップ、教師たちの信任も厚く、女の子にモテモテという、スーパーマンらしい。その、月光の情報が書かれたレポート用紙を見て、


「……なるほど、つまりは宮阪の、私みたいな奴なわけね……」


　と、早苗は言った。だが、それならますます負けるわけにはいかなかった。たかが普ふ通つうの生徒会長に、このあたり一帯の高校でも一番有名なミス西女の佐藤早苗様が、馬鹿にされたままでいいはずがなかった。


　だから、早苗は毎日練習しているかわいらしい笑みを口くち許もとに浮かべ、


「いいでしょう。その喧けん嘩か買ってやろうじゃないの。宮阪程度の生徒会長が私に太た刀ち打うちできると思った馬鹿さ加減を、思い知らせてやるわ」


　そう言ってから、周囲に集めておいた不良たち八人を見まわし、言った。


「じゃああなたたち、やっちゃって」


　すると不良たちが、


「はい！」


　と、目を[image: ]マークにして、言う。これが本当の、権力ってやつだ。彼らは私のためならなんでもする。イジメにカツアゲ、それに、ちょっと一年で生徒会長になっちゃって図に乗った馬鹿に、身の程を思い知らせるための、暴力。


　彼女は笑みを浮かべて、宮阪高校の通学路を見た。するとその通学路を一人の背の低い、宮阪高校のセーラー服を着た女生徒がひょこひょこ歩いてくる。とても高校生には見えない童顔に、おっとりたれ目、長いポニーテール。顔はかなりかわいい。早さ苗なえが嫉しつ妬としそうになるほどのかわいさだ。それに彼女はちょっと顔をしかめ、


「ふ、ふん……ちょっとかわいいくらいで、なによ。どうせ整形でしょう？　それに色気だって私のほうが全然上だし……」


　と、本当に整形の早苗が言う。


　ちなみにいま、通学路を帰ってきている女の子の名前は、安あん藤どう美み雷らいといった。なんでも彼女は生徒会委員の一人で、紅月光のお気に入りの一人らしい。


　その、美雷の幼い顔を見つめて、


「なによあいつ、ロリコンだったから私に反応しなかったわけ？　ただの変態じゃない」


　早苗は言う。


　するとそれに不良たちが、


「あの、早苗さん」


「なに？」


「あのちびっ子を、やっちまうんですか？」


「そうよ。月光の奴への見せしめにするから、ぼこぼこに殴なぐってから私のとこにつれてきて」


　という言葉に、不良たちがちょっとだけ嫌いやそうな顔をする。


「あ、あんなかわいい子をですか？」


「ふん。かわいいと思ったんなら、ラッキーじゃない。殴ったあとは、あんたたちの好きにしていいわよ」


「え？　ま、まじっすか？」


「ええ」


「うわ～なんか、なんか今日の早苗さんは、すげぇ悪ぃなぁ」


　それに早苗はふふふと笑って、


「私って、小こ悪あく魔まだから」


　と、言った。それに不良たちがひゅーっとか、言う。最近だんだんわかってきたのだが、美人はもう、なにをやっても許されるのだ。


　そしてその、美しさという権力の大きさを、いまから、月光も味わうことになるだろう。


「ふふふふ、あははは、ははははは」


　と早苗が笑っている間にも、不良たちが美雷のほうへと向かう。


「おい嬢じようちゃんちょっといいかい？」


　それに美雷が気づく。元柔じゆう道どう部で、暴行事件を起こして退学になった山やま中なかの巨きよ体たいを見上げ、


「ん～？　あたしになんか用？」


「いや、嬢ちゃんには用はないんだが、ちょっとおまえの主あるじに用があってな」


「ゲッコーのこと？」


「そそ。紅月光とかいういきがってる奴。で、おまえを拉ら致ちって、奴に痛い目見せてやろうと思ってさ～、あ、でかい声ださないほうがいいぜ？　ここら辺は仲間が見張ってて誰だれもこないし、騒さわいだら腹、殴っちまうよ？」


　なんて会話に、早苗は思わず、にまにました。顔がかわいい女の子が、結局は早苗の権力に屈くつ服ぷくしていく様を見るのはいつも、快感だった。そのまま彼女は美雷のほうへ目を向ける。きっともう、不良どもに囲まれて泣きそうな顔をしているはずの、美雷のほうへと目を向ける。すると美雷はもう、がくがく震えて涙なみだを流し……たりはしてなくて、なぜか目をきらきらさせて、


「ほう！　ゲッコーを脅おどすために、あたしを拉致すると？」


　なぜかちょっと、嬉うれしそうに言う。


　その反応の意味がわからなくて、山中が戸と惑まどい気味に、


「え、ええと、そう」


「誰が？」


「俺ら」


「へぇええ～、あんたたちがあたしを？」


「うん」


「ただの人間のあんたたちが、あたしを拉致するんだぁ、すごいな～」


　言いながら、彼女は手を上げ、山中の分厚い胸をぱんぱんとたたきながら、


「あはは～、胸板厚いね～、胸板厚いからやれると勘かん違ちがいしてるのかなー」


　とか、笑う。そのあまりにノーテンキな笑い声に、うええ、この娘こ、ちょっと頭がやばいんじゃないか？　という顔で、不良たちが顔を見合わせる。


　それに早苗が後ろから、


「いいから早くやっちゃいなさいよ！　ぐずぐずしてたら人がきちゃうでしょうが！」


　すると美雷がこちらを見て、


「お～、そっちが黒幕？　黒幕女なんだ」


　それにとっさに早苗は顔を手で隠かくす。


「ちょ、山中早くやりなさいって！」


　それに山中は戸惑い気味に、


「あ～、悪ぃな、嬢ちゃんに恨うらみがあるわけじゃないんだが、ボスがああ言ってるもんで……ちょっとたたくぞ」


　と、言う。


　するとそれに美雷が、


「お～いいよ！　どんとこーい！」


　とか、またもわけのわからないことを言う。ぺっちゃんこのセーラー服の胸の部分を、ぐいっと張る。それにやはり山中は躊ちゆう躇ちよして、こちらを見る。早苗はそれに、


「早くやりなさいって！　早くしないと、もう西女の合コンに呼んであげないわよ？」


　という言葉に山中は顔をしかめ、


「ああもう、じゃ、ちょっと一発いくから」


　すると美雷は相変わらずのにこにこ顔で、


「こいこい」


　と、言う。それに山中は拳こぶしを振ふり上あげ、ゆっくりと、しかし美雷の小こ柄がらな体なら、吹ふっ飛とんでしまいそうではある勢いで、彼女の胸を、殴った。


　瞬しゆん間かん。


「どーん！」


　と、殴られたはずの美雷が、まるで平気そうな顔で言った。それからにっこり笑って、


「じゃあ今度はあたしの番か！」


　と言って、小さな拳を握にぎる。殴るぞポーズになる。


「手加減してあげるけど、人間はびっくりするくらい弱いから、死ぬかもね～？」


　とか、言う。まるで自分は人間ではないかのような、意味不明な発言をする。そして。


「おりゃ」


　と、言った。


　そして軽く拳を打ち出した。


　それが山中の分厚い胸に当たり、そのまま彼は……


「ぎゃぁああああああああああ!?」


　彼は、まるでダンプかなにかに追つい突とつされたかのような距きよ離りを、吹っ飛んだ。


　それにその場にいた者たち全員がしばらく何も言えず、それから、


「えええええええええええええ!?」


　と、叫さけんだ。


　しかし美雷の動きは止まらない。さらに身を沈しずめる。くるっと体を回転させる。回まわし蹴げりを放つ。するとスカートがぺらっとめくれて、女子高生とは思えない、アニメのキャラクターがプリントされたパンティが現れる。よく見るとそのアニメのキャラは、横よこ山やま光みつ輝てる三さん国ごく志しの関かん羽うの顔だということがわかる。ってかなぜ関羽？　そのチョイスは怖こわすぎない？　という突つっ込こみを入れる間もなく、そのままその、回し蹴りを放った美雷の細い足が、彼女の横の違い法ほう駐ちゆう車しやなスクーターにあたる。そのスクーターがぶっ飛んで、通りの向こう側の家の塀へいに、めり込む。とても人間の力ではへこませられるとは思えない、斉さい藤とうさんちの分厚い塀にめりこむ。そして美雷はその、回し蹴りを放ったポーズのまま、


「一いつ騎きとうせ～～ん！　ｂｙ長いヒゲの人」


　とか、わけのわからないことを嬉しそうに叫ぶ。それに。


「…………」


　それに周りにいた不良たちが、がくがく震ふるえ始めた。本当なら美雷のほうが不良に囲まれてがくがく震えるはずなのに、まだ七人もいるはずの怖そうな不良たちが、一人の少女を取り囲んでがくがく震えて、


「ば、バケモノだ……」


「殺される。絶対殺される」


　と、逃にげ始めてしまって。


「ちょ、あんたたち、なに逃げてんのよ！　あいてはガキ一人なんだから早くぶっ飛ばし……」


　が、そこで美雷がこちらを見る。よっ、とか言って、ジャンプする。そのまま信じられないほどの距離を一歩で移動してきて、早苗のすぐそばにあった、郵便ポストの上に乗る。しゃがむ。そのしゃがみ方だとパンツ丸見えじゃないのと思うが、本当にお子様なのか、まるで彼女は気にしている様子がない。


　ただ、相変わらず楽しそうに、


「ほいじゃ～黒幕さん、残りはあんた一人だけど……あたしと一いつ騎き討うちとかやる～？」


　それに早苗は、首をぶんぶん振る。


　すると美雷はうんうんうなずいて、


「それナイス判断！　美雷はまだ悪あく魔まとしては未熟なんだから、勝てない相手には戦いを挑いどんじゃだめってあたしのママも言ってたしね～」


　言いながら、ひょいっとポストから降りる。まんまるの目でこちらを見上げ、


「もう用は終わり？」


「う、うん」


「んじゃ～あたしは帰りま～す。今日はゲッコーからお小こ遣づかいもらったから、マンガ買うんだ～」


　言いながらまた、ひょこひょこ美雷は通学路を歩いていく。


　その、後ろ姿を早苗は見つめて、


「……い、いったい、なんなのあの娘こ……？」


　と、うめくように言った。
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　もう少しちゃんと情報を集めることにした。


　するとなんでも、あの、安あん藤どう美み雷らいとかいうのは本当に紅月光の片かた腕うでで、なにやら緑公園を根城にしている暴走族グループのリーダーを殴なぐって屈服させたこともあるとかいう、とんでもない武ぶ闘とう派は少女なのだということだった。


　噂うわさでは空手をやってたんじゃないか？　とか、いやいや中国の少林寺からきた交こう換かん留学生なんじゃないか、とか、よくわからない情報が錯さく綜そうしていたが、とにかく、彼女が信じられないほど強いらしいことは、間ま違ちがいないらしかった。


　つまり、


「拉致する相手を間違ったわ……」


　と、早さ苗なえは呟つぶやいた。もっとこう、なんの取とり柄えもない、普ふ通つうの高校生を痛い目にあわせて拉致して、おらおらおまえの仲間をぼこぼこにされたくなければ私の言うことを聞きなさ～い、とか、言う必要があるのだ。


　なのでもう少し調査を進めてみた。するとちゃんと月光が会長を務めている生徒会にもパンピーな奴やつはいた。


　名前は鉄くろがね大たい兎と──別段クラスでそんなに目立つわけでもなく、運動部に入っているわけでもない、男。


　大事なのはその、最後の部分だ。


　男。普通の男。普通の男ならもう、この西女のミスである佐さ藤とう早さ苗なえ様の美しすぎる顔を見た瞬間、あああ奴ど隷れいにしてくださああああああいと叫ぶこと間違いなしなはずなのだ。


　だから彼女は笑みを浮うかべ、


「じゃ、私が鉄とかいう馬ば鹿かを引っかけて路地裏まで連れてくるから、あなたたち拉致する準備しといてよ？」


　そう言うと、全身に包帯を巻いている元柔道部の山中と他の不良たちが、


「わかってます、早苗さん」


　と言って、うなずく。それに早苗もうなずいてから歩き出す。ちなみにここは、宮みや阪さか高校の通学路の中でもあまり人ひと気けがない、車の往来だけが激しい道だった。工事現場も近くにあるせいか、騒そう音おんがすごい。つまりもし、大兎とかいう男を拉致するときに騒がれても、誰も気づかないというわけだ。最悪、あの月光のように鉄がナンパについてこなかったとしても、山中たちと襲おそって無理矢理拉致することも、可能だろう。


「ま、私みたいな美人にナンパされて、ついてこない男なんていないだろうけどね～」


　ふふん、と、早苗は笑う。そして鉄大兎が、待まち伏ぶせの場所にやってくるのを待つ。


　すると路地を曲がって、一人の男がやってきた。やはり普通の男だ。顔はそんなに悪くないと思うが、まあ、だからといって月光ほどずば抜ぬけてたりはしない。少し茶色がかった髪かみに、少しだけ吊つり気味の強気な瞳ひとみ。ちょっとぐらいは鍛きたえられていそうな体に、宮阪高校の詰つめ襟えりの制服。その、鉄大兎の姿を見て、早苗は笑みを浮かべた。


「こりゃ、楽勝ね」


　そう言って、彼女は歩き出そうとした。鉄のほうへと、歩き出そうとした。


　するとそこで、


「待ってよ大兎～」


　とかいう、かわいらしい女の子の声が、鉄の後ろから上がる。それに鉄が振ふり返かえる。


　すると路地から一人の女の子が飛び出してくる。そしてその少女を見て。


「…………」


　見て、早苗は目を大きく見開いて、動けなくなってしまった。


「…………」


　現れたのは、やはり宮阪高校の、セーラー服を着た少女だった。だがそのセーラー服がその女の子にはまるで似合っていない。普通はどんな女の子でもセーラー服とかを着れば、なんというか制服補整でちょっとかわいく見えてしまうものなのだが、しかし彼女にはまるでその、セーラー服が似合っていない。それも彼女がブスだから似合っていないのではなく、彼女があまりにも美しすぎて、人にん間げん離ばなれしているほど美しすぎて、セーラー服のほうが見み劣おとりしてしまっているのだ。


　それに早苗は思わず、


「な、なんなのあれ」


　と、呟いてしまった。


　そこにいるセーラー服の、十五、六歳くらいの少女が、とても本当の人間には見えないのだ。日本人には絶対にありえない、輝かがやくような薄桃ラベンダー色の長い髪。メイクをしているようには見えないのに、毛穴一つない純白の肌はだ。つんと高い鼻、ピンクに輝く唇くちびる。華きや奢しやな細い体。


「……が、外人よね、あれ。それともハーフ？　で、でも、ハーフだからってあんな見た目になれるはず……」


　が、そこで鉄がその、人間には見えないほど美しい少女に言った。


「え～、なんでヒメアがここにいんの？」


　するとそれにヒメアと呼ばれた少女が微笑ほほえむ。女の早苗も惚ほれてしまいそうなほどかわいい、悪戯いたずらっぽい顔で、


「大兎に逢あいたくて、きちゃった～[image: ]」


「いやきちゃったじゃなくてさぁ。だめじゃんか。ヒメアは狙ねらわれてるから、結けつ界かいが張られた学校から出ちゃだめだって月光に言われたろう？」


「言われた～」


「じゃ、出ちゃだめじゃん？」


　が、それにヒメアはぷーと頰を膨ふくらまし、


「でも大兎がいないと寂さびしいんだも～ん」


　とか言って、鉄に抱だきつく。本当に鉄のことが好きそうな顔で、抱きつく。あんな美人に抱きつかれたら、普通の男ならそのまま溶とけてしまいそうなものだが、しかし、それに鉄は困ったような顔になり、


「あ、あ、ちょ、こんなとこでそんなのだめだって……ああもう、とにかくやばいから。またヒナタみたいなのに襲われても、俺一人じゃ対応できないから……とりあえず学校戻もどろ。な？　一いつ緒しよに戻ってやるから」


　するとヒメアの顔がぱっと明るくなり、


「ほんと!?」


「ほんとほんと」


「じゃあ今日は一晩学校で二人っきり？」


「い、いやええと、そんな大人展開は勘かん弁べんしてください……」


　とかなんとか言って、二人は踵きびすを返す。帰ろうとする。


　その、光景を呆ぼう然ぜんと早苗は眺ながめて、


「……な、なんであんな普通の男にあんな美人が……」


　が、そこで突とつ然ぜん。


「危ねぇ！　よけろおおお！」


　とか、男が叫さけぶ声が、上から降ってくる。それに、


「へ？」


　と、早苗がその男の声がした方へ目を上げた。すると鉄とヒメアがいる場所の、ちょうど真上。工事をしていたビルの屋上から、巨きよ大だいな、ガラスのようなものが降ってくる。もう、とんでもない勢いで落ちてくるそのガラスに、どういうわけか鉄とヒメアは気づいてなくて。


「ちょ、だからヒメア、離はなれろって。あの、人前でこんないちゃいちゃしたら、世せ間けん体ていが……」


「人間の世間体に私、興味ないも～ん」


　とか、わけのわからない会話をしながら、まるでよけようともしてなくて、早苗は、焦あせった。なんで私が敵のためにこんな焦らなきゃいけないのよと思いながらも、焦った。そして思わず、


「ちょ、馬鹿……早くよけなさいよ！　ガラスが、ガラスが落ち……」


　が、そのすべてが、遅おそかった。


　ガラスが地面に落ちる。がしゃーんと大きな音を立てて割れる。そしてその、落ちる途と中ちゆうで、ガラスは鉄の、ちょうど首のあたりを通過して落ちたように、早苗には見えた。


　だから。


　だからおそらく、鉄の首は……


「…………」


　とそこで、目の前で信じられないことが起こった。鉄の首が、ころんっと、まるでおもちゃかなにかのように地面に落ちたのだ。


　それに早苗はもう、なにも言えなくなってしまって、目を大きく見開く。恐きよう怖ふ映像だった。デートにホラー映画に連れていこうとした元彼を、ソッコー振ふったことのある早苗にはもう、耐たえられないほどの恐怖映像だった。


　だから、きゃああああと叫ぼうとした。思いっきり、喉のどが張はり裂さけそうになるほど叫ぼうとした。


　が。


「……やべー、首落ちた」


　と、地面に落ちた鉄の首が、別にそれほど驚おどろいた様子もなく、言った。


　それにヒメアのほうも、


「だいじょぶ？」


　いや大だい丈じよう夫ぶなわけないでしょおおおおおおおおおおおおおという、早苗の真っ当な心の叫びも無視されて。


「問題ない」


　と、鉄が言う。ヒメアがその首を拾ってあげると、さんきゅ～とかいいながら、鉄の体がその首を受け取る。それを元の位置に戻す。ぎゅぎゅっとか音が鳴って、くっつく。


「ってなによそれぇええええええ!?」


　と、早苗は一人、叫んだ。だって、だって、そんなのおかしいでしょ？　首がちぎれたのよ？　それがなんでくっつくの？　ゾンビだって頭が弱点なのよ？　首が飛んだら死ぬのよ？　とか、早苗が一人でうわうわしている間にも工事の人が慌あわてて二人のところにやってくる。おまえら大丈夫か？　とか聞くが、鉄はそれに、ああ大丈夫です大丈夫ですたまたまガラスが当たりませんでした。危なかったですけどね、あはは、とか笑う。そのまま心配する工事の人たちに手を振って、そそくさと逃にげるようにその場を去っていく。


　その、光景を早さ苗なえは見つめて。


「……い、いったい、なんなの？　ナニが集まってるの？　宮阪の生徒会って……」


　呆然と、呟つぶやいた。


　とそこで、昨日、とんでもなく強い安あん藤どう美み雷らいを襲ったときに、なんとはなしに彼女が言っていた言葉を、思い出す。


『ただの人間のあんたたちが、あたしを拉ら致ちするんだぁ、すごいな～』


　さらにヒメアとかいう女が、さっき鉄に言った言葉も思い出す。


『人間の世間体に私、興味ないも～ん』


　それを聞いたとき、初めはなに言っちゃってんのこの娘こたちは。頭がちょっとアレ系なのかしら？　と、思ったのだが。


　しかし。


「ほ、ほんとに人間じゃないの？」


　と、彼女は呟いた。いや、人間であるはずが、なかった。だっていま、目の前で首が落ちたのを、平然と拾ってくっつけたのだ。


　それにそれに、ハリウッドクラスの美人だって、あんな、ヒメアとかいう女ほど美人になれるはずがないのだ。


　ということはつまり、本当に。


「……本当にあいつら、人間じゃないんだ……」


　と、彼女は言って、震ふるえる。


　に、人間じゃない、なにかよくわかんない奴やつらが、隣となり町まちの高校で生徒会をやってる……というのを想像してしまって、震える。ど、どうしよう。どどどどどうしよう、と、震える。そして彼女はとりあえず鞄かばんからケータイを取り出し、１１０番を押す。するとすぐに電話は取られ、男の人が出る。


『事件ですか？　事故ですか？』


　と言われ、それに早苗は、


「じ、事件です」


『なにがありました？』


「え、ええと、信じてもらえないかもしれませんが、あの、工事現場から落ちてきたガラスで人の首が切断されて、なのにその人、生きてて……」


『……は？』


「あの、あの、たぶん、人じゃないんです」


『あの、少し落ち着いてください。救急車はもう呼びましたか？』


「ほんとなんです！　化け物がいるんです！」


『ちょ、落ち着いて。わかりました。警官をそちらにいかせますので。場所を……』


　が、早苗はそれを聞かずに、言った。


「ここにはこなくていいですから、とにかく、宮みや阪さか高校の生徒会を調べてみてください！　人じゃない化け物がいっぱいいるんです！　お願いします！　調べてみてください！」


　と、叫んだ。するとそれに電話の向こうの男が少し困ったように、


『と、とりあえず担当地区に電話を回しますから、落ち着いてちょっと待っててください。ええと宮阪高校というと、宮阪町にある高校ですよね？」


「……はい」


　と、早苗がうなずくと、


「じゃあ回します」


　そう、男が言う。すると数秒、プープーという音が鳴る。それに早苗がしばらく待っていると、また、別の男が電話口に出た。


　男が言う。


『俺だ』


「……俺？　あの、私……」


　が、電話口の男はこちらの言葉を遮さえぎって、


『番号からおまえの身元はもう調べた。西アリア女学院二年。佐藤早苗……ん？　どこかで聞いた名前だな……ああ、あのときの、身の程を知らずに俺をナンパしてきた女か』


「って、え？　え？　あの、あなたお巡まわりさんじゃ……」


『違ちがう。俺は天才だ』


「へ？」


『そしておまえは愚おろか者ものだ。次に俺に絡からんできたら、殺すと言ったろう？　馬ば鹿かめ。警察に電話すれば、俺をどうにかできると思ったのか？』


　というそこまでの言葉で、早苗も薄うす々うす電話の相手が誰だれなのか気づいた。


「あ、あんた月光なの？」


『そうだ』


「な、なんで警察に電話したのに、あんたにつながるの？」


　するとそれに、くっくと電話の向こうの男が笑う。そして、


『雑ざ魚こと神とでは、格が違うからだ……さて、もうおまえは終わりだ。おまえを消しにいく』


「う、ウソ!?」


『本当だ。宮阪の秘密を知った者は、始末していいと《軍》から言われているしな』


「ちょ、ちょっと待ってよ！　あの、私誰にも、なんにも話さな……」


『そう言って逃げまどうクズを踏ふみ潰つぶすのが俺の趣しゆ味みだ』


「って、あんた……」


　が、そこで電話は切れた。それに早苗は、


「……き、切れちゃった……」


　彼女は、震えた。


「ど、どうしよう……」


　泣きそうな顔で震えた。


　人間ではない、妙みようなバケモノに襲おそわれるかもしれないというのに、警察に電話してもなぜか月光に繫つながる。それどころかさっきの月光の言葉によると、あの生徒会は軍とも内通しているという。それに早苗は、


「そういうの私、見たことある……」


　と、呟いた。確かあれは、ハリウッド映画かなにかだった。黒人と白人の二人組が、宇宙人を管理する秘密組織かなんかに所属していて、で、なんか秘密裏に秘密なことを秘密でいろいろやっていたのだ。でもってその映画のあまりの人気っぷりに、缶かんコーヒーのＣＭにまで秘密で宇宙人が進出してきていた。


　そしてつまり、あの宮阪高校の生徒会も、


「……軍が秘密で宇宙人を飼ってるとか、そゆこと？　もしくはゾンビ作る方法見つけたとか？　そんな、そんなオカルトやらＳＦっぽい話、私にどーしろっての？　私ＦＢＩとかＣＩＡの電話番号知らないんですけど？」


　彼女は絶望するような暗い顔でそう呟いて、一人、震え続けた。





◆







　かーんこーんぽーんぱーんと、微び妙みように音がずれているチャイムが学校に鳴なり響ひびく。すべての校門を閉める前に響く、今日、最後のチャイムだ。


　空の陽は完全に落ち、もう月が昇のぼっている。


　当然学校の中にはもう、生徒は残っていない。そしてその、完全に人がいなくなってしまっている学校の廊ろう下かを、鉄くろがね大たい兎とは歩いていた。


「もぉ～、ヒメアが途中で買い食いしたいとか言ってあっちこっちいくから、戻もどるの遅くなったじゃんか～」


　彼はそう言って、いま、手を引いて歩いている女の子のほうへと振ふり返かえる。するとそこにはうまい棒を口にくわえた、とても人とは思えないほど美しい少女がいる。


　沙さ糸いとヒメア。


　それが彼女の名前だ。ちょっと前にヨーロッパの小国からやってきたハーフの美少女──という触ふれ込みで彼女はこの宮阪高校の、大兎のクラスに転校してきたのだが、しかし、実際はヨーロッパ出身というのも、ハーフというのも、それどころか沙糸ヒメアという名前すら、噓だった。


　でももう、その噓がどのへんからどう噓なのかの説明は、このさいめんどくさいからいいや。簡単にぱぱっと説明すると、このおかしな学校のおかしな生徒会は、次元の穴とかいう、無数の異世界と行き来できる特とく殊しゆな場所で、そこを紅月光とかいう名前の、性格がクソ１２４％で構成されている俺様生徒会長が統治している。


　でもってその次元の穴は異世界と行き来できるために、そこを通って悪あく魔まやら化け物やら竜りゆうやら呪のろいやら、よくわからないものが出たり入ったりして、その度に事件が起きてしまうのだが、でも、それをこの宮阪高校の生徒会は、教師や他の生徒たちにも秘密で処理している。で、大兎は、なんかもうめんどくさい事件に巻き込まれたあげくに、いま、その生徒会委員をしているのだが、まあでも、いまはそんなのはどうでもいい。


　とにかく彼は、ヒメアの顔を見る。


　とても人とは思えないほど美しい彼女の顔を見る。


　というよりも、本当に『人』ではない、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と呼ばれている彼女の、うまい棒をくわえたままの顔を見る。


　すると彼女は嬉うれしそうに笑って、


「ふぁふぁひはの？」


「いやわかんないから」


　すると彼女はまた笑って、うまい棒を口から外すと、


「どしたの？」


「いや、ええと、ほんとに学校から出るのは危ないんだぞ、って、説教をしようと思ったんだけど……」


　しかし、彼はもう一度、彼女の顔を見る。うまい棒を美お味いしそうに食べている彼女の顔を見る。


　そして彼女が九年前、大兎と大切な約束を交わした瞬しゆん間かんに拉致され、拷ごう問もんされ、監かん禁きんされてしまったことを、思い出す。大兎があまりにも不ふ甲が斐いなかったせいで、彼女が、普ふ通つうなら狂くるってしまいそうなほどの苦痛を受けたのを思い出す。なのに再び解放されたいま、また、彼女を狙ねらう奴が世界にいっぱいいるからと、この結界が張られている学校から出ることができなくなってしまった。本当はもっと自由に外へ出たいだろうに、それすら出来なくなってしまった。それに大兎は、


「……あ～でも、まあちょっと外出てヒメアが楽しかったんなら、いいや」


　思わずそう言った。


「んでそのうまい棒、美う味まい？」


　すると彼女は大きくうなずく。


「うん。すごく美味しいよ！」


　とか、たかがうまい棒でひどく嬉しそうな顔をする。二本でたった二十円。二十円でそんな嬉しそうな顔をされてしまって。


「そか。んじゃ……よかった」


　と、大兎は、嬉しいような、寂さびしいような表情になる。


　するとヒメアはこちらを見上げ、


「でもなにより、大兎と学校の外歩けたのが嬉しかった！　デートデート」


　と、笑う。大兎の腕うでにからみついてくる。腕にちょっとだけ胸が、


「ってうわわ……」


　と、大兎は言う。顔が赤くなりそうになってしまって、我が慢まんする。


　なのにヒメアがそれに、


「でもってデートのあとは～、二人はなにすると思う～？」


　とか言ってきて。なぜか彼女は上を向いて目を閉じてきて。信じられないほどの美少女がそんなことをしてきて。


　誰もいない、放課後の学校の廊下で、かわいい女の子が目を閉じてこちらを見上げたとくれば、もう、やることは一つしかないわけで。


　それに。


「…………」


　それに大兎は、テンパる。うわわわわちょっと待てよ、と。まだ、高一になりたての、女の子と付き合ったことのないガキに、いきなりこの展開はないでしょと、テンパる。


　しかしそれに、ヒメアは、


「…………」


　彼女は、黙だまったままで。


　あ～、と、大兎は思った。あ～、これは、あれだよね。なんもしないのは、失礼になっちゃうよね？　当然。で、で、でもさぁ、あの、いきなりそういうのは、えーと。


　とか、思っているところで、突とつ然ぜん。


「はっ、ところかわまず発情しおって。おまえらは犬か？　キスするならさっさとしろ。で、仕事にいくぞ」


　なんて声が、かかる。


　それに大兎とヒメアは、その声が上がったほうへと目を向ける。


　するとその、廊下の向こうにつまらなそうな顔で生徒会長の紅月光が立っている。さらにその横に、月光が契けい約やくした雷いかずちの悪魔である、安あん藤どう美み雷らいが顔を真っ赤にして両手で覆おおい、目だけを出してこちらを見ている。
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　それに大兎は慌あわててヒメアから離はなれ、


「い、いや、これはそーゆうシーンじゃな……」


　が、その言葉の途と中ちゆうでヒメアがまた、大兎の腕に抱だきついてから、いつも大兎に向けているものとはちょっと違う、妖あやしい笑みを浮うかべ、


「……あら、下等な人間の分際で私を犬呼ばわり……？　自分がモテないからって邪じや魔ましないでよねぇ、月光」


　とか、言う。


　するとそれに月光はこちらを見つめ、


「……ううん？　それは俺に喧けん嘩かを売ってるのか？　サイトヒメア。おまえら二人が俺に救われた恩を忘れてぎゃーぎゃーわめくなら、すぐに殺……」


　そこで大兎は二人の会話を遮って、


「ちょ、ちょっと待った。もぉくだらないことで喧嘩すん……」


「くだらないのはおまえの顔だ、鉄大兎。雑ざ魚こは黙ってろ」


「ああん!?」


「ああんは俺のセリフだ」


　そう言ってから、大兎と月光はにらみあう。


　しかしそこで、月光がその視線を外した。彼はそのままポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出し、見る。目を細める。


「……ふむ。あまり時間がないな。とりあえず続きはあとだ。いくぞ」


「ってどこいくのよ？」


「西アリア女学院だ」


「……西女？　って、女子校だぞ？」


「そうだな」


「なにしにいくのよ？」


　するとそれに、月光が制服の内ポケットから一枚の紙を取り出す。そして、


「……《軍》から依い頼らいがあった。なんでも西女の女生徒が、どういうわけか正しい手順でキューピッドさんを行ったらしい」


　という言葉に、大兎は、


「キューピッドさん？」


　と聞き返した。


「それってあの、こっくりさんのことだよな？　霊れいを呼び出して、○○くんの好きなのは、あたしですか～？　とか、答えてもらうやつ……」


　が、それに月光はこいつはなにも知らないんだなとばかりの顔でこちらを見て、


「馬ば鹿かが。正しい手順でこっくりなどを行ったら、とっくにこの街は壊かい滅めつしている……が、まあ、その一種ではあるな。通常ほとんどが間ま違ちがった手順で行われるから問題は起きないはずなのだが、その女生徒は愚おろかなことに、キューピッドの呼び出しに成功したらしい。で、その始末を《軍》から依頼された」


　なんてことを言ってくるが、しかし大兎はそれに、


「え、でも、キューピッドって、あれだろ？　男女の間を取り持つ天使のことじゃないの？　愛のキューピッドとか言うし……そんなんが呼び出されたところで別に問題ないんじゃ……」


　が、月光はその言葉を遮さえぎり、


「……キューピッドは人に取とり憑つき、脳を喰くらって体を乗っ取る」


「は？」


「そして体を奪うばう代わりに、キューピッドを呼び出した人間がもっとも恨うらんでいた者を殺すという、願いを叶かなえてくれる」


　とか言い出して、それに大たい兎とは顔をしかめた。


「ええと、いや、あの、それのどこが……天使なの？」


「はっ、天使？　冗じよう談だんもたいがいにしろ。キューピッドは天使なんかじゃない。妖よう怪かいだ」


「妖怪……？　って、このご時世に妖怪？」


　すると月光は笑う。


「……そこにいる《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》ほどではないが……しかし、日本では妖怪はもっとも質たちの悪いバケモノの一種だ。吸きゆう皮ぴ塗ど。人の皮を吸い取り、そして自分の顔に塗ぬる物ものの怪け……と、まあ、そんな無む駄だ話ばなしをしている間にも、乗っ取られた人間の体は蝕むしばまれ続けているがな。乗っ取られて二時間もすれば、もう元の体には戻もどれない」


　なんて言葉に、大兎は慌てる。


「うおうお、それ、やばいじゃん」


「ちなみにすでに、《軍》から女生徒始末の依頼があって、一時間を過ぎている」


「ってちょっと待てえええ！　ってことはあと一時間しかないってこと？」


「そうなるな」


「なんでおまえ、そんな落ち着いてんの？」


　するとそれに、月光は当然だろうと言わんばかりの顔で、


「俺にされた依頼は、救出ではなく、始末だ」


「いやおまえ、そりゃそうかもしれないけどさぁ……でも、ええと、それでいいの？」


「いい」


「いやいやよくねーだろ？　ってかおまえさっき時間がないとか言ってなかったか？　それはその女生徒を救うための時間がないってことじゃ……」


　が、それに月光はあっさり、


「違ちがう」


「違うのかよ！」


「違う。俺が気にしているのは、吸きゆう皮ぴ塗どが女生徒の心の底にある恨みに反応して、その恨みの矛ほこ先さきにいる人間に襲おそいかかる前に始末したいと思っているだけだ。情報によると、その女生徒が恨んでいる相手はこの世で最も重要な役割を担になっている要人だからな」


　という言葉で、大兎にもいまの状じよう況きようが理解できた。この宮みや阪さか高校のバックについている、《軍》とかいうよくわからない組織は、一いつ介かいの高校生を救ったりするためにそうそう動いたりはしないのだ。なのにその《軍》が、生徒会にキューピッドさんとかいうのに取り憑かれた女生徒をなんとかすることを依頼した。それはなんのためか？　それはなにやら、とんでもなく重要な人物が、その女生徒に狙ねらわれる可能性があるからだ。


　だがこの、他人のことなどまるでどうでもよさそうな顔をしたクソ生徒会長が気にするほどの要人というのは、いったい、どんな奴やつなんだ？


　と、大兎は聞いた。


「おまえはいったい、誰だれを救おうとしてる？」


　しかし月光はそれに、大兎の顔ではなく、その、後ろへと目を向けて、


「お」


　と、言った。


「お？　って、なに？」


　が、やはり月光は無視で、続ける。


「……クソ、遅おそかったか」


「遅かった？　って、なにが？」


「もう、向こうからきてしまった」


「きたってなにが？」


「吸きゆう皮ぴ塗どだ。後ろを見てみろ」


　と言われて、


「……へ？」


　と、大兎は振ふり返かえる。


　すると廊ろう下かの向こう。


　もう、生徒は誰も残っていないはずの校舎の中に、一人の女生徒がいる。それも彼女が着ているのは、宮阪の制服じゃない。紺こんのブレザーに、ネクタイという、西アリア女学院の制服。おまけにその娘こはけっこう美人だった。整った顔立ちに、巻まき髪がみ。ちゃんと凹おう凸とつのある体。本当に、そこらの学校ならミスとかになっちゃいそうなほど、その娘は美人さんだった。


　しかし、大兎はその彼女を見て、


「……げぇ……」


　と、言った。まるで彼女が美人に見えなくて、うぇええと、思った。なぜなら彼女は、なぜかエクソシスト張りに天てん井じようにブリッジして張り付いていたから。白く細い喉のどからは、まるで獣けもののようにぐるぐるとうなり声が響ひびき、口からはよだれが垂れ流され続けている。


　それを見て、大兎は月光を振ふり向むき、


「も、もしかして、あれがキューピッド呼び出した西女の生徒？」


　すると月光はうなずいた。


「馬鹿な女が、身の程も知らずにオカルト好きな友達に頼たのんで、吸きゆう皮ぴ塗どに悩なやみを解決してもらおうとしたらしい……」


「いや、それはいいけどさ……でも、なんであいつ、うちの学校にきてんの？　要人殺しにいくんじゃないの？」


　という大兎の質問に、しかし月光は答えず、


「佐さ藤とう早さ苗なえか？」


　と、言った。


　すると天井ブリッジな女の子がうなずく。


『ソ、ソウダ、キョウフ、ニ、オビエル、オンナノネガイ、ヲキイテ、コロ、コロコロ、コロシニキタ』


「そうか」


『ソウダ、サアモウアキラメロ、コロシテヤルゾ、クレナイゲッコー』


　という月光とブリッジな女の子、略してブリッ子の会話に、大兎は思わず、


「要人っておまえのことかよ！」


　怒ど鳴なった。


　すると月光は大きくうなずき、


「俺を軸じくに地球は回っているからな」


「はぁ？　じゃあ、あれか？　おまえがどっかで傷つけた女が恨みを晴はらしにここにきたとか、そんな話か？」


「ああ。迷めい惑わくな話だ」


「迷惑なのはおまえだろうがぁああ！　ってかそーいう個人的な事件に俺らを巻き込……」


　が、そこで、


『ウルサイ』


　とか、ブリッ子が言い、口からなにか、黒い、ヘドロのようなものを吐はく。それがヒメアにかかりそうになって、


「危ねぇ！」


　と、大兎は叫さけぶ。ヒメアをかばうようにヘドロの前に立つと、大兎の肩かたにそれがあたり、腕うでが、もげる。それに、


「痛いぇええええええええええ!?」


　と、大兎は叫んだ。いや、実際は腕がもげてしまって、痛ぇええですむはずがないのだが、しかし、彼はヒメアとの契けい約やくによってなかなか死ねない体になってしまっているので、その腕がすぐに再生を始める。


　でも、痛いものは痛いので、


「ちょおおお痛ぇええ！　ってかクソ月光！　てめぇのせいでなんで俺が痛い思いしないといけねぇんだよ！」


　と、叫んだ。しかしそれになぜかブリッ子のほうが驚おどろいた顔になり、


『ナ、ナンデシナナイ、ノロイノカカッタ、イエキダゾ？　ニンゲンガフレテ、イキテイラレルハズガナイ』


　なんてことを言う。するとそれになぜか、月光が得意げな笑みを浮うかべ、


「……だから前も言ったろう？　雑ざ魚こと神では格が違うと。妖怪風ふ情ぜいがいったい、うちの生徒会になにをしにきた？　俺を殺す？　誰が？　おまえでは俺の部下すら殺すことはできないぞ？　悪あく魔まと、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》と、不死身の雑ざ魚こと……そして天才である俺を相手に、妖よう怪かい一いつ匹ぴきがなにをするつもりだ？」


　そう言って、月光は腰こしの剣けんを引ひき抜ぬく。漆しつ黒こくの剣を引き抜く。人ではない、バケモノを殺すためだけに鍛きたえ上げられた剣を引き抜く。


　それにブリッ子が、震ふるえ始める。


『ア、アクマ？　ヴァンパイア？　ソ、ソンナハナシハ、キイテナ……』


「聞いてなくても不幸は訪れる」


『チョ、チョットマッテクレ、アノ、ナ、ナンデモイウコトヲ……』


「はは、雑魚の命いのち乞ごいなど聞こえないな」


　そう言って、月光は走り始める。それにブリッ子の顔が恐きよう怖ふに歪ゆがむ。


『タ、タスケテェエエエエ……』


　普ふ通つうの映画や小説なら、人間が妖怪に襲われてきゃーとか、そんな物語はよく見るのだが、しかし、いま目の前では、俺様生徒会長に襲われて、助けてええええええと叫ぶ妖怪──という状況を大兎は見つめ、


「……これいったい、なんの話よ？」


　と、半眼で呟つぶやいたときにはもう、物語は終しゆう了りようしていた。月光の剣が、ブリッ子に突つき刺ささる。そして、


「この女の中にいる、魔ま、だけを祓はらえ、凶剣スペル・エラー」


　そう、呟いた途と端たん、


『ギャァアアアアアアアアア』


　という妖怪の悲鳴があがり、ブリッ子は天井にブリッジする力を失って、落ちてくる。


　それを月光が、抱だきとめる。


　すると。


「…………」


　すると、さっきまで青白かった西女の少女の顔に血の気が戻り、


「……あ、あれ……」


　とか、言う。それからきょろきょろ周囲を見まわし、


「わ、私いったいなにを……それにここはどこ？」


　という言葉に、月光が応こたえた。


「天才の腕の中だ」


　それに少女が、


「へ？」


「そしてもう、おまえの記き憶おくは消す。身の程をわきまえずに、今後はこの俺に手を出そうとするな」


「ちょ、ちょっと待ってよ。げ、月光でしょ、あなた。あ、あなた、私のことを助けてくれ……」


　が、そこで月光が懐ふところからペンライトを出す。それに少女が、


「そ、それ、見たことある。映画の、あの、記憶を消す……」


　しかし彼女の言葉はそこまでだった。


　ライトが光り、


「…………」


　少女はそのまま、意識を失った。





◆







　頭痛がする。ひどい頭痛がする。そのあまりの頭の痛さに、


「…………」


　佐藤早苗は目を覚ました。目を開き、それから周囲を見回す。するとそこは自分の部屋で、自分のベッドで、おまけに自分はパジャマまで着ていて。


「……え？　夢？」


　と、早苗は呟いた。しかしその夢すら、いまいち覚えてなくて。


「……あれ、でも私、なんの夢見てたんだっけ？」


　やはり頭痛がひどくて、いまいち思い出せない。なにか、なにかすごく大変な夢を見ていたような気がするんだけど。


　なんかよくわからない化け物に襲おそわれて、それで、誰かに助けられたような。


　でも、誰だっけ？


　すごく。すごくかっこいい男の子だったような気がする。


　でも、


「……思い、だせないや……」


　と、早苗はなぜか、少しだけ寂さびしそうな顔で呟いた。





◆







　そしてその翌日。


　やはり彼女は、街角に立っていた。


　放課後恒こう例れいの逆ナンだ。彼女は美人で、手に入らない男なんていないはずだった。そして今日も声をかける。


　ちょっと気に入った男の子に、


「ねぇそこの君、ちょっとかっこいいね。私とどっかで遊ばない？」


　こんな美人に声をかけられて、断る馬ば鹿かはいないだろう。するとやはり、それに男が振ふり返かえった。


　彼が着ているのは、宮みや阪さか高校の詰つめ襟えりの制服だった。腕には生徒会の腕わん章しよう。ベルトからは漆黒の剣をつり下げ、その剣と同じ漆黒の髪かみに、端たん整せいだが、冷たい顔立ち──それに早苗は、あらっと、思う。


　あらあら、横顔だけじゃわかんなかったけどこれ、けっこう掘ほり出だし物ものなんじゃない？　とか思う。


　そのクールな顔だちの彼に、早苗は言った。


「あの、いま、暇ひまかな？」


　すると男は振り返り、早苗の顔を見る。それからなぜかもう、思いっきりうんざりしたような顔になり、


「お、ま、え、は、少しは懲こりろ！」


　突とつ然ぜん頭をぱんっとはたかれた。


　その、瞬しゆん間かん！　どういうわけか頭の中、奥のほうからなにか、大切な記憶が戻もどってきて、早苗は目を大きく見開いた。そして目の前の男を見る。まだ、初対面のはずの男を見る。そして、


「あ、あなた、紅月……」


　しかしそれを最後まで言わせず、月光が懐からペンライトを……


「ってちょっと待ったぁああああそれなし、それな……」


　ライトが、またピカっと光って。





　という展開が、二週間の間に四回も繰くり返かえされたあげく。





　やはり彼女は、街角に立っていた。


　放課後恒例の、逆ナンだ。


　それを月光は半眼で見つめる。他におまえはやることがないのかと怒ど鳴なりたくなるような気分で見つめる。必要な呪じゆ具ぐを買いにいくには、どうしてもこの通りを通る必要があるのだが、しかしまた、あの馬鹿女が声をかけてきたらひどくめんどうなことに……


　とそこで。


「ねぇそこの君ちょっとかっこ……」


　それに月光は顔をしかめ、


「もう勘かん弁べんしてくれ！」


　全力で走って逃にげた。


　彼には珍めずらしく、逃げた。


　するとそれに早さ苗なえが驚いた顔になり、


「……ちょ、なんで逃げ……ふざけんなよ！　わ、腕章見たかんな！　宮阪の生徒会委員、全員襲しゆう撃げきしろって命令だすかんな！」


　と叫んだ三日後にまた、吸きゆう皮ぴ塗どが宮阪高校にやってきて。


「…………噓だろ、おい」


　月光は、呆ぼう然ぜんとした顔で頭を抱かかえた。







ケース２：終了





[image: ]





　紅くれない月げつ光こうの家は、なんの変へん哲てつもない一戸建てだった。


　七歳のころ、彼の弟が突とつ然ぜん悪あく魔まを呼びだし、両親を生いけ贄にえとして喰くわせてしまって以来ずっとこの家には誰だれも住んでいなかったのだが、しかし、弟に復ふく讐しゆうできるだけの力がついたところで、彼は再び、この家に戻ってきていた。


　ちなみに預けられていた親しん戚せきの家からここに移った当初は、独り暮らしになることをほんの少しだけ楽しみにしていたのだが。


「…………」


　と、月光はポケットから鍵かぎを取り出し、家の扉とびらを開く。そして玄げん関かんを見下ろす。するとそこには、女の子用のスニーカーが二足、脱ぬぎ散ちらかされている。


　美み雷らいの靴くつだ。


　そう。


　彼は、弟の日向ひなたから奪うばいとった雷いかずちの悪あく魔ま、安あん藤どう美み雷らいといま同居しているのだ。


　楽しい独り暮らしになるはずが、高校一年にしていきなり女の子と同どう棲せい、なんて話になってしまって。


　それに、


「…………」


　月光はうんざりしたような顔で脱ぎ散らかされた美雷の靴を足で蹴けり飛とばし、家へと入る。


　入って廊ろう下かを少し歩くと、美雷の部屋の扉が開けっぱなしになっていて、中が見える。


　見えた部屋の中はもう、大変なことになっている。


　ぬいぐるみ。


　漫まん画が。


　ゲーム。


　服や下着。


　それらが、まるで泥どろ棒ぼうが入ったあとかのように散らかっていて。


「…………」


　月光は顔をしかめる。
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　そもそも彼は、物事が整理整せい頓とんされていない状じよう況きようが嫌きらいなのだ。


　部屋を綺き麗れいにできないのに、頭の整理などできるはずがない。つまりそいつは、馬鹿だということだ。そして彼は馬鹿が嫌いだった。


　なぜ天才の俺が、馬鹿と馬鹿語で話す必要が──


「……なんてことを言ったところで、この部屋は片付かないがな……」


　途と中ちゆうで思考を止めて、彼は呟つぶやく。


　ちなみに昨日、美雷に命令はしたのだ。部屋を片付けないとおやつ抜ぬきだと言ったら、半泣きの顔でかたづけまーす！　と叫さけんで、片付けていたはずなのだが。


「……まさか片付けたあとの部屋が、これか？」


　と、ちょっとだけ恐きよう怖ふするような顔で、月光は呟く。


　それからいっそ、


「俺がやるか……」


　と言いかけて、首を振る。


「なぜ俺がペットの部屋の掃そう除じまでしなきゃならない？　いまどき猫ねこだって自分の糞ふんには砂をかけるというのに」


　と、呟きながら美雷の部屋に入る。それから彼女が最近お気に入りにしているクマのぬいぐるみを拾う。そのぬいぐるみを頭からごみ箱に突つっこみ、そのごみ箱ごと持ちあげる。部屋からでて、そのごみ箱を玄関に、これ見よがしにおく。


「はは、これであの馬ば鹿か悪あく魔まも、少しは反省するだろう……」


　と、彼は独り笑い、それからすぐに無愛想な顔に戻る。


　そのまま廊下を進んでダイニングキッチンへいく。


　冷蔵庫を開き、コーラを一本取り出す。それをテーブルへとおき、椅い子すに座る。


　それから詰め襟の制服の、首の部分を外す。


「ふぅ」


　と、彼は小さく息をつき、少しだけ緊きん張ちようの糸を緩ゆるめる。


《軍》や《教会》といった組織や、悪魔や竜りゆうや魔ま神じんといった化け物ども、それになにより──自分よりも遥はるかに頭が切れ、強大な力を持った弟を相手に、生身の人間のまま立ちまわるのは、それなりに疲つかれるのだ。


　一いつ瞬しゆんの油断が死に繫つながる。


　一瞬の隙すきが死に繫がる。


　だから彼は一日中、気を張はり詰つめている。


　といってもまあ、


「……馬鹿の相手が一番疲れるがな。たとえば片付けができないペットとか」


　と、呟いてから彼はコーラの缶かんを手に取る。


「色ボケの魔ま女じよとか」


　缶の蓋ふたを開ける。


「それになんだ。あの馬ば鹿か鉄くろがねは……まあ、けなすほどの特とく徴ちようもないな」


　と、ひとしきり生徒会委員の悪口を言ったあと、コーラをグイッと飲む。炭酸が喉のどを通って、少しだけ頭がすっきりしたような気がする。


　それに月光はもう一度小さくため息をつく。キッチンにかかっている時計へと目を向ける。時刻は四時十五分。ここのところずっと生徒会の仕事で異界へ化け物を狩かりにいっていたから、こんなに早い時間に家に戻れるのは珍しかった。


　それに月光は、


「……読みかけの本でも読むか……いや、それともやりかけだった新しい呪じゆ詛その研究を……」


　と、そう言いかけたところで。


　ピンポーン──という音が鳴った。


　それに彼は、


「…………」


　鬱うつ陶とうしげにインターフォンへと目を向ける。立ち上がり、受話器を耳にあてる。


「誰だ」


　するとそれに受話器の向こうから声がする。女の声で、


『あ、あの』


「だから誰だ。宗教の勧かん誘ゆうなら……」


『宗教じゃありません』


「じゃあなんだ」


『あの、私、さっき会った奈な央お子こです。山やま埼さき奈央子』


　と、声の主は言う。


　ちなみにさっき、美雷と二人で学校から帰ってくる途中で、宮みや阪さかの女子生徒三人組に会ったのだが。


「三馬鹿どもの一人か？」


『馬……ええと、そうです』


「で、俺になんの用だ」


『あの、お伝えしたいことが……』


「なんだ」


『ええと』


「早く言え。俺はおまえら暇ひま人じんどもと違ちがって忙いそがしいんだ。俺の一秒とおまえの一秒の価値が一いつ緒しよだと思うなよ」


『あの、あの』


「早く言え。言わないなら切……」


　するとそこで、まるで女が意を決したかのように、言う。


『あ、安藤美雷のことです！　月光様は、あの女に騙だまされてます！』


　なんてことを言う。


　それに月光は目を細め、


「なんの話だ？　俺が誰に騙されてるって？」


『あ、安藤美雷にです。あの女、最低です。だってあの女、あの女、月光様のペットなのに、さっき男とラブホに入っていったんですよ！』


「……ラブホ？　というのは、ラブホテルのことか？」


『そうです！』


「美雷が？」


『はい！　私、私この目で見たんです！　だから目を覚ましてください！　あんなちょっと顔がかわいいだけの、お子さまみたいな娘こより、私のほうが……』


　が、そこまでで月光は、インターフォンを切る。


　するとすぐにまた、ピンポーンという音が鳴って、それに月光は出る。


「まだなにかあるのか」


『いえ、あの、私……』


「俺はおまえには用はないぞ。さらにおまえのさっきの話にもまるで興味はない」


『でも』


「消えろ」


『あの』


「消えろと言っている。さっさと消えなきゃ、殺すぞ」


『……ええ、あの……』


「ガチャ」


　と、月光はインターフォンを切る。


　するともう、チャイムは鳴らなかった。


　馬鹿にもようやく、神に話し掛かける資格が自分にはなかったと理解できたようだった。


　それに月光は満足気にうなずく。再び椅子に座る。コーラを一口飲む。それからまた、せっかく早く学校から戻もどってこれたこの放課後を、どう有効利用しようか、なんてことを考える。


　キッチンにかかっている時計を見上げ、いまの時刻を確認する。


　本を読むか。


　呪詛の研究をするか。


　いや、ここのところ忙しかったから、このままなにもせずにダラダラ過ごしてもいいかもしれない。


「…………」


　と、そこで彼は機き嫌げん悪そうに顔をしかめ、ポケットからケータイを取り出す。アドレスから雷ガキと書かれた文字を押す。するとプルルと呼び出し音が鳴り、電話が繫がる。


　それに、


「俺だ」


　と、月光が言うと、それに美雷が少し怒おこったような声で応えてきた。


『さきに帰るなんてひどいよー』


「ノロマを待つ趣しゆ味みはない」


『へーんだ。あたしは月光より足速いもんねーだ』


「ところでおまえ、金はいくら持ってる？」


『え？　お金？　ええと、今朝ゲッコーにお小こ遣づかい５００円もらったから……』


「５００円あれば十分だ。コーラが切れた。帰ってくるとき買ってこい」


『え、え、あたしも……』


「ポッキーでもなんでも買え。あとで小遣いやる」


『やったー』


「……ところでおまえ、いま、どこにいる？」


『え……あ、ええと……』


「なんだ」


『あ、あのあの、ゲッコーにいっちゃいけないっていわれてたとこなんだけど……』


「ふむ？」


『でもね、でもね、ここすっごいいいとこなんだよ！　ゲッコーもおいでよ！　パフェ食べれるんだからね！』


「パフェ？」


『うん！　お城でね！　パフェなんだよ！』


「城でパフェ……？　おまえ、まさかそれは……」


　が、そこで突とつ然ぜん、ケータイが切れた。


　それに月光はケータイを見つめ、


「[image: ]？　なんで切れる？」


　と、吐はき捨すてるように言う。それからもう一度雷バカのボタンを押すが、


『お客様のおかけになった電話番号は……』


　というところで、


「ふざけるな！」


　と、月光はケータイを閉じて、テーブルの上に投げる。


「…………」


　それからその、ケータイを見つめる。無言で見つめる。そしていま、美雷の身になにが起きているのかを、少しだけ想像する。


　さっきわざわざ、美雷がラブホテルへ入っていった、と告げ口しにしてくれたバカ女は、美雷が男と一緒にいたと言っていたが。


「……パフェを餌えさに、連れこまれたか？」


　と、彼は呟つぶやく。


　いまどき五歳のガキだって、アメちゃんあげるからついておいでと言われた瞬しゆん間かんにすぐさま警察に通報するというのに、パフェごときでラブホテルにいくなどと、あの馬鹿ペットはどれだけ馬鹿さをアピールすれば気が済むのか。


「…………」


　いや、まあ、仮に男に襲おそいかかられたとしても、人間ごときが美雷をどうにかできるとは思えないから、なんの心配もいらないのだが。


「…………」


　しかし月光は、テーブルに投げたケータイを、再び手に取った。そしてもう一度美雷にかけてみる。


『お客様がおかけになっ……』


　そこでケータイを閉じる。そして、


「……電源を切ったのは、誰だれだ？」


　と、呟く。


　美雷がしゃべってる横から無理矢理ケータイを奪うばいとり、電源を切った奴やつがいる。


　だがそんなことができるのはいったい、誰だ？　いや、そもそも、そいつは人間なのか？


　もちろん、ただケータイの電池が切れた、という可能性もある。あいつはしょっちゅうケータイの充じゆう電でんを忘れるので、電池が切れてしまっただけの可能性はあるが、しかし、なにか妙みような事件に巻き込まれてしまっている可能性もある。


　だから月光はそれに、


「……くそが。なぜ雑ざ魚こどもはああも俺に迷めい惑わくばかりかける？」


　と、立ち上がった。


　それからもう一口コーラを飲むと、詰つめ襟えりを首まで締めなおして歩きだす。キッチンを出て、階段を昇のぼる。そして自室へと入る。


　ベッドと机しかない、簡素な部屋。


　その部屋に入り、


「開け」


　と、月光は呟く。


　すると部屋の中央の空間が歪ゆがみ、次元の穴が開く。


《道み程ち》だ。


　彼は《聖地》の力で、自室と生徒会室を常に繫つないでいる。


　この《道み程ち》で一度生徒会室に帰り、それから生徒会室で、いま美雷がいる場所を探ろうと、そう思ったのだ。


　だから穴をくぐって、生徒会室へと戻ろうとする。


　部屋から、宮みや阪さか高校の生徒会室へと戻ろうとする。


　だがそこで。


「…………」


　妙なものが見えた。


　生徒会室の中に、人ひと影かげがある。


　いや、違う。そいつは人ではなかった。


　とても人間には見えないほどに美しい姿。


　サイトヒメアだ。


　そのサイトヒメアが、どういうわけかセーラー服の上着を脱ぬごうとしていて。いや、もう半分脱いでいて、透すき通とおるような真っ白い背中が見える。


　そしてその光景に月光は、


「……なにをしている？」


　と、言った。


　するとそれにサイトヒメアが、


「え!?」


　と、叫さけぶ。そのままこちらを向きかけ、それからセーラー服を半脱ぎだったのに彼女は気づいて、


「あ、あ、きゃー」


　などと、あの高飛車な魔ま女じよとは思えない慌あわてっぷりで顔を真っ赤にする。胸をおさえてしゃがみこむ。


　とそこでさらに、よりにもよって生徒会室に鉄の馬ば鹿かが戻ってくる。


　鉄はまずこちらを見つめ、それから上半身半はん裸らで床ゆかにしゃがみこんでいるサイトヒメアのほうを見下ろしてから、再びこちらをにらむと、


「おい月光てめぇ、いったいヒメアになにした!?」


　なんて怒ど鳴なり付けてきて。


　それに月光は、


「…………」


　彼はもう、うんざりした顔で深いため息をついた。







放課後ノート三人目に続く
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　学校の講堂に、


『ダメ。ゼッタイ』


　と書かれた垂れ幕がかかっている。


　その下を生徒会長である紅くれない月げつ光こうはゆっくりと進んでいく。


　漆しつ黒こくの髪かみに、冷たい瞳ひとみ。宮みや阪さか高校の詰め襟の制服をきっちりと首まで締しめ、腰こしのベルトにはやはりフェンシングの剣けんのようなものを吊つり下さげている──なんていうその姿に、学校中の女子たちは夢中だ。


　彼が講堂に現れた瞬しゆん間かんから、まるでアイドルかなにかが登場したかのように、きゃーきゃーと黄色い声が上がり始める。


「…………」


　しかしその、女子たちの声をまるで気にせず月光は進んでいく。そのまま壇だん上じようへとあがり、まるでにらみつけるかのように全校生徒一三二〇人を見つめる。続いて前にあるマイクがオンになっているか確認するように、彼はマイクをポンポンっとたたく。


　するとまた、女の子たちがキャーと叫び、それに向かって月光は、


「黙だまれクズども」


　と、言った。


　そんなことを女の子に言った日にはもう、翌日から学校中の女子に一いつ斉せいに無視とかされそうなものだが、しかし女の子たちは、


『は～い[image: ]』


　とか、言う。静かになる。そのあまりの月光の人気ぶりを、男子生徒たちが苦々しい顔で見る。


　スポーツ万能学業優秀女の子にモテモテ先生の信しん頼らいも厚い、さらにその上、まだ一年生だというのになぜか生徒会長──なんていう、もうマンガのキャラでもいないような肩かた書がきを持ちまくっている彼は、静まり返った講堂の中を鋭するどい瞳で見回す。


　そして自分に逆らい、無む駄だ口ぐちをたたこうとする奴やつがいないのを確認すると、続けた。


「あ～、五、六限目を潰つぶしておまえらに集まってもらったのは、俺から少し話があるからだ。しかしその話を始める前に、まずはこの、上にかかっている垂たれ幕まくを見てみろ」


　と、自分の頭上を指さす。それに生徒全員が、月光の頭上の壁かべにかかっている垂れ幕を見る。するとそこには、


『ダメ。ゼッタイ。薬物の恐きよう怖ふについて考えてみよう教室』


　なんてことが、書かれている。それを全員が読んだのを見はからって月光は続けた。


「読んだか？　読めない奴はいますぐ出ていって幼よう稚ち園えんからやり直せ。読んだ奴は、もう俺を見ろ。よそ見するな。話を続ける」


　それで視線は再び、月光に集中する。


「これはつい一昨日おとといの話だ。俺は校長から、今日の行事について聞かされた。なんでも毎年、この六月には生徒会主導で宮みや阪さか署から生活安全課の補導員を招き、薬物乱用の危険性について講義をしてもらうことになっているそうだ。上の垂れ幕も、宮阪署の奴らが用意してくれたらしい。俺は一年だから知らなかったが、二年、三年にとってはお馴な染じみの行事だろう？」


　と、言う。


　するとその問いかけに、二、三年生の月光信者の女の子たちが次々とうなずいた。


　そう。


　これは毎年行われている行事なのだ。


　青少年に、シンナーや覚かく醒せい剤ざいの魔まの手てが伸のびないよう、警察の方を招いて講義をしてもらう。もちろんそんなことをしたところでやる奴はやるし、やらない奴はやらないのだが、しかし、それでも薬物の恐怖について、まったく知らせないよりは抑よく止し効果があるだろう。だから毎年、宮阪高校の生徒会が補導員を呼んで講義をしてもらっていたのだが。


　それに月光が、


「しかしここで一つ聞きたい。特に去年、『薬物の恐怖について考えてみよう教室』なる講義を受けた、二年、三年に聞きたい。おまえらは十七、八にもなって、薬物が危険だということがわからないほど馬鹿なのか？」


　なんてことを、言った。


　それにちょっとだけ、講堂の中がざわめき始めるが、しかし彼は気にしない。


「どちらにせよレベルの低い馬鹿に合わせて俺の貴重な時間を潰すつもりもない。だから宮阪署に電話して、言っておいた。うちの学校には高校生にもなってクスリをやるようなボンクラはいない。もしいたとしても、そんな社会のゴミは見つけ次第俺が殺すから安心しろ。だから二度とうちの学校に干かん渉しようしようとするな、この公務員イヌどもが──と、伝えておいた。つまり今日、五、六限目を使ってやる予定だった『薬物の恐怖について考えてみよう教室』は、考えてみるまでもないので、休講にする。さっさと帰れ」


　と、そう言った瞬間、わーと生徒たちの歓かん声せいが上がる。突とつ然ぜんの休講に生徒たちは喜びいさんで立ち上がり、帰ろうとする。


　それを月光は見つめ、しかし最後に少し大きな声で、


「だがもし、いまクスリをやっている奴がいたら名乗り出ろ。殺してやる。殺されたくなければ、いま、この場で心の中で二度とクスリをやらないと誓ちかえ。いままでの生徒会がどの程度無能だったのかは知らないが、俺が会長になったからにはこの学校に薬物など蔓延はびこらせない。今後生徒会は、校内で薬物が使用されているかどうかの調査を始めるつもりだ。見つけ次第粛しゆく清せいする。もしも馬ば鹿かどもが俺の手をわずらわせるようなら、そいつらは必ず後こう悔かいすることになる。わかったか？」


　と、言った。


　それに女子生徒たちがまたはーいとか言う。


　男子生徒たちはうんざりしたような顔になる。


　だが、月光はそんなのは見ていない。


　彼が見ているのは、いまの言葉で顔色が変わった者、反応がおかしかった者、だ。


　もちろん一三二○人、すべてを確認することなどできないが、まあ、一人捕つかまえることができれば、あとは芋いもづる式しきだ。


　彼は目を細め、生徒全体を見み渡わたす。


　それから小さくうなずき、


「以上だ。解散」





　それで、今日の学校は終わった。





◆







　その、講堂の一番後ろにある、主に二、三年生が出入りする扉とびらの前で、鉄くろがね大たい兎とは腕うで組ぐみをしていた。少し茶色がかった髪に、ちょっとだけ吊り気味の強気な瞳。中学までやっていた空手でそこそこ鍛きたえられた細身の体に、詰つめ襟えりの学生服。腕にはやはり、生徒会委員をあらわす腕わん章しよう。


　その腕章を指でぽんぽんっとたたきながら、


「……ってか、こんな人数の中からクスリやってる奴を探すなんて、ぜってー無理だと思うけどなぁ」


　と言いながらも、大兎は講堂から出ていく生徒の顔を確認する。


　なんでも我らが生徒会長様が言うには、


『俺の演説を聞いて、挙動がおかしくなる奴がいるはずだ。それを見つけろ』


　とのことなのだが。


「……挙動がおかしい奴、挙動がおかしい奴、ねぇ……」


　と、そう呟つぶやきながら、生徒たちの群を見ていく。


　しかしやはり、そんなのを見つけられるはずがなかった。というよりもまだ一年生の大兎が、上級生ばかり通るここに立っているだけでちょっとにらまれたり、からまれてしまって、とても生徒の群の監かん視しなどできそうもないのだが。


　とそこで、ガラが悪いで有名なラグビー部の先せん輩ぱいたちがこちらをにらんで、言った。


「一年坊ぼうが誰だれを粛清するって～？」


　続いて柔じゆう道どう部の奴らが言った。


「ガキがあんまいきがんなよ？」


　さらに吹すい奏そう楽がく部の女の子が、


「ちょっと一年の子をいじめるのやめなさいよ～、震ふるえておしっこちびりそうじゃな～いぎゃはははは」


　ってね、おまえらまじでぶっ飛ばすよほんとに、とか、大兎は思う。


　いや、はっきり言って以前の大兎なら、こんなにたくさんの上級生にからまれてしまったら、本当に震えておしっこちびっていたかもしれないのだが、


「…………」


　しかし、いまはもう違ちがった。


　月光の馬鹿に無理矢理生徒会委員の役職を押し付けられ、そしたらその生徒会は日々異世界から学校に侵しん入にゆうしてくる化け物やら悪あく魔まやら《天てん魔ま》やらもうよくわからないものを退治したり管理する、なんていう、あきらかに頭おかしいとしか思えないことを仕事にしていて。


　で、昨日の晩も、校庭の中を出たり潜もぐったり出たり潜ったりする山手線よりもでかいムカデとぎゃぎゃあ叫さけびながら殺し合いをしていたのだ。


　そしてそんな巨きよ大だいムカデと殺し合いをした翌日に、いまさら柔道部の先輩に「てめぇむかつくんだよ」とか言われても、なぁ。


「…………」


　と、大兎は上級生たちを見る。


　ガムをくっちゃくっちゃかみながら、あきらかに挑ちよう発はつするようににらんでくる不良グループの先輩の方々。


　月光と仲が悪い、柔道部の先輩の方々。


　素行が悪いと噂うわさの女の子が集まる、吹奏楽部のみなさま。


　そんなみなみな様方を見回して大兎は思わず、


「……はぁ」


　とため息をついた。


　するとそれに、


「ああん!?　なんだよそのため息はよ!?」


　と、怒ど鳴なられてしまい、それに彼はげんなりしながら言う。


「……ああ～、ええと～……すみません。ちょっと先輩方に囲まれて、緊きん張ちようしちゃいまして」


「ああ？　なめてっと痛い目みんぞコラァ」


「はい。すみません」


「へへへ、こいつまじでびびってやんの」


「…………」


「もうやめてあげなよ～。ほんとにイジメになっちゃうよ～」


「…………」


「はは、そうだな。ここじゃセンコーの目もあるしな。でも次会ったときにンなツラしてっと、俺らなにすっかわかんねぇよ？」


「……はい。以後気を付けます」


「わかってんなら、いいよ。許してやらぁ。俺ってやっさし～」


　なんてことを言ってまた、ぎゃはぎゃは笑いながら先輩たちは通りすぎていく。


　それを大兎はげんなりと見送りながら、


「……とりあえずうちのラグビー部と柔道部は、クスリやってる奴やついそうだよなぁ。不良の溜たまり場ばらしいし」


　と、小さく呟いた。


　するとそこで突然。


「なにあれ～」


　という、聞きおぼえのある女の子の声が、大兎の横で上がった。そしてそのままその子が、上級生がたくさんいる講堂の中で思いっきり彼の腕に抱だき着いてきてしまう。


　それに大兎は、


「うわっ」


　と驚おどろいて、そちらを見る。


　するとそこには大兎と同じ高一くらい──十五、六歳の美少女がいた。


　宮阪高校のセーラー服に、赤いプリーツスカート。日本人にはありえない薄桃ラベンダー色の長い髪かみに、陰かげ一つない純白の肌はだ。つんと上を向いた鼻に、輝かがやくようなピンクの唇くちびる。そして悪戯いたずらっぽい、それでいて妖よう艶えんな真紅の瞳ひとみ──という、とても普ふ通つうの人間には見えないほどの圧あつ倒とう的てきな美び貌ぼうを持つ彼女は、しかし実際のところ本当に『人間』ではなかった。


《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》サイトヒメア。


　この美しい、人ではない女の子に大兎は九年前に出会い、そして彼女に『毒まじゆつ』を注ぎ込まれてしまったことによって彼は十五分の間に連続して七回殺されない限り決して死ぬことがない、などという奇き妙みような、不死の呪のろいをかけられてしまったのだが。


　しかし、そんな話はとりあえずいまはどうでもいい。そんなことよりも──と、大兎は慌あわてて言った。


　抱き着いてくるヒメアに向かって、


「わわわ、ひ、ヒメア!?　だめだって。あの、こんなとこで抱き着かれたら、余計上級生に目ぇつけられちゃうから！」


　しかしそれにヒメアはあははと笑い、


「別に目ぇつけられても、いいよ～。上級生って、さっき大兎のこと馬鹿にしてた人間どものことでしょう？　私の大兎を馬鹿にして、たかが人間が生きてられると思ってるほうが間ま違ちがいなのよ」


　なんてことを言いながら、彼女は右手を前へと真っ直ぐ伸のばす。するとその指先に青白い光が生まれて、


「とりあえず全部殺しちゃおっ」


「ってちょっと待ったぁああああああ!?」


　と、大兎は叫んだ。
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　そして慌ててヒメアの、なにやら魔ま法ほうっぽいことを行おうとしている華きや奢しやな手をぎゅっとつかむ。強くつかむ。


　するとそれに、ヒメアはなぜか顔を赤らめて、


「あ[image: ]」


「いやいや、あ[image: ]　じゃなくて」


「な、なんか……なんか今日の大兎……強引だね」


「違ちがぁあああう。まじでそうじゃなくてね……」


　と、言いかけて、しかし彼は言葉を止める。


　なぜなら周囲の上級生たちがもう、とんでもなく怒おこった顔でこちらを見ていたから。


　そしてその先輩たちの顔にはこう書いてある。


『……こいつら……こいつらもう、チョーシ乗ってるどころの騒さわぎじゃねぇだろ』


　それに大兎は思わず、もっともですね、と、答えたくなった。


　こんな全校生徒が集まっている講堂の中で、人とは思えないほどの美少女と抱だき合あうだなんてもう、上級生に殴なぐってくれと言っているようなものだった。いやそれどころか、職員室呼びだしまであるかもしれないレベルのチョーシに乗りっぷりだった。


　それに大兎は、


「あ～」


　と、言う。


「いや～、その」


　と、言う。


　本当なら、月光の発言によって挙動がおかしくなった奴を見つける、という任務があったはずなのだが、しかし、あきらかにいま、このあたりで一番挙動がおかしいのは自分なので、そんな任務を果たせるわけがなかった。


　だから、


「じゃあ、ああ～、お騒がせしました。僕、そろそろ帰りますね」


　と言って、大兎は一歩、後ろに下がる。


　すると彼の左手に抱き着き、もう片方の手を握にぎりあっているヒメアもそのまま一いつ緒しよについてきて。


　それにヒメアが言う。突とつ然ぜん、なにか大事なことに気づいたと言わんばかりの顔で、


「あ、これ！　これダンスっていうやつでしょ？　二百年前にヨーロッパで見たことある！　あれ、じゃあいま広間でやってたのって、舞ぶ踏とう会？」


　なんて見当外れすぎる発言に、


「ヒメア」


「うん？」


「黙だまって」


　と、大たい兎とは言った。


　するとそれに、ヒメアはなにを勘かん違ちがいしたのか、またも顔を真っ赤にして、


「う、うん」


　と、言う。そしてそのままなぜか目を閉じ、まるでキスを待っているかのような表情でこちらに綺き麗れいな顔を上げてきて。


　それに上級生たちが、


「おまえらあああああぁああああああ!?」


　もっともな怒鳴り声ごえを上げた。


　それに大兎は言い訳しようとして、しかし、もうこれのどこをどう言い訳していいのかわからなくなって、とりあえず、


「さ、さよなら！」


　ヒメアの軽い体をひょいっと抱かかえあげ、走りだした。


　すると、


「逃にがすんじゃねぇ！」


　と背後で怖こわそうな先せん輩ぱい方の声が上がるが、もう振ふり返かえらない。


　そして大兎の任務。


　月光の演説を聞いて挙動がおかしくなった奴を見つける──は、まるで達成できずに、終しゆう了りようした。





◆







　遠くで軽音部がヘタクソな演奏を始めたのがうっすら聞こえる。校庭からは女の子たちが、今日もしまっていこーとか元気な声を上げている。


　その声のほうに少し耳を傾かたむけながら、


「……あれ、何部だろ」


　なんてことを、大兎は呟つぶやく。


　彼が歩いているのは、静まり返った中央校舎の廊ろう下かだ。


　五、六限が休講になったので、まだ午後になったばかりだというのに早くも放課後のような気け怠だるい雰ふん囲い気きが学校中を包んでいる。


　そのふわっとした空気を感じながら、大兎は振り返り、


「……あ～でもヒメア、今回のことについてはちょっと、お説教していい？」


　なんてことを、後ろをついてきた美少女に向かって、言う。


　するとヒメアはこちらを見上げ、


「お説教？　大兎が私に？　なになに？」


　なぜか嬉うれしそうな顔をして。そんな嬉しそうな顔を見せられた状態でお説教なんかできないなぁ、なんて思いながらも大兎は続けた。


「いやあの、やっぱ人前であんな派手に抱き着いたりするのは……」


「やだ」


「ってまだ全部話してな……」


「やだ」


「だから」


「やだ」


「ええと……」


「それとも大兎は私に抱き着かれるの、嫌きらい？」


「……え？　いや、嫌いじゃないけど……」


「じゃあいいじゃん」


「…………」


「大兎大好き！」


　と、ヒメアはまるでこちらの話など聞かずに抱き着いてくる。そして、


「お説教、終わった？」


　なんてことを聞いてきて。


　それに大兎は、


「…………あ～、うん……あきらめた」


「あはは」


「いや笑いごとじゃないんだけどね～ん」


　なんてことを言いながらも、彼女は今日もすごく楽しそうな顔をしているので、まあいいか、と思ってしまう。


　いや、俺ってばこんなに女の子の尻しりにしかれてていいのかな～とも思うが、まあ、そうじゃなくても彼女はもう、何万年も生きているすごく有名な種族の魔ま物ものらしいので、主導権が取れなくても仕方ないよな～とか、自分に言い訳する。


　そしてそのまま、彼は抱き着いているヒメアを引きずりながら、廊下を進む。するとすぐに生徒会室の入口が見えてくる。その扉とびらを開くと、


「…………」


　すでに部屋の主は、戻もどってきていた。


　長方形の会議用机の前に、月光はもう、これ以上ないほど偉えらそうに座っている。


　机の上にはお湯を入れた保温ポット。小さなカップにティーバッグ。その前に散乱した、カフェインの錠じよう剤ざい。月光は寝ね不ぶ足そくが続くとそのカフェインの錠剤を飲んで生徒会の業務を続けるのだが、


「……な～にが薬物禁止だよ。おまえが一番薬やく中ちゆうじゃねぇか」


　と、大兎が言うと、それに月光はこちらに目を向け、


「馬ば鹿かが。カフェインは違い法ほう薬物じゃない」


「でもたぶん、体に悪わりぃぞ？」


「おまえに心配される趣しゆ味みもない」


「んぁ？　心配なんてしてねーし」


「はは。いくら吠ほえたところで飼い犬は主人の心配をするものだ」


「[image: ][image: ]ん？　誰だれが犬だって？」


「おまえだ」


「殺すよ？」


「ん？　いまなんと言った？」


「だからてめぇ、あんま偉そうにしてっとぶっ飛ばすぞって言ってんだよ」


　と、大兎が言うと、月光はそれにうなずき、


「ああ、そうか。すまない。わんわんうるさくされても、俺は人なのでおまえの言葉はわからないんだった」


「ってこいつわまじで!?」


　と、大兎は怒ど鳴なりかけてから、はぁっとため息をついた。そのままげんなりと月光を見つめ、


「……ああもう、な～んかおまえの毒どく舌ぜつに毎日耐たえてるせいか俺、高一にして仙せん人にんばりの心の広さを身に着けちゃいそうだよ」


　と言うと、それに月光は笑う。


「そうなるよう調教している」


「馬鹿ぬかせ」


「あともう少し無む駄だ吠ぼえがなくなったら、売りに出すつもりだ」


「俺は小イヌかよ」


「かわいげはゼロだがな。だがトップブリーダーの俺にかかれば、ギリギリ保健所はまぬがれるだろう。泣きながら感謝しろ」


　なんて馬鹿なことを言いながら、月光はこちらから目をそらし、再び机に載のっていた書類へと目を戻す。


　それに大兎は肩かたをすくめ、生徒会室へと入りながら言った。


「ったく、んじゃ俺はペディグリーチャム以外喰くわない高級犬だから、覚かく悟ごしろよ」


　というその、せっかく乗っかってやった冗じよう談だんを、


「…………」


　しかしむかつくことに月光は完全に無視だが──まあ、そういうのももう慣れてきたので、大兎は気にしない。


　彼はそのまま部屋の中に入る。続いて後ろからヒメアも入ってくる。


　すると生徒会室の中では、もう一人の生徒会委員が、なにやら書類仕事をしていた。


　安あん藤どう美み雷らいだ。


　やはり宮みや阪さか高校のセーラー服を着た、少女。なぜか強気に見えるまん丸たれ目に、長いポニーテール。背が低く童顔なので、美雷は見た目十三、四歳くらいに見えるが、実は本当に十四歳だった。いやそれどころか彼女は、人ですらなかった。


　十四歳の、雷を司つかさどる悪あく魔ま。


　その悪魔が無む邪じや気きな顔を上げ、


「お～不死身くん、ヒメちゃん、おかえり～」


　と手を振ってくる。


　人じゃない、本物の悪魔が手を振ってくる。


　それにヒメちゃんと呼ばれた《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》が優しく微笑ほほえんで手を振り返し、二人で会話し始め。


　さらに目の前にはとても人間とは思えないほど性格の悪い生徒会長がいて。


　そして大兎自身も、制限付きだが不死身の体を持っている。


　それに彼は、思う。


　あらためてちょっと、思う。


「…………」


　人間が一人もいねぇじゃねぇか、と、もっともなことを思う。


　そしてその人間じゃない生徒会委員たちで、昨日の晩はムカデの化け物と殺し合いをしていたのだ。おまけにこの学校の陰かげの支配者は《軍》とかいう謎なぞの組織で。この生徒会室には《聖地》とかいう、異次元にいきたい放題の謎の穴があいていて。


　とか、そんなこんなの怪あやしさ爆ばく発はつのこの学校で、いまさら生徒の間に違法な薬物が蔓まん延えんしてやばーい！　なんて普ふ通つうの事件のことを言われても、いまいちちょっとピンとこないのだが。


「…………」


　しかし、月光は深刻な顔で書類を読んでいた。その書類をのぞきこむと、『宮阪高校における薬物汚お染せん状じよう況きようについて』なる見出しが書かれている。


　なんでもいまこの学校は、『バジル』とかいうなにやらイタリア料理で使いそうな香こう草そうのような名前のドラッグに、汚染されつつあるというのだ。


　話によると、楽にやせられるだとか、集中力が増して勉強がはかどるだとか、よくある馬鹿なクチコミで広がってきているらしいのだが。


　そんな中、一昨日おととい生徒会へ校長からこんな電話があった。


『く、紅君、どうしよう!?　もうすぐ宮阪署を招いて『薬物乱用防止教室』を行うことになっているのに、わが校に薬が蔓延してるというじゃないか！　このまま警察を招いて、学校の体面は守れるのかね!?』


　っていやいや、学校の体面とかすでにそういう問題じゃないだろ校長──と、大たい兎とは思ったがまあそれはおいておくとして。


　そんなこんなでなぜか現在、生徒会は全力を挙げて宮阪高校にはびこる、『バジル』なる薬物を取とり締しまろうとしているのだった。


「まあ、俺はこんなの警察に任せるべきだと思うけどな～。ってかこんなことまで生徒会がやることなのか？」


　と、大兎は言った。


　だいたい生徒会が注意したところで、すでに中毒になってしまった生徒を止めることができるとは思えないのだが。


　しかしそれに、書類に目を走らせたままの月光が言う。


「警察などに関かん与よはさせない。この学校で起きていることは、すべて俺の管かん轄かつだ」


「そりゃたいした王様ぶりで」


「王様だからな」


「言うと思った」


「そして王様は、国民の平和を守る必要がある」


　なんて言葉に、


「へぇ……おまえってそんな責任感あったんだ」


　と大兎が馬鹿にしたように言うと、月光はうなずき、


「当然だ。この学校の生徒はすべて、俺の大切な仲間だからな」


　なんて臭くさいセリフを堂々と言い放つ。


　それに大兎は、


「……いや、あ～、そんな真顔でまともなこと言われると、もう文句言えないけどさ。ってかじゃあ、まじでおまえ、この事件解決しようと思ってんだ。この生徒会って、普通の生徒会っぽいこともすんのな」


　と、ちょっとだけ意外に思う。


　五月の終わりに生徒会に無理矢理入れられてからの約一か月、化け物退治やら異世界からきた呪のろいの解除やらと、そんなよくわからない仕事ばかりさせられていたのだが、どうもこの生徒会は、普通の業務もするらしい。


　普通の、高校生らしい仕事を。


　それに、


「んじゃなんか、ええと、ちょっと真しん剣けんに手伝ってもいいかな」


　なんてことを、大兎は思った。


　ここのところまるで普通の高校生らしいことをしていなかった彼は、なんか少しだけそれに、楽しい気持ちになってしまった。


　そして月光がいま必死に読んでいる、『宮阪高校における薬物汚染状況について』と書かれた書類の続きを読んでみることにする。


　いまの状況をちゃんと把は握あくして、少しくらいはこの馬鹿を手伝ってやってもいいかなと、本気でそう思ったのだ。


　だから彼は、月光が読んでいた書類をのぞきこむ。するとそこには、こんなことが書いてあった。


『現在『バジル』という名前の薬物が宮阪高校に蔓延しているが、これは以前に紅月光生徒会長が異世界から持ちこんだ毒『バシリスクの唾だ液えき』を改良したものだと判明した。さらに『呪具開発・研究部』からの報告書によると、この毒についてはまだ安全性が確認されていないにもかかわらず、会長からの強引な圧力により何人かの生徒に投とう与よされ、さらにはそれを持ち逃にげされてしまい、今回の事件へと発展したことも確認済みである。よって今回の事件の責任を問うため、再度会長を査問会へと召しよう喚かん──』


　が、大兎がそこまで読んだところで月光は書類をくしゃっと握にぎり潰つぶし、まるで正義の味方のような顔で、言った。


「クソ。絶対に俺がこの薬の蔓延を止めてやるぞ」


「っておまえが薬の出所じゃねぇかぁああああああああああ！」


　という大兎の言葉に、しかし月光はこちらを見上げ、おまえは馬ば鹿かかと言わんばかりの顔で、


「高校生にもなってドラッグの使用が違い法ほうと知らないはずがないだろう？　使った奴やつが悪い」


「おまけに人のせいかよ」


「当然だ。俺がやることはいつも正しい」


「いやもう、もうおまえは一回死ね！」


　と、大兎が言うと、それに月光は肩をすくめる。


「いや、あいにく死ぬのはこの薬を使った生徒だな。どうやら《軍》がこの薬を術的解かい析せきにかけたところ、この薬を使った者は初め気持ちよくなり、すぐに薬に依い存ぞんしてしまう。さらにそのまま薬を常用し続けると一週間後に身しん体たい能力が突とつ然ぜん上がる。二週間後に魔ま獣じゆう化が始まり、体内で同じ薬を生みだせるようになる。そしてその薬でさらに仲間を増やそうとするが、三週間を過ぎたあたりで人間のひ弱な体では毒に耐たえきれなくなり、心臓が爆発するらしい……まったく。いったい誰だれがこんなひどいものを作ったんだ」


「おまえだおまえ」


　と、大兎が突つっこむが、それをまるで気にしていない顔で月光は立ち上がり、


「とにかく事態は逼ひつ迫ぱくしている。現場のことをなにもわかっていない《軍》の奴らのくだらない説教に付き合わされないためにも、急いで事態を収拾する必要がある」


「おっまえ、生徒の心配とかは欠片かけらもないのね」


「ないな」


「って気持ちいいほど即そく答とうだな～」


「時間がないからな」


「いやそういう問題じゃないと思うけど……」


　と、大兎はそう言ってから、月光のあまりにいつもどおりの俺様ぶりに少しだけため息をついて、


「まあ、でも確かに時間ないみたいだな。なんだっけ？　薬飲んでる奴は二週間で魔獣化で、三週間で心臓爆発だっけ？　その魔獣化ってのがどんなもんかは知らないけど、ええと、あ～、薬がどんどん広まってるってことは、魔獣化して薬作ってバラまいてる奴がいるってことだよな？」


　と言うと、月光はうなずく。


「そういうことだ」


「つまりもう、最低でもこの薬が広まり始めてから二週間以上は経過してるってことだよな？」


「いや、すでに五週間以上経過している」


　なんていう、その言葉に、


「はぁ!?　ってことはもう死人が出てるってことじゃねぇか？」


　と大兎が言うと、それに月光は首を振ふる。


「いやまだだ。というよりも、最初に薬を持って逃とう走そうした生徒たちに関してはすでに捕とらえたのだ。さらにその生徒たちが薬を渡わたしたと思われる生徒も、捕らえた。そして新たに開発した抗こう『呪じゆ詛そ』薬による治ち療りようを施ほどこした。そして俺も《軍》も、そこで薬の蔓延は食い止められたと、そう思っていたのだが」


「もう広まっちゃってた？」


「ああ。うちの学校の馬鹿どもは、『ダメ。ゼッタイ』という例の日本語すら読めないらしい。しかしもう、この宮みや阪さか町を中心に周囲五十キロを封ふう鎖さし、全住民に対して抗『呪詛』薬を投与する準備を進めている。だからこれ以上薬が広がる心配はないだろう」


「っておいおいなんか、なんかいきなりものすげぇ大ごとな話になってきてない？　封鎖って、あれじゃん。なんか、なんかバイオハザードみたいな話に……」


　しかしそれに月光は、


「大ごとにはならない。最悪薬の蔓延が止まらない場合は、周囲百キロの爆ばく撃げきの準備までしてある。世界が滅めつ亡ぼうするようなことはないだろう」


「ってはぁ？　はぁああああ？　だからそれ、どこのバイオハザードだよ！」


　と大兎が怒ど鳴なると、月光はやはり真顔のまま、


「ここだ」


「いやそーだけど！　そーだけどおまえ、バイオハザードが普通の高校で起きちゃまずいだろ」


「そうか？」


「そうだよ！」


「なら無む駄だ口ぐちをたたかず、さっさとなんとかしろ。まあ、といっても薬の蔓延については放っておいても抗こう『呪じゆ詛そ』薬の一いつ斉せい投とう与よで止まるだろうが」


　という言葉に、大兎は目を丸くして、


「あれ？　あ、そうか。別になんもしなくても、もう薬の蔓延は止まるのか……あれ？　じゃあ俺たちはいったい、なにやってんの？　なんで頑がん張ばって薬やってる奴を探そうとしてるんだっけ？」


　とそう聞くと、それに月光はとても優しそうな顔でこちらを見て、こう説明してくれる。


「……馬鹿と会話するのはもううんざりだ」


「て[image: ][image: ]!?　手伝わすんだからちゃんと説明しろよ！」


「もうしただろうが。あとはおまえのそら豆より小さい脳みそを少しは使え」


　と言われ、それに大兎がなにかを言おうとしたところで、美み雷らいと書類に絵を描かいて遊んでいたヒメアが、


「抗呪詛カウンターカースのスペルを一斉投与する前に、心臓が爆ばく発はつして死んじゃう人がいるから、それを止めたいってことでしょう？」


　なんてことを、言った。


　それに大兎はヒメアのほうを見て、


「……え、ヒメア、いまの話理解できたの？」


　と聞くと、彼女はうんっとうなずく。


　それに大たい兎とは、なんというか少し気まずい顔になって、


「……あ～、ええと、もしかして理解できてない馬鹿は俺だけ？」


　すると今度は美雷が元気な顔で、


「大だい丈じよう夫ぶ！　あたしは聞いてなかった！」


「いやそれ、全然励はげましにならないんだけど」


　大兎はげんなり言う。


　それにヒメアが微笑ほほえんで、


「あは。そんな大兎もかわいいよ」


「え～」


「私が側で、いつも説明してあげるから大丈夫」


「それもなんだかなぁ……ってか、まあ、今日のところは教えて。ええと、なんで俺ら、頑張らなきゃいけないの？」


　そう聞くと、彼女がわかりやすく教えてくれる。


　彼女の説明によると、いまの状況はこういうことだった。


　現在、最初の薬の使用者が逃とう亡ぼうしてから、五週間以上が経過している。


　最初の使用者に関してはもう保護しているからその安全に問題はない。


　その最初の使用者に薬を渡された者も、保護されているので安全に問題はない。


　しかしその二番目の使用者が生みだした薬を渡された、三番目の使用者が、問題だった。


　その三番目の使用者は恐おそらく、薬を使い始めてすでに二週間とちょっと。現在魔獣化して薬を生みだし、せっせとさらなる利用者を増やしている最中だろうけど、しかし、彼らはもうすぐ、心臓が爆発して死ぬ運命にある。抗『呪詛』薬の一斉投与の前に、死んでしまう可能性がある。


　それこそもう、


「月光のあの焦あせりようを見ると、今日にも死人の一人や二人、でそうなんじゃないの？」


　とヒメアが言うと、それに月光はこちらを向き、笑みを浮うかべた。


「……はっ。俺は雑ざ魚こが何人死んだところで焦ったりはしない」


　が、それにヒメアも笑って、


「ふぅん。ならもうなにも気にする必要ないじゃない。人間が何人死のうとこの世界はどうにもならないわよ？」


「…………」


「あは、やっぱり気にしてるんだ。意外とそういうとこ、あなたかわいげあるわよねぇ。ま、大兎と比べたら全然かわいくないけど」


　そう言って彼女はこちらを向き、そのままひょいひょいっと駆かけ寄よってきて、大兎に抱だき着いてくる。


　そしてこちらを見上げ、


「この説明で、理解できた～？」


　なんて聞いてきて。


　それに大兎は、うなずく。


「なんかすげぇやばい状じよう況きようなのは、わかった」


「え？　そんなに大変じゃないよ？　死ぬの人間だけだし」


「いやそれ結構大変なことだから」


「そうかな？」


「そうだよ」


「……ふぅん。まあ、大兎がそう言うなら、そうだね！」


　と、全然大変そうじゃない嬉うれしげな顔でこちらにぎゅうぎゅう抱き着いてきて、その抱き着かれたままの格好で大兎は言う。


「……で、どーすんのよ？　今日死人が出るのを止めるっていうけど、講堂で挙動がおかしい奴やつを俺らに探させようとしてたくらいだから、まるで見当ついてないんだよな？」


　と聞くと、月光はそれに、


「俺がそんな、おまえのような無能に見えるか？」


「うん。見え……」


　と大兎が言いかけたところで、机の上の熱湯の入ったポットが飛んできた。そのポットのお湯がヒメアに当たったりしないように彼は手ではたく。当然彼の手は火傷やけどするが、しかし、その火傷はすぐに修復される。


　ヒメアにもらった不死の肉体のせいで、彼の傷はすぐに消えてしまう。


　そして、だぁもうおまえはガキかよっ!?　と月光に向かって怒鳴ろうとしたところで、プルルルとケータイの着信音が生徒会室の中に鳴なり響ひびいた。それに月光がポケットからケータイを取り出し、


「俺だ。ああ。ああ。で、結果はでたか？　よしわかった。すぐに対応する。ん？　査問会？　知るか。俺抜ぬきで勝手にちちくりあってろと伝えろ」


　と、言いたいことだけ言って、彼は電話を切る。


　それに大兎は、


「いまの、《軍》から？」


「ああ」


「で、なんだって？」


　と聞くと、月光はこちらを見て、


「さっきの講堂での演説のとき、全生徒の脈みやく拍はくと血圧、発はつ汗かん量について《軍》に監かん視しさせていた。そして異常な反応があったもののリストを、いまメールさせている」


　と言ったと同時に、彼のケータイがまた、鳴る。それを月光は見てから、こちらに向ける。


　するとディスプレイには生徒の名前が並んでいる。三十人ほど。それに大兎は顔をしかめ、


「うへぇ、これ全部当たって回るわけ？」


　と言うと、月光はそれにも首を振り、


「いや、名前に心当たりがある。ほとんどが新体操部の女子と、弓道部の女子。それにラグビー部の男子。あとは少数の不良グループだな」


　なんてことを、言う。


　それに大兎は、


「新体操と弓道部？　って、うちじゃまじめでかわいい子が多いって噂うわさのとこじゃん？　そんな子たちが薬なんかに手を出してんの？」


　と言うと、それにヒメアが大兎のほっぺたをつねり、


「も～、誰だれがかわいいって～？」


「あ、あ、いや、ヒメアよりかわいい子はいないと思うけどさ、でも……」


　そんな真ま面じ目めな子たちまで薬をやってるようじゃ、もしこの薬が学校外にまで出たら大変だなぁと、大兎は思う。


　なんとか食い止めないと、なんてちょっと真面目なことを思う。


「んで、作戦は？　いっておまえら薬やってるだろーって聞いても、素直に認めるとは思わないんだけど」


　が、月光はそれに、


「薬をやってるかどうかを確認する必要はない。殴なぐって無理矢理治ち療りよう薬を投とう与よし、そして記き憶おくの消去をする」


　なんて乱暴な発言に、しかし、


「あ～、やっぱそういう展開ね。まあそれが一番てっとり早いけど」


　と、大兎はうなずいた。


「んじゃ、どっから手を付ける？」


　すると月光はもう歩き始めていて、


「俺と美雷で不良グループとラグビー部をあたる。おまえらが残りをやれ」


「ってちょっと待てよ。それって俺に、女の子たちを殴れってことか？」


　そう聞くと、月光は振ふり向むき、楽しげに笑って、


「得意だろう？」


「いやいやそういうの得意なの、おまえだろ？」


「俺は女を殴るのは嫌きらいだ」


「俺も嫌いだよ！」


「なら放置して女どもが心臓を破は裂れつさせる様さまを見てればいいだろう？　とにかく治療薬と記憶消去装置は新体操部が活動している第二体育館に届けさせる。あとはおまえの好きにやれ」


「っておまえ……」


　が、こちらの言葉は完全に無視で、


「美雷、いくぞ。ぐずぐずするな！」


「はーい」


　と、二人は生徒会室を出ていってしまう。


　それを大兎はしばらく呆ぼう然ぜんと見つめ、それから自分に抱き着いているヒメアのほうを見て、


「どうしよ」


　と言うと、彼女はまた、


「人間が死ぬだけなんだから、放っとけば？」


　なんて言う。


　その、彼女の言葉に、


「……っていうわけにもいかないしな～」


　大兎はちょっとうんざりしたような顔で、そう呟つぶやいた。





◆







　中学のころ、


『俺、彼女にするなら絶対、弓道部の子か新体操部の子にするんだ！』


　なんてことを言っていた奴がいたような気がする。


　弓道と新体操にはまるで共きよう通つう項こうがないように思うのだが、そいつに言わせると、その二つがすげぇ萌もえる、とのことで。


『レオタードと袴はかま！　レオタードと袴！』


『ってなんで二回言ったの？』


『大事なことだからだよ！』


　と、そいつは拳こぶしを握にぎり締しめ、教室のど真ん中で熱く語っていた。


　しかしその彼の主張を、当時まだ中ちゆう坊ぼうだった大たい兎とは理解することができなかった。


　というよりも大兎が通っていた中学には弓道部も新体操部もなかったので、理解しろというのがそもそも無理な話だったのだが。


　しかしいま、弓道部と新体操部がある宮みや阪さか高校に入った大兎には、そいつの気持ちが少しは理解できるかも、なんて思っていた。


　確かに新体操部と弓道部に所属している女の子たちはかわいい子が多く、それも派手な感じではなく、どこか良家のお嬢じようさま、みたいな感じの子が多かった。


　もちろんそんな親密に話したことがあるわけではないので、実際のところ彼女たちが良家のお嬢さまなのかどうかはわからないが、とにかくいま、その清せい楚そで、可か憐れんな女の子たちを目の前にして、


「…………」


　大兎は再び中学時代の友達の言葉を思いだしていた。


『俺、彼女にするなら絶対、弓道部の子か新体操部の子にするんだ！』


　そして大兎は、前を見る。


　するとどういうわけか、目の前に中学のころ友達が憧あこがれていた二つの部の女の子たちが揃そろっていた。


　新体操部の女の子たちと。


　弓道部の女の子たち。


　場所は宮阪高校第二体育館の入口。


　その体育館の奥のほうには、華か麗れいにレオタードを身に着けた女の子たちがいて、あきらかに良家のお嬢さまなんだなぁと思ってしまうような、こんな口調で言った。


「ああん？　てめぇらなにあたしらの場所に勝手に入ってきてんだよおい！」


　すると体育館の入口側にいる、弓を持ち、袴のようなものを身に着けたどこか清楚そうな女の子たちが、思わずドキドキしてしまいそうなかわいらしい口調で、


「っ[image: ][image: ]!?　どこがてめぇらの場所だって？　ここはうちらの通り道なんだよ！　万年レオタード着た露ろ出しゆつ狂きようどもは裸はだかで街中走ってろや！」


「っんだとコラァ！　チョーシこいてっとっテコマスぞこの昔女どもが！　着物きて男の気ぃ引こうとしてんじゃねぇよ」


「っなことしてねーし」


「してるし」


「アア!?」


「ンァアアアアア!?」


　とか、なんかもう、や○ざ顔負けなきつい口調で言いあう、憧れの女の子たち。


　そしてその可憐と清楚のぶつかりあいな光景を呆然と見つめ、


「……いやあの、これのどこに萌えろと？」


　大兎は怯おびえるような顔でそう呟いた。


　すると横にいるヒメアが、


「あらら、ほんとにバシリスクの毒にやられてるね」


「ん？　あれ、ヒメアこの毒について知ってるの？」


　と聞くと、彼女はあっさりうなずいた。


「知ってるよ～。バシリスクの毒は魔ま術じゆつを使う者にとっては有名な毒だから。この星の大気の構成物質とは相性悪いからこっちでは全然使われてないけど、他の世界では病気の治療によく使われてる」


「へぇ、病気の治療にね……あれ、じゃあ月光は誰かの病気を治したかったのかな」


「どうかな」


「ちなみにどんな病気の治療に使われるの？」


「ん？　え～と、この世界の言葉だとなんていうんだっけ。たぶん……癌がんとかじゃないかな」


「癌？　って、あいつそれ治療しようとしてたわけ？」


「うんと、バシリスクの毒には他にもいろいろ使い途みちがあるからわからないけど……でも、どちらにせよこの星で使おうとは私も思わないなぁ。あまりに危険過ぎるから」


　と、彼女は言った。それがどれほど危険なことなのか、魔ま法ほうを使うことができない大兎には想像もできないが、


「…………」


　しかしこの薬はなにかの病気を治そうとして作られたものらしい。


　癌とか、なにかそういったものの治療をしようとして作られたものなのだという。


　さらに大兎は、さっき月光が読んでいた書類に書かれていたことについても、少し思いだす。書類にはこんなことが書いてあった。


『この毒についてはまだ安全性が確認されていないにもかかわらず、会長からの強引な圧力により何人かの生徒に投与され、さらにはそれを持ち逃にげされてしまい、今回の事件へと発展したことも確認済みである』


　というその、書類の内容を思いだし、っておいおいこれ、どういうことだ？　と、大兎は思う。そんな無理を押してでも月光がこの薬を作りだそうとした理由はいったい、なんだ？　もしかして誰か病気の奴やつを救おうとしてるのか？　それとも、


「……まさか月光本人が病気なのか？」


　と、言いかけたところで突とつ然ぜん、新体操部の女の子が、


「あ、ちょっとあんたたち、生徒会の人？」


　なんてことを、言ってきた。


　それに彼はそちらを向いて、


「……え？　あ、えと、そうだけど……」


　すると新体操部の女の子は弓道部の子たちを指さし、


「もうあんたからもこいつらに言ってやってよ。昼間表おもて歩いていい顔じゃねーって」


「ンだとコラァ！　たれケツさらしてるてめぇらに言われたくねぇよ！」


「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!?」


「ブヴァアアアアアアアア!?」


　ってだからおまえらどこの化け物かって聞いてんの……と、大兎は思わず突つっこみそうになってから、言った。


「あ、もしかして魔ま獣じゆう化ってこれのことなのかな？　性格が荒あら々あらしくなる？」


　が、ヒメアはそれに首を振って、


「ううん。ほとんどの場合、バシリスクの毒が体内に入ると本性が出るようになるんだよ？」


「これ本性かよ！」


「たぶん……魔獣化については他の次元ではそんなことにならなかったから、わかんないなぁ。この星の大気と合成して、なにかおかしなことになっちゃったのかも」


　と、ヒメアが言う。


　するとそこでその、二人のほうへと新体操部の子が言ってきた。


「ボソボソ言ってねぇでこの時代錯さく誤ごの袴どもをなんとかしろや！」


「はぁ～？　なんとかされんのはてめぇらだろが。ぶっとい太ふと腿ももさらして大会に出まくる学校の恥はじどもは退学しろ退学！」


「あんだとグラァ！」


「ヴァアァ？」


　という言いあいを呆然と見つめてから、大兎は、


「と、とにかくこれを、止めるのか……ってか、不良が怒ど鳴なってるのを殴なぐるほうが楽だなぁ」


　なんて言いながら、彼も体育館の中へと入る。そして言った。


「あ～取りこみ中のところ悪いんだけど、ちょっと聞きたいことがありまして」


　するとそれに、女の子たちが言う。


『こっちにゃねぇよ』


「いやええと、そっちになくてもこっちにはあるんだけど」


「知るか」


「消えろよ」


「死んじゃえ」


「きゃははは」


　と、女の子たちに立て続けに罵ののしられ、それに大たい兎とは、


「…………」


　胸を押さえ、ヒメアのほうを振ふり向むく。


「うわー、なんかすげぇ傷つく」


　するとヒメアは笑った。


「褒ほめてあげよっか？」


「いや、大だい丈じよう夫ぶ。もうちょい頑がん張ばるわ」


　そう言ってから、再び前を向く。そして今度は割りこまれないように一気に言った。


「ええっと、おまえらが薬やってんのはわかってんだ。で、さっき紅くれない月げつ光こう生徒会長が言った通り、生徒会は薬物中毒者を取とり締しまることに決めた。手て荒あらな真ま似ねをされたくなければ、俺の言うことに従え！」


　するとそれに、女の子たちの顔色が変わる。というより本当に顔の色が、突然変わってしまう。皮ひ膚ふが緑色になり、さらに鱗うろこのようなものが現れて、


『……ほう、ワタシが生みだすタマゴを奪うばうと、人間がそう言うのか？』


　なんてことを弓道部、新体操部、両方の女の子たちがハモるように同時に言って。それもその声はまるで老人のようなしゃがれ声で。


　それに大兎は、


「……うお～、なんかいきなりホラーっぽくなってきたぞ!?　これだろ？　今度のは間ま違ちがいなく魔獣化だろ？」


　と言うとヒメアが、


「あ、ほんとだね。ちょっとだけバシリスクの姿に似てる。バシリスクも蛇へびだもんねぇ」


「ってそんなのんびりした感想言ってる場合でもないと思っ……」


　しかしそこで、大兎の声が止まる。いや、声自体が出なくなる。声を出そうとしても、息がヒューヒューとどこか妙みようなところへ抜ぬけてしまっているような感かん触しよくがあって。


　それに、


「…………っ」


　彼は自分の胸を、見る。すると胸の、肺の部分に、弓道部の女の子が放った矢が突つき刺ささっていて、その傷口が、矢が刺さったまま急速に治っていく。肺の機能が復活し、再び声を出せるようになり、


「やっば、あっさり一回殺された!?」


　と、叫さけんだ。


　それと同時にさらに弓道部の女の子たちが弓を構えて、


「うわうわ冗じよう談だんだろ!?　ええと、どうするヒメア？」


　と言うと、彼女は指を前に突きだし、言った。


「二秒ぐらい時間を稼かせいでくれれば、全員殺せる魔法を使えるよ？」


「いやいや殺しちゃだめだよ」


「だめなの？」


「そりゃだめでしょ？　もうちょっとマイルドな感じでこう、ふわーっとこいつら戦せん闘とう不能にできないかな？」


　と言うと、彼女はちょっとだけ考えるような顔になってから、


「う～ん。じゃあ鎌かま鼬いたちを呼んで、風でふわーっと足を切断すれば……」


「全然ふわっとしてねぇえええ！　もっと、もっとマイルドにお願いします」


「え～？　もっと？　うんと……じゃあ、眠ねむらせるとかかな？」


「それだ！　それでいこう！　眠らせて縛しばって、で、月光の奴を呼ぼう！　んでどれくらいでその魔法発動できる？」


　と聞くと、彼女は少しだけ難しげな顔で、


「どうかな。眠りの魔法は難しいからな～。バシリスクの毒に汚お染せんされた子たちの脳構造を解かい析せきして、眠るような構成の魔法を作るのに、二分くらいかかるかも」


　それに大兎はうなずき、


「おっけー。じゃあ二分時間稼ぐから、ヒメアその魔法やって！」


　と言ってから、ヒメアを守るように体を沈しずめ、前を見る。


　すると矢が五本、同時に放たれていて。


　そのうち二本は手ではたき落とす。しかし大兎には腕うでが二本しかないので、残りの三本はどうにもならない。一本は脚に、一本は腹に、一本は頭に刺さり、そのまま後ろへ吹ふっ飛とぶ。床ゆかに倒たおれ、頭に刺さった矢を抜きながら、


「い、いまの、腹と頭のは死んだよな……ってことはもう三回死んでる？」


　ちなみに彼が不死の力を発揮できるのは、十五分以内に六回まで。七回死んでしまうと本当に死んでしまうのだが。


「つまりあと三回しか死ねないのか……」


　と言いながら、彼は立ち上がる。そして目の前を見る。するともう、弓道部の女の子たちはさらなる矢を番つがえていて。


　さらにレオタードを着た女の子たちは、まっすぐこちらへ向かって駆かけてきている。その足が、異常に速い。とても人間とは思えないほど速い。そして手を振り上げる。緑色の鱗が生えた手。その手の、指の先には、長く鋭するどい爪つめが伸のびていて。


　それを見て、


「……うへぇ、死なないでこれ、乗りきれっかな」


　言いながら、大兎は構える。中学までやっていた空手の型に、不死の体を生かした戦い方ができるよう、彼独自の工夫を加えたものだ。


　その構えのまま、


「さあこい新体操部！」


　なんてちょっと間ま抜ぬけに聞こえる気合を入れて、緑の化け物になった女の子たちを迎むかえうつ。首を引ひき裂さこうと伸びてきた爪を払はらい、その顔面を殴る。すると化け物が、


「きゃあ!?」


「ってそこは女の子の声かよ！」


　と怯ひるんだところに、矢が肩かたにあたる。しかしそれはたぶん死にはつながらないだろうから、無視。さらに右からきた化け物の腹を蹴けり、今度は左からきた化け物の足を払おうとするがそれは避さけられて爪が心臓にめりこむ。


「ぐあ……くそ、また一回死んだ……」


　言いながら、その化け物の顔面を殴って振り払おうとするが、しかしそこでさらに矢が飛んできて、それがなんと、新体操部の化け物に刺さろうとして、


「それはまずーい！」
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　と、大兎はその子をかばう。かばったせいでそれが首に刺さる。一回死ぬ。その首の矢を抜いて、


「だぁもう、敵が死ぬのも防がなきゃいけねぇのかよ！」


　と半泣きで叫んだところで、レオタードの化け物が彼を押おし倒たおし、首に喰くらいつく。


「……がはっ」


　とうめき声を上げたところで、終しゆう了りよう。あっさり死んでいい回数を六回消費してしまい、次に死ぬともう、生き返ることはできないところまで追おい詰つめられてしまう。


　それに彼は、首を食い千切られながら後ろを見上げ、


「……うあ～、ヒメア、ごめん。もう援えん護ごできない。もしまだ魔ま法ほうが完成してないなら、一度撤てつ退たいを……」


　が、そこでヒメアが言った。いつもの悪戯いたずらっぽい、自信溢あふれる笑みを浮うかべ、


「大丈夫。もう完成した。大兎に群がる雌めす蛇へびたちを、永遠に冬とう眠みんさせてあげる」


　そう言って、なにか大兎には聞きとれないような言葉で、呪じゆ文もんを唱える。すると彼女の手を中心に渦うずが生まれ、その渦の奥から、なにかの悲鳴が聞こえる。それがなんなのかはわからない。ただ、ひどく悲痛な、絶望に満ちた叫さけび声ごえで。その声が、体育館を満たす。建物全体を震ふるわせるかのように、大兎たちの周囲すべての空気が振しん動どうする。そして襲おそいかかってきていたレオタードと袴はかま姿の化け物たちが、あっさりパタパタと倒れ始める。


　それに大兎は、


「お～、すごい。寝ねた寝た。間に合った」


　言いながら、自分にのしかかってきていた新体操部の子を横へずらし、立ち上がる。


　そして床に倒れた全身鱗だらけの女の子たちを見回して、


「……しっかし、ちょっとヤバかったな……今回の薬物騒そう動どうは普ふ通つうの生徒会っぽい事件になるのかなとか思ってたのに、結局今回もこんなだもんなぁ。月光の馬ば鹿かのせいで……」


　と言いながら、抜き忘れていた矢を体から引き抜き、そしてヒメアのほうを見る。


「んで、これどれくらいの間寝てるの？　治ち療りよう薬持った《軍》の奴やつらがくるぐらいまで、目、覚まさないかな？」


　と聞くと、彼女はうなずく。


「うん。大丈夫だよ。たぶん四百年くらいは起きないと思う」


「へぇ、なら安心だね」


　と、大兎は一度言いかけてから、


「って長すぎるよ！」


　そう叫んだ。するとヒメアはあははと笑う。


「私の大兎に触ふれた女の子を、許すわけにはいきませ～ん」


「いやいやこれ、そういう問題じゃ……」


　が、それにもヒメアは笑って、


「なんてね～。冗談。三時間もしたら起きるから、安心して」


「あれ、そうなの？」


「うん。でも他の女の子が大兎に触さわるのは、ほんとに嫌いやなんだよ？」


　なんていう彼女の言葉に、


「え？　あ～、ええとそりゃ、そうかもしんないけど……あれ、俺これ、謝るとこ？」


　と聞くと、ヒメアがそれに微笑ほほえんで、


「ううん。喜ぶとこ。それだけ私が大たい兎とを好きという告白でした！」


　なんてことを、言う。彼女はもう、そんな勢いで毎日のように告白してくるのだが。


　それに大兎が、


「…………」


　なにかを答えようとしたところで、背後から《軍》の人たちがやってくる。いまいちどこの国の所属かわからない軍服を着込んだ大人たちが、


「生徒会委員の方々ですね。事後処理をしにきました。薬物汚染され、魔ま獣じゆう化した生徒たちの引ひき渡わたしをお願いします」


　なんて言ってきて、大兎はそれに、うなずく。


「あ～、この子たちです。よろしくお願いします」


「はい。では作業を始めますので、生徒会委員の方々はお戻もどりください。お疲つかれさまでした」


　などと、大人たちが慇いん懃ぎんに対応してくれる。それほど生徒会のメンバーは、この学校にとって重要な存在らしい。まだいまいち、《軍》がいったい何者で、いったいこの学校がほんとのところなんのためにあるのかをわかっていない大兎には、そのへんが理解できていないのだが。


　しかし、まあ、


「……今日の仕事、終わったのかな？」


　と大兎は言い、ケータイを取り出して月光にかける。すると電話の向こうから、


『終わったか？』


　という声がしたので、大兎は言った。


「ああ。なんとか《軍》に生徒を引き渡した。そっちはどうよ？」


『ノロマなおまえらとは違ちがう』


「はいはいそーですか。んじゃもう、今日の仕事は終わり？」


『ああ』


「帰っていい？」


『ああ。さっさと消えろ』


　と言って月光が電話を切ろうとするが、それに大兎が言った。


「あ、あ、ちょっと待て。切るな。少し俺、気になることがあんだよ」


『俺にはない』


「だからぶっ飛ばすよおま……いやいやだから切ろうとすんなって。とりあえず聞け」


『なんだ』


「いや、あれだよ。俺、今回のバシリスクの毒のことヒメアから聞いたんだけどさ、おまえ、もしかしてどっか病気だったりする？」


　と、大兎は月光に口を挟はさませないように、一気に聞いた。それがさっきから少し、気になっていたのだ。


　今回の薬物蔓まん延えんは、月光にしては珍めずらしく、彼のミスから起こったことのようで。なぜ彼がそんなミスをしたのか、それが大兎には気になっていた。


　そんなに慌あわてていったい、なにを彼は作ろうとしていたのか？　もしなにかの病気の治療薬を作ろうとしていたのだとしたら、ミスするかもしれないリスクを負ってまでするほど、それは切せつ迫ぱくした問題だったのか？


　それが、気になっていた。


　だから大兎は、聞いた。


「もしくは誰だれか、知りあいが病気、とかさ。もしもそんな話なら、なんだ。あ～、その、俺ら一応生徒会の、仲間じゃん？　だから力になれることがあっ……」


『余計なお世話だ。消えろ』


「っておい」


　が、そこで電話は切れてしまう。


　それに大兎は切れたケータイを見つめる。


「…………」


　すると後ろからヒメアが、


「月光、なんだって？」


　と、聞いてくる。


　それに大兎は肩をすくめ、


「あいつ、なんか隠かくしてるかもな」


「知られたくないことなのかな？」


　とそう、ヒメアが言うが、それに大兎は、


「……どーかなぁ。あいつ人に頼たよったりとか、全然しなさそうだしなぁ。とにかく生徒会室戻って、もうちょい問とい詰つめてみっか？」


　と言うと、彼女は笑って、


「大兎は優しいね」


　なんてことを言ってくる。


　それに大兎は顔をしかめ、


「ええ？　いや、わりと普通だぜ？　その、だってやっぱ、気になるじゃん？」


　と言いながら、彼は体育館を出る。


「んじゃ俺、生徒会室戻るけど……」


　すると彼女は笑って、


「私は月光には興味ないから、一度部屋に戻って別の服に着き替がえてから、戻る～。大兎の前でおめかししたいから[image: ]」


「そか」


「うん」


「んじゃ、あとで」


「あとで～」


　と、ヒメアと別れた。





◆







　生徒会室に戻ると、部屋の中は暗かった。どういうわけか灯りがついてなくて。


「…………」


　その中央に、月光が座っている。まるでなにか深い悩なやみを抱かかえているような、そんな表情で虚こ空くうを見つめていて。


　それに大兎は、やっぱなんか、あんのか？　と思った。月光の周りに、いつにも増して近寄り難い雰ふん囲い気きがあって。それに一いつ瞬しゆん、どうやって声をかけようかと、悩む。


　初めは高校生の薬物乱用を止めよう、なんていう簡単な話だったのに、いつの間にかあーだこーだやってるうちにこんなちょっとめんどくさいことになってしまって。


　しかしそれに、


「……あんな暗くなるほど悩んでんなら、相談してくれてもいいのに」


　なんて、大兎は小さく呟つぶやく。


　そりゃ、まだ会ってから二か月も経ってないような友達に深刻な悩みの相談をしたりはしないかもしれないが、でも、一いつ緒しよに生徒会で化け物相手に死線をくぐったりしてんだから、ちょっとくらいは信用してくれてもいいのにな、なんてことを、彼は思った。


　そのまま生徒会室へと入ろうとする。まだ、なんて声をかければいいかは思い付いてないが、それでもとりあえず部屋に入ろうと、そう思った。


　しかしそこで、またも月光のケータイが鳴った。それに大兎は、足を止める。


　すると月光はそのケータイを取って、


「……俺だ」


　と、言った。


「ああ、今回の治ち療りよう薬も、失敗だった……すまない」


　と、あの月光が、謝った。


　それに大兎は目を大きく見開く。あの、ありがとうやらごめんなさいといった殊しゆ勝しような言葉の存在すら知らなさそうな顔をしている月光が、電話の相手に謝っていて。


「……うお、もしかして誰か、病気の知りあいがいんのか？　恋こい人びととか？」


　と、大兎は思った。そのまま彼は、聴きき耳を立てる。盗ぬすみ聞ぎきするのは悪いかな、とも思ったが、しかし放っておいたら相談なんかしてくれないだろうから、大兎は、


「…………」


　そのまま、耳を澄すます。


　すると月光は続けた。


「ああ。ああ。時間がないのはわかってる」


　という発言からすると、どうやら相手の子の病気の具合は相当まずいようだった。


「だから俺も焦あせって実験を進めたのだが、だめだった」


　やはり月光もかなり焦っているようだ。


「なっ。馬ば鹿かが早まるな。あと少し、少しだけ俺に時間をくれ」


　っておいおいこれまずくない？　相手の子、自殺とか考えてる？　まじでそれ、時間ないじゃん！


「そう。そうだ。だから落ちつけ。よし、それでいい」


　おおお、説得した！　よくやった月光！


「ああ。次で治療薬は完成させる。だから早まってこの件を他の組織に回すな。俺と組んでおけば、結果おまえらの得になるぞ？」


　って、あれ？


「おまえらは特許をとる準備だけしておけばいい。取り分は七三だ。三でも笑いが止まらないだけの金だろう？」


　いやだから、え？


「そうだ。それに最近、便利なモルモットを手に入れてな。どんなひどい実験を施ほどこしても、十五分間に六回までは死なないんだ。そいつを使って実験を繰くり返かえせば、すぐに薬は完成す……」


「ってだからおーい！」


　と、大兎が怒ど鳴なりながら生徒会室へ入ると、月光がこちらを向き、


「ああ、いまそのモルモットがきた。さっそく実験を進める。期待していろ。はは。ああ。来年のサンベルノ製薬の株価が楽しみだな」


「いやいや株価ってなんだよ！　ってか、高校生が株の話なんかすんなよ！」


　と大兎が言うと、月光はケータイを切り、


「よおモルモット」


「誰がモルモットだ！」


「おまえに世界を救うチャンスをやる。不治の病やまいを治すんだ」


「馬鹿言うんじゃねぇよ。それ、俺を薬の実験台にするってことだろ？」


「そうだ」


「嫌やなこった！」


　と、大兎が言うが、しかしそれに月光は笑みを浮うかべ、


「おまえの意思など聞いてない」


　と言ってから、指をパチンっと鳴らす。するとそこで、


「ほ～い」


　なんていう、女の子の声が背後からして、


「美み雷らい？」


　と、振ふり向むいたときには、雷の悪あく魔まに床ゆかに押おし倒たおされてしまう。とても押し退のけられないほどの馬ば鹿か力ぢからで床に大兎は押さえ付けられ、それに月光はよくやったとうなずき、立ち上がる。そしてポケットから一本の注射器を、


「って怖こわいからぁああああああ！　ちょっと待ってちょっと待って！　ダメだってそんなの！　そんな、そんな違い法ほうな薬物やっちゃダメっておまえも言って……」


　が、月光はそれを遮さえぎり、


「これは別に違法じゃない。出来立てほやほやの、どこの認可も受けてない薬だ」


「もっとだめだろうがああああああああ」


　という叫さけび声ごえも無視されて、月光は近付いてくる。そして嬉うれしそうに注射器を大兎の首へと、


「だからダメだってぇえええ！」


　という大兎の悲鳴は、しかしどこにも届かなかった。ただ彼の目に、さっき講堂で使った『ダメ。ゼッタイ。薬物の恐きよう怖ふについて考えてみよう教室』の垂れ幕が、むなしく生徒会室の隅すみに捨てられているのが見え、しかしその光景もすぐにぼんやりかすんでいって、


「おっとまずい。死んだ。この薬も失敗か」


「って俺を殺す気かぁあああああああ！」


「生き返った。美雷、次の注射だ」


「ほーい」


「ほおおおいじゃねぇええええ……ぐぎゃ」





　と、こうして生徒会は日々、世にはびこる薬物の魔まの手てから青少年たちを守っている。


「じゃあ次の薬を」


「ほぉい」


「もうダメだって！　ダメ。ゼッタイ!?」







ケース３：終了





[image: ]





「…………」


　時計をじっと見つめる。


　少しだけ吊つり気味の、悪戯いたずらっぽい真紅の瞳ひとみでじーっと見つめる。


　そしてヒメアは小さく、


「……まだかな」


　と、呟つぶやく。


「まだ、大たい兎との授業、終わんないのかなぁ～」


　と、呟く。


　彼女がいるのは、宮みや阪さか高校の屋上だった。


　そのフェンスの上で、彼女は魔ま法ほうで生みだした時計を見つめ続けている。


「……大兎がいないと、つまんないなぁ」


　風が強く吹ふいていて、とてもフェンスになど立ってられるような状じよう況きようじゃないのだが、


「……早く時間がこないかなぁ」


　彼女の体は魔法で守られており、スカートがそよ風に揺ゆれる程度の風しか受けない。


　いまの時刻は三時一分。


　たしかこの時間は、ほーむるーむとかいうのをやっているはずで、それが三時二十分に終わるはずだった。


　そしてそうしたら、今日も大兎に会えるのだ。


　朝からずっと会うのを我が慢まんしていて辛つらかったけど、やっと大兎に会えるのだ。


　それにヒメアは、


「あは」


　と、笑う。


「早く会いたいな」


　と、笑う。


　それからまた、じーっと時計を見つめる。


　三時二分。


　まだ、三時二分。


　それを見つめ、彼女は少しだけ眉まゆをへの字にすると、


「……一分が、長いなぁ。早く時間がたたないかなぁ」


　なんてことを、呟く。


「あ、そうだ！　今日はほーむるーむが終わるまえに、大兎の教室のそばまでいっちゃおっかな」


　と、フェンスを飛び下りる。彼女の細い脚あしが屋上にふわりと着地する。そのまま屋上から出ていこうとして、しかしふと、足を止める。


「……でも、そんなことしたら大兎、迷めい惑わくがるかな」


　と、呟く。


「……大兎には大兎の、人間の生活があるもんね。じゃあ……どうしよっかな」


　そう言って、再び宙空に浮かべている時計を見つめる。


　三時三分。


「…………」


　とそこで、扉とびらが開くような音がする。


　それに彼女は顔をしかめて、そちらを見る。


　ちなみにこの屋上は、生徒たちは立ち入り禁止になっているはずだった。なんでもここから飛び降り自殺をした少女がいたそうで、それ以来生徒の立ち入りを禁止しているのだという。おまけにその幽ゆう霊れいがこの屋上に出る、などという噂うわさがあり、あまり生徒たちはここに近付かない。


　そしてだからこそ、彼女はいつも一日をここで過ごしていた。


　人間どもがこないから。


　うるさい人間どもがこないから。


「…………」


　彼女は人間が、嫌きらいなのだ。


　あいつらはいつもへらへらと笑いながら近付いてきて、そしてすぐに、裏切るから。


　だからいま、扉が開いて誰だれかが入ってくるのがわかって、


「…………」


　彼女はその場を離はなれようとした。


　だが、扉を開いて入ってきた人物を見て、


「……あんたか～」


　と、少しだけ安心したような顔で、笑った。


　それに入ってきた人物もはにかんだように笑う。


　黒く長い髪かみに、セーラー服という姿。


　しかしいまの宮阪のセーラー服とは少し形が違ちがう。胸のリボンの色も、スカートの長さも違う。それどころか彼女の姿は薄うすく、透すけていて、


「自殺ちゃん」


　とヒメアが彼女の名前を呼ぶと、その少女は屋上に入ってきて、


「その呼び方やめてくださいよー。ミサトです、ミサト」


　なんて言いながら、ここで自殺した少女の幽霊が、ふわふわと浮うきながらこちらに近付いてくる。


　それをヒメアは、少しだけ嬉しそうに見つめる。彼女がもう、人間じゃないことに少しだけ安心感を覚えて、


「ああ、そういう名前だってこないだ言ってたね。ミサト？」


「そうそう。というか、前に会ったときもこの会話、まんましましたよ？」


「そうだっけ？」


「そうですよ～。私のことミサトって呼ぶってヒメアさん、言ってくれたじゃないですか」


　なんて言ってくるので、それにヒメアは笑う。


「人間の名前なんて、覚えられないよ」


「幽霊ですけどね」


「だから会話してあげてるの」


「もう、ヒメアさんはほんとに人間が嫌いなんですねぇ」


　そう言われて、それにヒメアはあっさりうなずく。


「うん。嫌い。大兎以外はみんな嫌い」


　それから再び、時計のほうを振ふり返かえる。


　三時七分。


　まだ、十三分もある。


　ヒメアはそれに、ほんの少しだけ不満そうに頰ほおを膨ふくらます。


　するとミサトが、


「ところでヒメアさんは、今日もここにいるんですね」


「だって他に居場所がないもの」


「他は人間がいるから？」


「うん」


「でもここ、私の居場所なんですけど……」


　という言葉に、ヒメアは笑みを浮かべて彼女を見る。華きや奢しやな右手を幽霊のほうへと向けて、


「じゃあ私を呪のろって、追おい払はらってみる？」


　するとミサトが急に怯おびえた顔になって、


「それをしようとして、私ボコボコにされたじゃないですか～」


「だっていきなり襲おそいかかってくるんだもん」


　と、ヒメアは初めてこの幽霊に会ったときのことを思いだす。


　大兎も家に帰ってしまって、独り寂さびしく学校の中をふらふらしていた深夜。


　この屋上で女の泣き声が聞こえたからきてみたら、彼女に出会ったのだ。


　彼女はこちらを見つけるなり、見たなぁ～、などと言って襲いかかってきたので、とりあえず魔法で半殺しにした。


　ほんの五日前の話だ。


　どうやらそのときのことをミサトも思いだしていたのか、


「まさか幽霊になってまで死にかけるとは思いませんでした」


　なんて言う。


　それにヒメアは微笑ほほえむ。


「ほんとは消してあげたほうが、あなたのためなんだけどね～」


「成じよう仏ぶつのことですか？」


「……成仏……？　ああ、転てん魂こんのことか。そうそう。そのほうがいいんだよ？　どうする？　私あなたのこと嫌いじゃないから、消してあげよっか？」


　するとそれに、ミサトが悲しげに笑う。


「……お気持ちは嬉うれしいんですが」


「まだ、この世に未練がある？」


「この世というか、彼に……」


「あなたが自殺する原因になった男のこと？」


「はい」


「浮うわ気きされたんだっけ？」


「隣となりのクラスの佐さ々さ木きさんとデートしてるのを見ちゃって」


「それで自殺？」


「はい。ちょっと早まったかな、とは、屋上から飛び下りながら思ったんですが……」


　という、なにやらもう、あまりに安易すぎるその話を、


「…………」


　しかしヒメアは笑わなかった。


　少しだけ悲しげな顔で、


「……好きな人が、他の人といるのを見るのは、辛いよね～」


　と、呟く。


　それから再び振り返る。


　宙に浮かせた時計を見る。


　すると時刻は三時十八分。


　もう、大たい兎とのほーむるーむが終わる。


　それにヒメアは少しだけ頰を緩ゆるめて、


「私もういかないと」


　踵きびすを返す。


　するとミサトが聞いてくる。


「大兎さんですか？」


「うん！」


「って、ヒメアさんは、大兎さんのことになるといつもすごく嬉しそうですねぇ。いいなぁ。好きな人とうまくいってるなんて」


「うらやましいでしょ～」


「うらやましいです。もう、呪い殺したいほどに」


「やってみる？」


「やめときます」


「あはは。んじゃね。いってきます！」


　と、ヒメアはいそいそと屋上を出ていく。


　背後からいってらっしゃいと、幽霊が見送ってくれるのが聞こえる。


　そのままひょいひょいと階段を降りる。大兎のクラスがある、一年三組がある階へといく。


　もうほーむるーむが終わってしまった教室があるのか、廊ろう下かは生徒たちで溢あふれてる。


　人間どもがヒメアを見て、


「うお、あの転校生だ」


「ハーフの？」


「そうそう」


「ほとんど授業でないらしいぜ」


「人見知りなんだって」


「でもすっげぇ美人だな。全然人間に見えねー」


　などと言っているが、そのすべてがどうでもいい。ムシケラどもの言葉など、翻ほん訳やくする必要もないので頭の中にかけている人語を翻訳する魔ま法ほうを少し緩める。すると人間どもの声が小さくなる。


　それに彼女は小さくうなずくと、


「早く大兎に会いたいな[image: ]」


　と、人間たちの間を縫ぬって、前に進んでいく。


　やがて一年三組の教室が見える。


　廊下に大兎の姿を見つける。


　そしてそれだけで、自分の鼓こ動どうが速くなるのを感じる。全身に歓かん喜きが満ちるのを感じる。思わず顔が緩み、


「大兎!?」


　と、叫さけぼうとした。


　大きく叫ぼうとした。


　だがその、大兎の横に、一人の少女が立っているのを見つけてしまう。


　遥はるかちゃん、とかいう名前の、大兎の幼おさな馴な染じみだ。


　いつも大兎の横で優しげな顔で笑っているその女の子の姿を見つめて。


「……う」


　と、ヒメアは足を止める。


　大兎は遥ちゃんとなにかを話している。楽しそうに話している。


　それに遥ちゃんも笑う。嬉しそうに笑う。あははと笑って、それに大兎も笑い返す。


　そしてその度たびに。


「…………」


　その大兎が笑う度に、ヒメアの表情は、悲しく曇くもる。


　大兎の笑顔は好きなのに、ヒメアは泣きそうに顔を歪ゆがめて。


「……ええと」


　と、言う。


「や、やっぱもうちょっと、屋上で待ってればよかったな～」


　とか、言う。


　もう、目の前に大好きな大兎がいるのに、彼女はくるっと踵を返す。そのまままた、人間どもをかきわけてもときた道を戻もどる。


　階段を上がり、屋上へと戻って。


　するとミサトが振り返って、


「あれぇ、ヒメアさん、もう戻ったんですか？」


「…………」


「大兎さんは？」


「……まだ、ほーむるーむ終わってなかった」


「え、でも……」


「人間なんか大っ嫌きらい！」


　と、彼女は床ゆかを蹴ける。すると魔法が発動して、ふわりと体が浮うく。再び屋上のフェンスの上に戻る。つまらなそうにまた、屋上から学校を見下ろす。


　するとやはりふわふわ浮いている幽ゆう霊れいが彼女の横にきて、


「……男って、嫌いやですよねぇ」


　なんて、ちょっとたそがれたような顔でわかったような口をきいてきて。


　しかしそれにヒメアは、


「……うん」


　と、うなずいた。


「辛つらいんですか？」


「……うん」


「でも私を見てくださいよ。私なんて自殺しちゃって、それでもう、ここで二十年も彼を呪のろってるんですよ？　どっちが憐あわれっていったら……って、言ってて自分で自分が悲しくなっちゃった……」


　と、困ったような顔になるミサトに、ヒメアは笑う。


「だから成仏させてあげるって」


「いやいや、待ってください。トモ君が……あ、私の彼氏だった人なんですけど……トモ君がここに、花はなを供そなえてくれるまではその……私成仏できないんです」


「そいつがここにきたのを狙ねらって、呪うの？」


「…………」


　が、ミサトは悲しげにまた笑う。


　それにヒメアも悲しそうに笑って、


「会いたいだけ？」


「…………」


「そのためだけに、もう二十年もここを彷徨さまよってるの？」


「……でも、ヒメアさんも、大兎さんがきてくれるのを、朝からずっと待ってるんでしょう？」


　なんてことを言われて。


「…………」


　それにヒメアと、そしてミサトは、同時にはぁっとため息をついた。


　そのまま二人して校庭を見下ろす。


　人間どもはわいわいと楽しそうに帰っていく。部活をするものたちもいる。木の陰かげでいちゃいちゃしている男女もいる。その男女は教師と女生徒のようだが、しかしヒメアにとってはどうでもいい。


　ただ、つまらなそうに彼女たちは校庭を見下ろして。


　五分たった。


　しかし大兎はこない。


　十分たった。


　しかし大兎はこない。


　三十分たったところで、月光から渡わたされている生徒会専用ケータイとかいうのが鳴り始め、それを彼女は取り出す。


　するとケータイの画面に、大兎大好き[image: ]　という文字が浮かんでいる。


　でも彼女は怒おこっているのだ。散々待たされて怒っているのだ。だからそのケータイに出ないでしばらく我が慢まんを──


「はい[image: ]」


　できなかった。


　それに隣にいた幽霊が、


「だめだこりゃ」


　なんて言うが、やはりそれも気にならない。


『あ、ヒメア？』


「なにー？」


『いま大だい丈じよう夫ぶ？』


「すっごい大丈夫！」


『なんかさー、月光の奴やつが書類仕事俺に押し付けて美み雷らいと二人で帰りやがってさー。だから俺生徒会室いくんだけど、もしよかったら……』


「いく！」


『えと』


「生徒会室で待ち合わせ？」


『あー、うん。そうだね。俺、購こう買ばいでおやつのお菓か子しとか買ってくよ』


「じゃあ私も購買いくー」


『そう？　じゃあ一いつ緒しよにお菓子選ぼっか』


「うん！」


『じゃあ購買で』


「うん！　大たい兎と大好き！」


『ええと、うん……じゃあ、購買で』


「はーい[image: ]」


　と、言って、ヒメアはケータイを切った。


　それからにこにこと笑い、隣となりであきれた顔でこちらを見ている幽霊に、


「なに？」


　と、言う。


　するとミサトは肩かたをすくめて、


「お幸せで結構なことですね～」


　なんて言ってくるので、それにヒメアは、


「すっごい幸せ！」


　と、言う。そのままフェンスから下りる。


　それも、屋上ではなく、空のほうへ。


　それに幽霊が、


「え!?　ちょっと……」


　と驚おどろくが、彼女はやはり気にしない。彼女はそのまま、魔法で落下の力を打ち消す。六階下の地面にあっさり着地する。


「いまの見たか？」


「なんだよあれ」


　みたいな声が聞こえるが、どうでもいい。


　とにかく購買で、大兎と二人でお菓子を買うのだ。


　それに今日は月光も美雷もいないらしい。


　つまり今日は生徒会室で大兎と二人きり。


　大兎と二人きり──


「う、うふふふ[image: ]」


　なんて笑いながら、彼女はいそいそと購買へと向かう。


　購買でもまた、人間どもがヒメアのほうを見てなにやら言ってるが、しかしもう大兎がくるので気にならない。


「ふんふふーん♪」


　と、鼻歌のようなものを彼女は歌う。


「ふふふーん♪」


　などとどこかで聞いたことがあるフレーズを口ずさんでいると、女子高生二人組が購買に入ってきて、なにかを話している。


「やっぱ男っておっぱい星人だよねー」


「えい子の彼氏もそうー？」


「そうそう。もう、街で巨きよ乳にゆうの女の子見ると目で追うの。まじうざいんですけど」


「でもえい子胸あるじゃーん」


「あげぞこあげぞこ」


「へー、そうなんだ。そういうブラなの？」


「うん」


「ほら」


「すごーい。こりゃ男は騙だまされるわ」


「…………」


　なんていう会話がなされていて。


　その人間どもの会話を、ヒメアは珍めずらしくちらちらと気にする。


　それから、


「…………」


　ちょっとだけ、彼女は自分の胸を見てみる。セーラー服の下に隠かくれた、それほど大きくない胸を見て、


「……大兎も、おっきいのが好きなのかな～」


　とか、言う。


　するとそこで今度は、


「なにこれすっげぇ巨乳！」


　なんて叫さけぶ、男子生徒を見る。


　なにやら雑誌のようなものの表紙に、水着姿の胸の大きな女の子が映っていて。


「たまんねー」


　などと言っていて。


　そして女生徒二人が、


「ほらねー」


「最低」


　なんて言う。


　それにヒメアはその、食い入るように雑誌を見ている男子生徒たちのほうへと近付いていき、ひょいっとその雑誌を奪うばう。


　中を見る。すると確かに、胸が大きい。自分のものより、だいぶ大きい。


「……こういうのが流は行やりなのかな？」


　と、ヒメアが言うと、雑誌の持ち主が、


「あ、あの、三組のハーフの……」


　なんて言いかけるので、


「別にあなたに質問してるわけじゃない」


　と、そのまま踵きびすを返す。


　雑誌を見ながら彼女は、購買を出ていく。


　水着を着た女の子の横には、


『たわわにみのった二つのふくらみに、僕らは夢中！』


　なんてことが書いてあって。


「……ふむふむ」


　と、ヒメアは神しん妙みような顔でうなずく。
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　うなずきながら、生徒会室へと入る。


　それから扉とびらを閉め、生徒会室にいま、誰だれもいないことを確認する。


　雑誌を机の上におき、それからもう一度自分の胸を見る。


「……大兎がおっきいほうが好きなら……そのほうがいっぱい会いにきてくれるなら、そうするんだけど……」


　なんて呟つぶやく。


「でも……でもそんなこと、聞けないからなぁ……んと、どうしよ。一度少しだけ大きくして、反応うかがってみよかな……」


　と、自分の胸をぽんぽんとたたいてみる。


　それからもうちょっと雑誌の子と自分がどう違ちがうかを確認してみようとセーラー服の上着を脱ぬごうとしたところで。


「……なにをしている？」


　なんていう、男の声が背後からして。


　それにヒメアは、


「あ、あ」


　と、慌あわてた。


　自分が下げ賤せんな人間の、それも小娘の真ま似ねをしようとしていることを、人間に見られた!?　と思い、それに彼女は顔を真まっ赤かにして、


「きゃー!?」


　と叫ぶ。


　そして机においていた雑誌を床に落とすと、しゃがみこんでスカートの中にそれを隠かくす。


　だが、それでも足りない。


　まだ、足りない。


　大兎しか見ちゃいけないはずの自分の裸はだかの背中を見た人間を、殺す必要があるのだ。


　だから彼女は指で魔ま方ほう陣じんを描えがきながら、


「…………」


　この部屋にいるすべてもの生き物を殺すための、魔法を唱え始めた。







放課後ノート四人目に続く
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「助けてぇえええええ!?」


　という悲鳴があがったのが、聞こえた。


「…………」


　場所は購こう買ばいへ向かう途と中ちゆうにある、男子トイレ。


　大たい兎とはそれを、困ったような顔で見つめる。


「…………」


　ちなみに彼は、いまそのトイレでなにが行われているのかを知っていた。


　というか、この購買のそばにあるトイレでは、よくあるらしいのだ。


　カツアゲが。


　先せん輩ぱいたちがお菓か子しを買うための金を、ここで下級生から巻きあげてるらしい、という噂うわさを、大兎は聞いたことがあった。


　で、いま、


「おいこいつ、諭ゆ吉きち持ってんぞ諭吉！」


「かっねもち～」


「お、お願いします！　これ持っていかれると塾じゆく代が……」


「知るかよば～か。金持ちなんだからまたママからもらやいいだろ。ついでに俺たちのぶんももらってくれよ」


「おー高たか岡おかくんあったまいー」


「ちょ、ほんとにやめ……」


「抵てい抗こうしてんじゃねぇよ、殺すぞ」


「ぎゃぁ」


「ちょっと痛め付けてやろうぜ。こいつに自分が俺たちの財布だってことを教え……」


　が、そこで。


「……あ、お取りこみ中でした？」


　と、大兎はトイレの扉を開けて、言った。


　するとトイレの中にいた先輩方がこちらをにらむ。


　大兎も顔を知っている、三年の不良たちが三人。それに床に押おし倒たおされて、ズボンを脱がされそうになって半泣きになっている少年が一人。


　それらを大兎は見つめて、


「あの、トイレは……」


　すると先輩たちが、


「見りゃわかんだろうが」


「出てけよ」


「それともてめぇもカツアゲされてぇのか？」


　なんて凄すごんできて。


　それに大兎は、怯おびえたように肩かたをすくめて、


「いえ、あの、カツアゲされたくないです」


「じゃあ消えろよ」


　が、大兎はそれにへらへら笑って、


「でもその、もう、まじで漏もれそうで」


「はぁ？」


「あの、大のほうが……」


「知るかよ！　漏らしゃいいだろうが！」


「あの、まじで緊きん急きゆう事態なんすよ。だからトイレ開けてもらえ……」


「ぶっ飛ばすぞてめ……」


　しかしそれを遮さえぎって、大兎は言った。


「もしくは先生を呼びます？」


　するとそれに、先輩方は黙だまる。


　それからこちらをにらんで、


「てめぇチクっ気かよ？」


「まずいっすか？」


「ったりめぇだろうが。ンなことしてこの学校でやってけっと思うなよ」


「やってけませんかね？」


「やってけねぇよ」


「そうですか……でも、ええと、いじめとか発覚したら先輩方は退学じゃないっすか？」


「それは」


「どっちがこの学校でやってけなくなるか、賭かけます？」


「…………」


　そこで、先輩方はお互たがいの顔を見あわせてから、顔をしかめる。


「てめぇみたいな奴やつが一番嫌きらいなんだよ」


「そうっすか」


「すぐセンコーにチクるとかいう奴が一番……」


「嫌い？」


「そうだよ！」


「それは、よかったです。俺も先輩がたのことは怖こわいんで、嫌われててよかっ……」


「てめぇなめてんだろ！」


　と、怒ど鳴なられて、大兎は首をぶんぶん振ふる。


「いえいえいえ、もう、ほんとチビりそうですよ。先輩方怖いし。でもここでそいつ助けないで素通りするとあとで自分を責めちゃいそうなので、つい」


　という言葉に先輩方は吐はき捨すてるように、


「……ああもう、いこうぜ。ちくり魔まにチクられちゃかなわねぇからな」


　そう言った。


　それからトイレを出るのか、こちらに向かってきて、大兎は一歩下がって道をあける。


　トイレの扉とびらがガンっと大きな音を立てて開き、大兎の前を先輩方が通りすぎていく。


　そのすれ違いざまに、


「てめぇ顔覚えたからな。覚えとけよ」


　なんて言ってきて。


「勘かん弁べんしてくださいよ～」


　と大兎は言うが、しかしとても勘弁してくれそうな雰ふん囲い気きじゃなかった。


　それに大兎は困ったような顔で、


「チョー怖こえぇ。おまけに目ぇつけられちゃったよ～」


　なんて言いながら、もう一度トイレの扉を開く。


　するとさっきズボンを脱ぬがされてカツアゲされていた少年が立ち上がって、涙なみだを拭ぬぐっていて。


　それに大兎は、


「だいじょぶ？」


　と、聞く。


　すると少年がこちらをにらんで、


「……大だい丈じよう夫ぶじゃねぇよ！」


　とか、怒鳴られる。


　それに大兎は笑って、


「そりゃそうか。一万取られたしなぁ」


　しかし少年がそれに、応える。


「五万だよ！」


「えええ!?」


「いまどき塾に一万でいけるかよ！」


「え、塾ってそんな高いもんなの？」


　と、大兎は自分の妹がいってる塾も、そんな高かったっけ？　とか馬ば鹿かなことを思いながら、


「ってか、あいつら悪わるっ!?　五万も持ってったのか……取りかえしたほうがいいかな？」


　そう聞くと、少年が言う。


「どうやってだよ」


「え？　あ～、先生に言うとか？」


　するとそれに少年が、


「前あいつらチクった七組の木村が、学校帰りに襲おそわれて登校拒きよ否ひになったの知らねーのかよ」


　なんて信じられないことを言ってきて、


「ええええ、不良ばっかの浦うら高こうじゃあるまいに、そんな本物の不良がいていいのか？」


「いるんだからしょうがねぇだろ。だからおまえも狙ねらわれるぞ。高岡先せん輩ぱいたちにあんな口きいて、ただですむはず……」


　が、そこで少年の言葉が止まる。


　急に恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめてこちらを見つめて。


「どした？」


　と、大兎が言ったのと同時。


「一年坊ぼうがいきがってんじゃねぇよ！」


　背中を、思いっきり蹴けられた。


「うおわ」


　と、大兎はそのままトイレの中に入ってしまう。


「あ痛たたたた。いきなりなにすんのよ」


　と、彼は振ふり返かえる。


　すると高岡先輩たちが戻もどってきていて。さっきカツアゲしていた少年をにらむと、


「おい、おまえは出てけよ。いじめる相手、変えたからよ」


　とか言って。


　それに少年は震ふるえる。震えてこちらを見上げ、小声で、


「……せ、先生を……」


　が、大兎は首を振った。そしてやはり小声で、


「いいよ。前にチクった七組の木村はやばいことになったんだろ？　なら、おまえは逃にげちゃっていいよ」


「でも」


「いいから。俺ってば、いじめられんのけっこー慣れてっからさ。実は小学校のころに……」


　とそこで、


「なにボソボソ話してんだよ！」


　高岡先輩が怒鳴る。


　それに少年がまた、びくびくと震える。それに大たい兎とは、


「逃げていいよ。あとはまかせて」


「ごめん」


「いいから」


「ごめん！」


　と、少年が走りだす。先せん輩ぱいたちの横をすり抜ぬけて、トイレを出ていく。その後ろ姿に、


「チクったら殺すからな！」


　と、高岡先輩が怒鳴る。


　それに大兎は、


「俺はチクりますよ？」


　というと、先輩方は笑う。


「そんな気起こさないように、教育しにきてやったんだよ」


　とか、言う。


「そりゃ暴力で？」


「へへへ」


「下級生相手に、三対一っすか？」


「謝るならいまのうちだぞ」


　と、先輩が拳こぶしを握にぎって。


　それを大兎は、半眼で見つめ、


「……先輩たちが普ふ通つうの不良だったら、謝ってみせてもよかったんすけど……」


　と、言った。


「なんかこう、本物なんだもんなぁ。たぶん退学になっちゃったほうがいいくらい、あんたら本物でしょう？」


　すると高岡が笑って、


「いまさらビビっても……」


　が、それを遮って大兎は言った。


「ビビらねぇよ馬鹿が。俺が毎晩どんな化け物と戦ってんのか知ってんのかっつの」


「あ？」


「まあいいや。やりましょうよ。殴なぐりあいですか？　いいですよ。相手になります」


　すると高岡が激げつ昂こうして拳を振り上げる。


　その動きを大兎は見つめる。


　高岡の動きはけっこう鋭するどかった。たぶん、なにか格かく闘とう技ぎをやってる。偉えらそうにしてるだけはある。だが、それでも毎晩化け物と戦っている大兎にはそれが、


「…………」


　まるで、止まっているかのように見えた。それほど彼は、人間から乖かい離りしはじめてしまっていた。


「あんまなめてっと痛い目みんぞ！」


　と、高岡が言う。


　その拳を、大兎はよけようかよけまいか迷って、顔面で受けることにする。頰ほおを殴られる。普通なら顔がぐるんっと回って衝しよう撃げきを逃がすはずなのだが、大兎は首をしっかり固定して、動かさない。


　すると顎あごと頰の骨が砕くだける。衝撃をまともに受けたから、あっさり骨が砕ける。しかし彼の傷や骨の損傷は、ヒメアがかけた呪のろいによって、すぐに修復される。


　傷がなくなる。


　そのかわりに、


「…………」


　まったく動かない大兎の骨を思いっきり殴ってしまった高岡の拳の骨が逆に砕けた。


　そして普通の人間の骨は、当然だがすぐには再生しない。


「ぎゃぁあああああ!?」


　拳を砕いてしまった高岡が悲鳴をあげる。


　大兎はその顔面を、


「うるせぇよっとね」


　と、軽く殴る。するとそれだけで高岡は吹ふっ飛とぶ。それに他の先輩方が怯おびえたような顔でこちらを見ていて。


　それに大兎はとぼけたような顔で笑って見せて、


「お二人もやりますか？」


「…………」


「まあ俺はどっちでもいいんですけど……ええと、この腕わん章しよう見えます？」


　と、大兎は自分の腕うでを指差す。


「俺、生徒会委員なんです。だから先生たちとも仲がいいんですよ」


「…………」


「チクってあんたら退学にすることもできますし……このままもう何発か殴って、半殺しにすることもできます。あと、うちの会長の噂うわさも知ってますよね？」


　と、言った瞬しゆん間かん、先輩たちの顔色が変わった。震える声で、


「一人で族を壊かい滅めつしたとかいう……」


　それに大兎はうなずく。


「あれほんとですよ」


「…………」


「いやあの、こういうの、嫌いやなんですよ。俺、先輩方より全然強いから、こういう解決の仕方ほんとはしたくないんですけど……でも、あー、ええと、あんまふざけたことばっかりしてると、殺しちゃいますよ？」


　と、大兎は言って笑う。


　それに先輩たちが、まるで化け物を見るかのような顔でこちらを見て震えあがってしまい、


「…………」


　ちょっとやりすぎたかな、なんて思う。まあでも、こいつらがやってることはひどそうだったから、仕方ないか、と思う。


「まあその、そんなわけで、いじめとかやめてくれませんかね？」


「…………」


「約束してくれたら、このトイレから出ていいです」


　と、言う。そのままちょっとだけ拳を振ふり上あげてみせる。


　それに砕けた拳を押さえてる高岡が、


「や、約束する……」


　と、言った。


「じゃ、出ていいですよ」


　それに、逃げだすように先輩たちがトイレを出ていこうとして、


「あ、さっきの五万も、ちゃんと返してやってくれる？」


「か、返すよ」


「じゃあ帰っていいよー」


　と言うと、先輩たちはトイレを出ていく。


　大兎はその後ろ姿を見送ってから、


「……な～んか最後、こっちのほうがいじめてるみたいになっちゃて、疲つかれたなぁ」


　なんて言いながら、大兎はトイレの外に出る。


「ってか、購こう買ばいでヒメア待ってんのに、すっげぇくだんねーことで時間潰つぶした。急がないとヒメア怒おこるぞ」


　と、彼は購買まで走る。


　購買の中をのぞく。


　しかしヒメアの姿はなくて、


「あれぇ」


　と、言う。


　それからケータイを取り出しヒメアにかけようとして、


「うお、俺のケータイ電池切れてる!?　タイミング悪っ」


　と、うめくように言う。それからしばらく購買で待ってみるが、やはりヒメアは現れなくて、


「俺があんまりこないから、さき生徒会室にいったのかな。ま、とりあえずお菓か子し買って、俺も生徒会室いくか」


　そう言って、彼は財布を取り出す。


　購買のおばちゃんに、ヒメアが好きそうなお菓子をいくつか選んで渡わたす。最近わかったのだが、ヒメアは色合いがあざやかなお菓子が好きなようだった。


　なので、彼はマーブルチョコをヒメア用に買い、さらに自分用にポテチを買って、そのまま中央校舎五階にある、生徒会室へと向かう。


　するとまた、悲鳴が聞こえた。


「きゃー」


　という、今度は女の子の悲鳴。


　ヒメアの悲鳴だ。


　それに大兎は、


「なんだ？」


　と、走る。


　生徒会室の扉とびらを開く。


　すると生徒会室の中では、セーラー服を脱ぬぎかけのヒメアが、半はん裸らの体を隠かくすように床ゆかにしゃがみこんでいる。


　そしてそれを、次元の穴の向こう側に立っている月げつ光こうが見つめていて。


「……おい月光てめぇ、いったいヒメアになにした!?」


　そう叫さけぶと、月光はそれに、うんざりしたような顔になった。
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「…………」


　そもそも馬ば鹿かが嫌きらいなのだ。


　まず馬鹿には言葉が通じないことにうんざりする。


　ほら、いまだって。


「……ヒメアになにしたのかって聞いてんだよ！」


　と、馬鹿鉄くろがねが凄すごんできて。


　さらに色ボケ魔ま女じよが半裸で、生徒会室の床にしゃがみこんでいる。


　この二人がここでいったい、なにをやっていたのかは知らないが。


「…………」


　少なくとももう、これ以上馬鹿の相手をするつもりは月光にはなかった。


　彼は無言のまま次元の穴をくぐり、自分の部屋から生徒会室へと戻もどる。


「おい月げつ光こう」


「…………」


「ちょ、聞いてんのかよ」


「…………」


「大たい兎とくるのおそーい[image: ]」


「え、あ、ごめんヒメア……ってそうじゃなくてさ!?　ちょ、状じよう況きよう説明しろよ月……」


「…………」


「ねねね大兎、あのさ、あのあの……た、大兎はその、胸の大きな娘こと、小さな娘こ、どっちが好きかな？」


「ええええ？　いきなりヒメア、なにを聞……いやだから!?」


　と相変わらず騒さわがしい生徒会室の様子にうんざりしながら月光は、


「閉じろ」


　と、《聖地》に命じて、自分の部屋とつながっている次元の歪ゆがみを閉じる。それからポケットのケータイを取り出し、ウェブに繫つないで美み雷らいがいるであろう場所を推理する。





　情報は三つ。


　１、美雷のあとをつけていたらしい女生徒たちの密告から、美雷はいま、ラブホテルに連れこまれているらしい。





　２、美雷は電話で、城だのパフェだのとわけのわからないことを言っていた。





　３、宮みや阪さかの生徒がよく使うラブホテルとしてラブラブキャッスルふるーつぱふぇ──なるものがあるらしく、補導員が張りこんでいる、という情報が生徒会に流れてきたことがある。





　という三つの情報から、あの馬鹿が、ふるーつぱふぇという名のラブホテルにいることはもうわかっていた。だから月光はそのホテルの位置をケータイで検けん索さくする。


　とそこで鉄が月光の肩かたをつかんで、


「おい、俺の話聞いてんのかよ」


　なんて言ってきて。


「雑ざ魚こが汚きたない手で俺に触さわるな」


　と、月光はそれを振ふり払はらう。


「ああ？　汚い手っておまえ……」


　が、彼はそれも無視して再び《聖地》へと命じる。


「開け」


　するとすぐに次元の穴が開く。


　ラブラブキャッスルふるーつぱふぇの部屋に繫がったのだ。


　そしてその瞬しゆん間かん。


「…………」


　その、瞬間、


「旦だん那なが、旦那がいるのに～」


　とかなんとか言いながら叫ぶ、女の声が響ひびき渡って。


　それに月光の動きが止まる。


　鉄の動きも止まる。


　サイトヒメアの動きも止まる。


　そのまま三人は、呆ぼう然ぜんとしたような顔でその次元の穴の向こう側を見つめる。


「閉じろ」


　と月光が言うと、穴が閉じる。


　それに鉄が、


「……お、お、おまえ、いったいなにしてんのよ!?」


　続いてサイトヒメアが、やはり珍めずらしくうろたえたように顔を真っ赤にし、


「な、な、なんなのあれ」


　なんて言って。


　それに月光は、


「……おまえら色ボケどもがＴＰＯをわきまえずにところかまわず盛さかるから、相応ふさわしい場所を探してやってるんだ」


「はぁ？　なに勝手なこと……」


「開け」


「アーン、内ない藤とう先生すごいですー[image: ]」


「閉じろ」


「だからぁあああああああ！　ちょ、事情を！　事情を説明しろって！　なんでおまえこんなことしてんの？　あの、生々しいから！　ああいうの見たくな……」


「開け」


「やめてくださいよ課長～」


「へへへ、そんなこと言って、わかっててついてきたん……」


「閉じろ」
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「ちょっともう！　と、とりあえずヒメア見るな！」


「ううう」


「あと月光、おまえももうやめ……」


「開け」


　とそこで、どうやら目的地に繫がったようだった。


　穴が開く。すると開いたさきに、ホテルの部屋の中が見える。


　目がちかちかするほど派手な配色の部屋に、大きなベッド。


　そのベッドの上に、彼女はいた。


　宮阪のセーラー服を着た、しかしまだガキにしか見えない少女。


　美雷だ。


　その美雷が、いったいどういうつもりなのか、ベッドの上に七つのパフェと、ハンバーグと、フライドポテトと、チーズケーキと、チョコレートケーキと、ハニートーストを並べ、おまけにご丁てい寧ねいなことに鼻の頭に生クリームまでつけている。


　ホテルの中から聞こえてくるのはアニメの音だ。どうやら彼女はアニメを見ながらずっとパフェを食べていたようで。


　そして、妙みような男の姿はない。


「…………」


　密告者が言っていたような、一いつ緒しよに入ったという男の姿はなかった。


　とそこで美雷がこちらに気付き、口にパフェ用のスプーンをくわえたまま、


「ほえ!?」


　と、言う。


「あ、ゲッコー！」


　と嬉うれしそうに言う。


「ねねねねゲッコー、ここすごいんだよ！　パフェ食べ放題なの！　電話でね、パフェくださいっていうと何個も出てきてね！　ゲッコーもおいでよ！　一緒にパフェ食べ……」


「閉じろ」


「えええええ……」


　が、次元の穴が閉じてしまい、声はそこまでだった。それからもう一度、「開け」と、《聖地》に命じる。


　すると再び、自分の部屋へと繫がっている穴が開く。その穴をくぐって彼は部屋に戻る。


　とそこで、


「ちょ、おまえいい加減にしろよ。こんだけやっといてなんの説明もなしかよ？」


　なんて鉄が言ってきて。


　それに月光は振ふり向むく。


　確かに少し、説明不足かもしれないと思ったからだ。いかに日本語が通じない馬鹿を相手にしているとはいえ、多少の説明はしてやるのが道理だろう。


　だから彼は言った。


「俺に事情の説明をしろと？」


「そうだよ」


「仕方ないな」


「仕方なくねーよ」


「ふむ。なら、いまの状況を教えてやる」


「うん」


「いまの状況はこうだ。俺は馬ば鹿かが嫌きらいで、おまえは馬鹿だ。馬鹿の分際で俺に話し掛かけてくるな」


「はぁああ？　てめぇまじぶっ殺……」


「閉じろ」


「あ、おまえ卑ひ怯きよう……」


　しかしやはり馬鹿は日本語がしゃべれないのか、言葉は続かなかった。


　次元の穴が閉じ、再び自室に戻ってきて、彼の回りに静けさが戻る。


　部屋の時計を見ると、時刻は四時四十分。


　まだ、彼が帰ってくる時間としては早い。おまけに今日はうるさいペットもいない。


　完全に、自由だ。


　それに月光は再び、なにをしようかと考え始める。


　読みかけの本を読むか、それとも呪じゆ詛その研究を進めるか、とにかくせっかくのこの静かな時間を有効利用しよう──と、しばらく時計を見つめながら悩なやんだあと。


　彼は結局台所へいき、ごみ袋ぶくろを取り出して。


「…………」





　美雷の部屋の掃そう除じを始めたのだった。
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「よし、本を読み終わったな。これでもうおまえらには俺の奴ど隷れいになるための魔ま法ほうが……」


「だからぁあああああああ！」






あとがき




　学園ものが書きたかったんです。


　それも、恋だ、青春だ、高校生活だと盛りあがる、学園ものが書きたかったんです。


　そしてついに、出すことができました。


『紅くれない月げつ光こうの生徒会室１』


　タイトルに生徒会室と書いてあるからにはもう、学園ものです。


　なんか傍ぼう若じやく無ぶ人じんな俺様生徒会長の名前がタイトルに入ってるけど、でも、学園ものです。


　もうずーっと、高校や生徒会室や放課後に、月光や大たい兎とやヒメアや美み雷らいたちがわーきゃーいうだけの作品です。


　ちなみに少し説明すると、この作品には、他に本編があります。


『いつか天てん魔まの黒ウサギ』という、この作品がどうして生まれて、どうなっていくのかが描かれている作品が他にあるんですが、でも、そっち読まなくても、こっからで大丈夫なようにちゃんとしてあります！


　というか、ほんとわーきゃー言ってるだけなんだけど、実はこっちが本編なんだぜ！　ってな勢いきおいで書いてます。だって高校生にとっては高校生活がメインのはずで、なんか化け物と戦ったり、異世界へ飛びだしたりするのは、本業じゃないと思うわけです。


　恋に！


　青春に！


　友情に！


　俺様生徒会長に！（いや、俺様生徒会長はいらないけど！　笑）


　とまあ、なんというか、とにかく気合を入れて書いてます。


　だからあえて言います。


　ついに、本編登場でーす！（えー）


　ってかね、最近の流は行やりとしてはね、本編のナンバリングに、こういうスピンオフ作品は、そのまま入れるものらしいのよ。たとえばこの本でいうと、『いつか天魔の黒ウサギ６』として発売しちゃう～、みたいな方法もあるらしいのですが、違うぜ！　と。


　紅月光生徒会長は、なんとこの本で、本編の部数を上回るつもりなんだぜ！　と（笑）


　ちなみに本編『いつか天魔の黒ウサギ』は、スタートから一年たったばっかりなのに、みなさんの応おう援えんのおかげで一いつ気きに僕の看かん板ばん作品の一つといってもいいくらいに成長してしまいました（ありがとねー）。


　さらに僕のもう一つのシリーズ、『伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ』に至いたっては、先月ついに、アニメ化を発表しちゃいました（いつもみんな応援してくれてありがとー）。


　しかぁし！　この『紅月光の生徒会室１』は、その『いつ天』本編も、『伝勇伝』も喰って、月光会長で天下を取ってやる！　という意気込みでスタートします！


　なのでみんな、会長の応援よろしくお願いしまーす！





　というところで、少し裏うら話ばなし。実は大兎が主人公～みたいになってる『いつ天』の主人公も、最初は月光だったんだよー、という衝しよう撃げきの事実をちょっと公開。


　ってか、編集部に最初に提出したのが、月光と美雷の短編だったんです。


　で、それでいこうか、となりかけたんですが、でもさらに話しあいました。


『いつ天』は僕の七年ぶりの新作だったから、やりたいことがたくさんあったんです。そしていろんな作品の構想が僕の中にあって、どうしよかなーと思ってました。


　実はそのとき、







・月光と美雷が主人公の短編。


・大兎とヒメアが主人公のプロローグ。


・セルジュとハスガが主人公の漫まん画が原作。







　という、三つの話を僕は持ってました。


　おまけにどれも、それぞれ一本書けるだけの話が用意されてました。


　で、どれやろかーともう一度担当さんや編集長と話しあっていたのですが、なんか知らないうちに、じゃあもういっそ、全部やっちゃおうぜ！（あほか）みたいな展開で三人で盛りあがり、『いつ天』は生まれました。


　いつの間にか三つもネタ使っちゃってたよ！


　もう数年新作立ち上がらないんじゃないか！（笑）


　富士見は怖おそろしいところです。


　なので実はこの『いつ天』という作品は、僕の頭の中にあった三つの別々の主人公たちが、宮阪高校生徒会室という舞台でエゴをぶつけあいながら、俺がほんとの主人公だ！　と叫んで突き進んでいく作品になっております。


　それぞれの過去とかね、ストーリーがもう、本編ではこれでもかと交こう錯さくしあっちゃうんだけど、しかしそのへんがまったく交錯しあわないでうるさいだけなのが『紅月光の生徒会室１』です！（笑）


　もうちょっとほのぼのしてて、恋やら友情やらおバカやらです。


　月光の性格は全開で悪いけど、ほんとにみんなでわーきゃー楽しく生きてます。


　七年間出で番ばんを待ってたキャラたちだから、この生徒会室がみんなに受け入れられるといいなぁ、と、願っております。


　応援よろしくです！





　と、作品の裏話を終えたところでー。





　そろそろスペースが尽つきてきたので、宣せん伝でん。


　今月、ＰＳＰで『伝勇伝』のゲームが発売されちゃいます！　ＲＰＧだよ！　ほいでもってちょっとやってみたんだけど、おもしろいよこれ！　ちょ、みんなもやってみてー。ってか、原稿の締切のこと考えてほしい。なんか一度やりだすとやめらんなくて困こまる！





　さーらーにー、先月発売された『大伝説の勇者の伝説７』や、ドラマガ、読みました？


　なんとついに、伝勇伝アニメ化だそうです。それも、ちょっと他ではあまり見たことがないほど恵まれた環境でアニメになります。監かん督とくやシリーズ構こう成せいさん、原作真剣に読みすぎ！　僕より詳くわしいってどういうことだろ……みたいな感じで、すっごい仲良くやれてます。こちらもよろしくお願いしまーす。





　でもって、『いつ天』。


　ドラマＣＤがマリン・エンタテインメントさんから発売されましたねー！　まだ売ってるのかな？　なんと脚本を僕が書いております！　おまけに二枚組です！


　さらに声せい優ゆう陣じんも──




　鉄くろがね大兎：梶かじ裕ゆう貴きさん


　ヒメア：井いの上うえ麻ま里り奈なさん




　月光：小お野の大だい輔すけさん




　安あん藤どう美雷：斎さい藤とう千ち和わさん




　紅くれない日向ひなた：福ふく山やま潤じゆんさん


　時雨しぐれ遥はるか：早はや見み沙さ織おりさん




　と、信じられないほど超豪華になっております！　まだ聞いてない方は、ぜひぜひ！





　とまあ、そんな具合なところで、宣伝しろと言われてたことは全部できたかな。もしかしたら追加があるかもしれない。というか実はこのあとがき、編集部がまだ始まってない、一月四日に書いてるんです。ということは、なに書けばいいか担当さんに相談できないわけです。つまり美少女担当キャサリンさんが、正月に餅もちを食べすぎて七キロ太ふとったー、とか、噓うそばっかり書いても反論できな……


「コラぁあああああああああ！」


「あれ、キャサリンいままだお休みのはずじゃ……」


「七キロも太るかぁあああああああ！」


　と、キャサリンが怒ど鳴なるので、今日はこのへんにしときまーす。





　それではなんか、今年は『伝勇伝』、『いつ天』、ともに、いまだかつてない勢いで超盛りあがっていくので、よろしくお願いしまーす!!


『いつ天』の長編、次は５月くらいかな～？





鏡貴也公式サイト：http://www.kagamitakaya.com/
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楽しい学校封ふう鎖さ




ドラゴンマガジン２００９年１月号




無限の愛のキューピッド




ドラゴンマガジン２００９年３月号




恐きよう怖ふの校内ドラッグストア




ドラゴンマガジン２００９年５月号







紅月光生徒会長からのご挨拶、お別れのご挨拶




書き下ろし




放課後ノート一人目～最終




書き下ろし






いつか天魔の黒ウサギ


紅くれない月げつ光こうの生せい徒と会かい室しつ１





鏡かがみ　貴たか也や
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